




ライオンズクラブ国際協会３３１－C 地区 

≪  第 3 回キャビネット会議 プログラム  ≫ 
 

 

会場 ： ベルクラシック函館 

 

名誉顧問会・長期計画リサーチ委員会受付         ３階  ロビー 

 

全体会議受付                           ４階  ロビー 

 

名誉顧問会・長期計画リサーチ委員会 

１１：３０～１３：３０              ３階 シンフォニー 

 

全体会議 

１４：００～１６：００        ４階 ベルクラシックホール 

 

 



・
出席者名簿・

・ 物故会員ご芳名

・
・
・
・
・
・
・ 第7号案　次期ゾーンチェアパーソン・ゾーン委員推薦状について
・ 第8号案　第69回地区年次大会要綱について
・
・ クラブ提出議案

・ 第2回国際理事候補者推薦委員会議事要録
・ 第2回定時社員総会（全国ガバナー会）議事録
・ 第3回国際大会委員会ウェブ会議議事録
・ 第3回会則委員会ウェブ会議議事録
・ 2022-23年度ライオン誌日本語版委員会　第7回会議（ウェブ）報告書
・ 2022-2023年度　第2回YCE委員会要録
・ 2023年度夏期YCEプログラム中止のお知らせ
・ 2022-2023年度　第1回ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会議事録

・ 第2回ガバナー協議会 GAT会議（第３回）議事録

・ 月次マンスリー集計（リジョン別明細）2022年10月
・ 月次マンスリー集計（リジョン別明細）2022年11月
・ 月次マンスリー集計（リジョン別明細）2022年12月

・ LCIF献金実施状況一覧　2022年10月
・ LCIF献金実施状況一覧　2022年11月
・ LCIF献金実施状況一覧　2022年12月

・
・
・ 第1R～第5R 各クラブへの質問書　回答集計
・

≪日本レベル≫

キャビネット会議次第

≪活動報告≫

各地区委員長 活動報告

ゾーンチェアパーソン 活動報告
地区ＧＭＴ･ＧＬＴ・GST・FWT　活動報告
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≪マンスリーレポート

≪複合レベル≫

≪ＬＣＩＦ１０月～１２月≫

第9号案　第69回複合地区年次大会要綱について

第2号案　2022－2023年度 会計中間決算監査報告について
第3号案　キャビネット一般収支　補正予算（案）について
第4号案　次期地区ガバナー立候補者届について
第5号案　次期第１副地区ガバナー立候補者届について
第6号案　次期第2副地区ガバナー立候補者届について



キャビネット運営委員 　 L 高田    眞樹

キャビネット運営委員　　 L 嘉堂　卓也

1 開会ゴング ライオンズクラブ国際協会331-C地区ガバナー L 馬場　哲也

2 国旗敬礼

3 黙祷

4 地区ガバナー挨拶 地区ガバナー L 馬場　哲也

5 前地区ガバナー・名誉顧問会議長挨拶 前地区ガバナー・地区名誉顧問会議長 L 須藤　敏幸

6 長期計画リサーチ委員会報告 長期計画リサーチ委員長 L 中村　全博

7 審議事項 地区ガバナー L 馬場　哲也

    キャビネット会計 L 玉井　大輔

    地区会計監査 L 生田　　豊

キャビネット会計 L 玉井　大輔

    キャビネット幹事 L 吉田   　寛

キャビネット幹事 L 吉田   　寛

キャビネット幹事 L 吉田   　寛

第7号案　次期ゾーンチェアパーソン・ゾーン委員推薦状について キャビネット幹事 L 吉田   　寛

第8号案　第69回地区年次大会要綱について 地区大会・国際大会委員会 委員長 L

キャビネット幹事 L 吉田   　寛

クラブ提出議案 キャビネット幹事 L 吉田   　寛

8 キャビネット幹事 L 吉田   　寛

9

10

・ＧＭＴ 地区ＧＭＴコーディネーター L 奥山　幸一

・ＧＬＴ 地区ＧＬＴコーディネーター L 松浦　則雄

・ＧＳＴ 地区ＧＳＴコーディネーター L 玉井　大輔

・ＦＷＴ 地区ＦＷＴコーディネーター L 荒川　祥子

・ＬＣＩＦコーディネーター 地区LCIF副コーディネーター L 石岡　憲義

ラライイオオンンズズククララブブ国国際際協協会会３３３３１１－－ＣＣ地地区区

≪≪　　第第33回回キキャャビビネネッットト会会議議次次第第　　≫≫

日時 2023年 1月 28日(土) 14：00～16：00

場所 ベルクラシック函館　４Fベルクラシックホール

第5号案　次期第１副地区ガバナー立候補者届について

第6号案　次期第2副地区ガバナー立候補者届について

吉田　　功

第9号案　第69回複合地区年次大会要綱について

司会

記録

第1号案　2022－2023年度 キャビネット会計中間決算について

第2号案　2022－2023年度 会計中間決算監査報告について

第3号案　キャビネット一般収支　補正予算（案）について

第4号案　次期地区ガバナー立候補者届について

報告・確認事項

質疑応答

地区コーディネーター活動報告

・
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・ 物故会員ご芳名

・
・
・
・
・
・
・ 第7号案　次期ゾーンチェアパーソン・ゾーン委員推薦状について
・ 第8号案　第69回地区年次大会要綱について
・
・ クラブ提出議案

・ 第2回国際理事候補者推薦委員会議事要録
・ 第2回定時社員総会（全国ガバナー会）議事録
・ 第3回国際大会委員会ウェブ会議議事録
・ 第3回会則委員会ウェブ会議議事録
・ 2022-23年度ライオン誌日本語版委員会　第7回会議（ウェブ）報告書
・ 2022-2023年度　第2回YCE委員会要録
・ 2023年度夏期YCEプログラム中止のお知らせ
・ 2022-2023年度　第1回ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会議事録

・ 第2回ガバナー協議会 GAT会議（第３回）議事録

・ 月次マンスリー集計（リジョン別明細）2022年10月
・ 月次マンスリー集計（リジョン別明細）2022年11月
・ 月次マンスリー集計（リジョン別明細）2022年12月

・ LCIF献金実施状況一覧　2022年10月
・ LCIF献金実施状況一覧　2022年11月
・ LCIF献金実施状況一覧　2022年12月

・
・
・ 第1R～第5R 各クラブへの質問書　回答集計
・

≪日本レベル≫

キャビネット会議次第

≪活動報告≫

各地区委員長 活動報告

ゾーンチェアパーソン 活動報告
地区ＧＭＴ･ＧＬＴ・GST・FWT　活動報告
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11 ゾーンチェアパーソン活動報告

第１R第１Z ゾーンチェアパーソン L 前側　　進

第２R第１Z ゾーンチェアパーソン L 山塙　　武

第２R第２Z ゾーンチェアパーソン L 小川　哲司

第３R第１Z ゾーンチェアパーソン L 庄司　典弘

第３R第２Z ゾーンチェアパーソン L 大島　秀雄

第４R第１Z ゾーンチェアパーソン L 白石　勝士

第４R第２Z ゾーンチェアパーソン L 三品　孝浩

第５R第１Z ゾーンチェアパーソン L 橋本　正美

第５R第２Z ゾーンチェアパーソン L 鈴木　秀作

12 各委員会活動報告

キャビネット運営委員会委員長 L 高瀨 孝太郎

視力障害・糖尿病・検眼献血委員会 委員長 L 佐々木　亮

次世代リーダー研究・環境保全・社会福祉委員会 委員長 L 堀野　　明

ECHO・IT委員会 委員長 L 松本　　衛

会則・アラート委員会 委員長 L 作並　真一

LCIF・エクステンション委員会 委員長 L 佐藤　　洋

ライオンズエスト・YCE・薬物乱用防止委員会委員長 L 末永　玲子

地区大会・国際大会委員会 委員長 L 吉田　　功

13 質疑応答

14 閉会ゴング 地区ガバナー L 馬場　哲也
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備考

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ地区キャビネット副会計 坂本　将一 苫小牧中央ＬＣ ○○

○○

明石　章彦 函館中央ＬＣ

地区会計監査

地区会計監査 ○○

××

○○

○○

××

○○

○○

○○

××

××

○○

○○

○○

××

××

全体会議

○○

○○

○○

○○

○○

22002222--22002233年年度度
第第33回回キキャャビビネネッットト会会議議  出出席席者者名名簿簿

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

須藤　敏幸 伊達ＬＣ

髙橋　和雄 苫小牧ＬＣ

○○

○○

○○

中嶋　　辛 室蘭北斗ＬＣ

地区キャビネット副幹事 脇田　　忠 苫小牧中央ＬＣ

生田　　豊 函館海峡ＬＣ

荒川　隆志

苫小牧中央ＬＣ

所属クラブ

地区ガバナー
ＧＡＴファシリテーター
地区ＬＣＩＦコーディネーター

馬場　哲也

渡部　義男 苫小牧中央ＬＣ

北島　孝雄 木古内・知内ＬＣ

地区LCIF副コーディネーター　　　　　　　
　地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

石岡　憲義

前地区ガバナー･地区名誉顧問会議長
長期計画リサーチ委員会 副委員長

函館東ＬＣ

第二副地区ガバナー
長期計画リサーチ委員会 副委員長　　　　
地区GMAチームリーダー

後藤　　忍 函館グリーンＬＣ

苫小牧ハスカップＬＣ

小樽ＬＣ

函館北斗ＬＣ

地区チーフコーディネーター　　　　　　　
地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

函館臥牛ＬＣ

小樽ＬＣ

役　　　　職 氏　　名

齋藤　尚仁

奥山　幸一
地区GMTコーディネーター　　　　　　　
地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区名誉顧問
長期計画リサーチ委員会 委員長

中村　全博

倶知安ＬＣ

第一副地区ガバナー
長期計画リサーチ委員会 副委員長　　　　
地区GMAチームリーダー

室蘭東ＬＣ

小玉　　誠 苫小牧白鳥ＬＣ

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

𠮷𠮷𠮷𠮷原　成昌

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

函館北斗ＬＣ

地区キャビネット会計　　　　　　　　　　
地区GSTコーディネーター　　　　　　　　
地区GMAチームサポーター

玉井　大輔

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区F WＴコーディネーター 荒川　祥子

函館東ＬＣ

地区キャビネット幹事　　　　　　　　　　
地区GMAチームサポーター

吉田　　寛

田中　　稔

函館東ＬＣ

松浦　則雄

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

函館みなとＬＣ

佐々木忠康

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

地区GLTコーディネーター　　　　　　　　
地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

本所　光男

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員

室蘭東ＬＣ

地区名誉顧問　長期計画リサーチ委員
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備考

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

全体会議

第５Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員 佐藤　　聖 苫小牧白鳥LC

第４Ｒ第１Ｚ　ゾーン委員 渡辺　晃男 上磯LC

第５Ｒ第１Ｚ　ゾーン委員 田外　　清 新冠LC

函館みなとLC

第３Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員 和泉　　薫 登別中央LC

第１Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員

第２Ｒ第１Ｚ　ゾーン委員 熊澤 龍一郎

第４Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員 作並　真一

第３Ｒ第１Ｚ　ゾーン委員 遠藤　勝也

第２Ｒ第２Ｚ　ゾーン委員 木村　嘉広

小樽ＬＣ

鈴木　秀作

伊関　寿之

苫小牧白鳥ＬＣ

北檜山LC

橋本　正美

三品　孝浩

小川　哲司 小樽うしおＬＣ

室蘭ＬＣ

白石　勝士

所属クラブ役　　　　職 氏　　名

北檜山LC

第２Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン

第３Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

小樽うしおLC

室蘭LC

小樽LC

前側   　進

庄司　典弘

第１Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

第４Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

第３Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン 大島　秀雄

第２Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

第第33回回キキャャビビネネッットト会会議議  出出席席者者名名簿簿
22002222--22002233年年度度

登別中央LC

第４Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン

第５Ｒ第１Ｚゾーンチェアパーソン

第５Ｒ第２Ｚゾーンチェアパーソン

上磯LC

函館みなとＬＣ

新冠LC

山塙　　武

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○
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備考

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

××

○○

××

○○

○○

××

××

○○

○○

○○

○○

○○

××

○○

○○

○○

キャビネット運営委員会　委員 小林　拓二 函館みなとLC

全体会議

○○

○○

××

○○

××

キャビネット運営委員会　委員 嘉堂　卓也 函館臥牛LC

キャビネット運営委員会　委員 高田　眞樹 函館グリーンLC

キャビネット運営委員会　委員 阪井　　肇 函館中央LC

キャビネット運営委員会　委員 本間　信孝 森LC

キャビネット運営委員会　副委員長 渡辺　俊二 函館北斗LC

函館東ＬＣ櫻井　秀樹キャビネット運営委員会　委員

キャビネット運営委員会 委員長 高瀨 孝太郎 函館東ＬＣ

キャビネット運営委員会　副委員長 荒木　明美 函館東ＬＣ

ECHO・ＩＴ委員会 副委員長 吉居　大輔 伊達ＬＣ

ライオンズクエスト・YCE
・薬物乱用防止委員会 副委員長

青山　和晴 伊達ＬＣ

地区大会・国際大会委員会　事務局長 富山　信行 函館東ＬＣ

ライオンズクエスト・YCE
・薬物乱用防止委員会 委員長

視力障害・糖尿病・献眼献血委員会 委員長 佐々木　亮 上磯LC

ECHO・ＩＴ委員会 委員長

次世代リーダー研究委員会・環境保全・
社会福祉委員会 委員長

堀野　　明 函館中央ＬＣ

佐藤　　洋 函館臥牛ＬＣ

作並　真一 函館みなとＬＣ会則・アラート委員会　 委員長

LCIF・ エクステンション委員会 委員長

22002222--22002233年年度度
第第33回回キキャャビビネネッットト会会議議  出出席席者者名名簿簿

役　　　　職 氏　　名 所属クラブ

函館東ＬＣ地区大会・国際大会委員会 委員長 吉田　　功

末永　玲子 函館グリーンＬＣ

キャビネット運営委員会　委員 西﨑　康博 函館元町LC

キャビネット運営委員会　委員 金澤　賢一 上磯LC

松本　　衛 函館元町LC
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備考

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

22002222--22002233年年度度
第第33回回キキャャビビネネッットト会会議議  出出席席者者名名簿簿

役　　　　職 氏　　名 所属クラブ

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 富山　信行 函館東LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 木村　謙一 函館海峡LC

オブザーバー（2022-2023年度　幹事） 石崎　幸男 上磯LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 阿相　忠佑 函館元町LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 嘉堂　卓也 函館臥牛LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 石原　　諭 八雲LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 新岡　博正 森LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 木村有加里 函館みなとLC

オブザーバー（2022-2023年度　幹事） 小山　直子 函館中央LC

オブザーバー（2022-2023年度　会長） 片岡　　博 函館グリーンLC

○○

○○

○○

○○

××

○○

全体会議

○○

××

○○

○○
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物物故故会会員員ごご芳芳名名  謹謹んんででごご冥冥福福ををおお祈祈りり申申しし上上げげまますす  

 

第 2 回キャビネット会議資料  8 ページにて誤りがございました。 

ここに謹んでお詫び申し上げますと共に下記のように訂正いたします。 

 

（（誤誤）） 故故  LL 神神    藤藤男男（（登登別別 LLCC））  
２２００２２２２年年９９月月  ６６日日（（享享年年８８６６歳歳））  

 

（（正正）） 故故  LL 神神    藤藤男男（（登登別別 LLCC））  
２２００２２２２年年９９月月２２５５日日（（享享年年７７５５歳歳））  

 
～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

 

故故  LL 大大浅浅  貢貢（（苫苫小小牧牧 LLCC））  

２２００２２２２年年１１００月月  ２２日日（（享享年年８８５５歳歳））  

  

故故  LL 田田村村  賢賢文文（（室室蘭蘭 LLCC））  

２２００２２２２年年１１００月月２２４４日日（（享享年年７７１１歳歳））  

  

故故  LL 古古谷谷  次次麿麿（（函函館館中中央央 LLCC））  

２２００２２２２年年１１１１月月２２００日日（（享享年年７７７７歳歳））  

  

故故  LL 今今野野  征征美美（（苫苫小小牧牧ハハススカカッッププ LLCC））  

２２００２２２２年年１１２２月月  ４４日日（（享享年年８８３３歳歳））  
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● 第1号案 2022-2023年度　キャビネット会計中間決算について

● 第2号案 2022-2023年度　会計中間決算監査報告について

● 第3号案 キャビネット一般収支補正予算（案）について

● 第4号案 次期地区ガバナー立候補者届について

● 第5号案 次期第１副地区ガバナー立候補者届について

● 第６号案 次期第２副地区ガバナー立候補者届について

● 第７号案 次期ゾーンチェアパーソン・ゾーン委員推薦状について

● 第８号案 第６９回地区年次大会要項について

● 第９号案 第６９回複合地区年次大会要項について

● クラブ提出議案

審　議　事　項





【収入の部】 単位：円
科　目 予 算 額 執行額 摘    要

前 期 繰 越 金 4,217,675 4,217,675 伊達キャビネットより繰越金

地 区 費 10,080,000 5,002,200 上期1,191名×700円×6ヶ月

地 区 特 別 運 営 費 5,760,000 2,858,400 上期1,191名×400円×6ヶ月

雑 収 入 25 利息

小　計 20,057,675 12,078,300

地 区 大 会 費 1,440,000 714,600 上期1,191名×100円*６か月

地 区 特 別 大 会 費 1,440,000 714,600 上期1,191名×100円*６か月

青 少 年 育 成 費 1,200,000 595,500 上期1,191名×1000円*0.5年

エ コ ー 誌 発 行 負 担 金 2,400,000 1,191,000 上期1,191名×2000円*0.5年

小　計 6,480,000 3,215,700

合　計 26,537,675 15,294,000

地 区 運 営 基 金 繰 越 金 10,035,125 10,035,125 伊達キャビネットより繰越金

前 地 区 引 継 金 4,000,000 4,000,000 伊達キャビネットより引継金

小　計 14,035,125 14,035,125

総合計 40,572,800 29,329,125

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

キャビネット一般収支中間決算報告書
（２０２２年７月１日～２０２２年１２月３１日）
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【支出の部】 単位：円
科　目 予算 執行額 摘　要

会 議 費 1,200,000 669,105 キャビネット会議、各種会議他

旅 費 交 通 費 2,500,000 756,338 キャビネット会議・各種委員会他・旅費宿泊費

訪 問 費 800,000 248,780 ガバナー公式訪問他

人 件 費 3,640,000 2,018,200 事務局員給料

通 信 費 430,000 329,966 郵便料・電話料、光回線料他

印 刷 費 1,000,000 768,979 会議資料・コピーカウンター・印刷機消耗品他

事 務 所 費 2,250,000 1,263,478 事務所賃貸料・光熱費・暖房費他

消 耗 品 費 600,000 780,279 事務用品・コピー紙・名刺他

什 器 備 品 費 800,000 238,303 事務机他、コピー機、印刷機リース料・ＰＣ他

贈 呈 費 1,750,000 1,711,840 ＣＡＢネームプレート・バナー・バッチ他

慶 弔 費 300,000 194,000 会員香典・供花他

周 年 行 事 費 400,000 0 周年お祝い他

交 際 費 250,000 12,596 お祝い他

引 継 費 100,000 0 キャビネット事務局引継ぎ経費

研 修 費 100,000 12,455 地区役員・三役・事務局員研修会

Ｇ Ａ Ｔ 経 費 280,000 190,000 ＧＡＴ（ＧＭＴ・ＧＬＴ・ＦＷＴ・ＧＳＴ各70,000円）活動費

ゾ ー ン 経 費 834,000 845,000 ＺＣ活動費（基本額50,000円+ゾーン内クラブ数×8,000円）

委 員 会 経 費 900,000 181,000 ＬＣＩＦコーディネーター活動費・委員会活動費

SDGS 300,000 0 地区内一斉清掃、植樹事業協賛（継続事業）

離 島 補 助 100,000 100,000 奥尻LC会議出席補助金

開 設 費 100,000 95,942 看板他

雑 費 200,000 150,887 振込手数料、他

予 備 費 1,223,675 0

小　計 20,057,675 10,567,148

青 少 年 育 成 費 1,200,000 125,000 ＹＣＥ・ライオンズクエスト関係

エ コ ー 誌 発 行 負 担 金 2,400,000 1,148,399 エコー誌発行・ＩＴ活動費

地 区 大 会 費 2,880,000 63,912 地区大会運営費

小　計 6,480,000 1,337,311

地 区 運 営 基 金 繰 越 金 10,035,125 0 次期キャビネットへ引継ぎ金

次期キャビネット準備金 4,000,000 0 次期キャビネットへ引継ぎ金

合　計 14,035,125 0

総合計 40,572,800 11,904,459

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

キャビネット一般収支中間決算報告書
（２０２２年７月１日～２０２２年１２月３１日）
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【収入の部】 単位：円
科目 予算額 執行額 摘要

会 議 費 1,200,000 595,500 1,191名×1,000円×0.5年

合計 1,200,000 595,500

【支出の部】
科目 予算額 執行額 摘要

会 議 費 30,000

旅 費 交 通 費 100,000

図 書 印 刷 費 10,000

通 信 費 10,000

雑 費 0

複 合 分 担 金 250,000 125,000 複合分担金 レオ支援上半期、YCE上半期

サ マ ー キ ャ ン プ 負 担 金 500,000 0 中止

予 備 費 10,000

小計 910,000

会 議 費 40,000

旅 費 交 通 費 70,000

図 書 印 刷 費 10,000

通 信 費 10,000

雑 費 0

ラ イ オ ン ズ ク エ ス ト 費 150,000

予 備 費 10,000

小計 290,000

総合計 1,200,000

【収入の部】 単位：円
科目 予算額 執行額 摘要

エ コ ー 誌 発 行 負 担 金 2,400,000 1,191,000 1,191名×2,000円×0.5年

合計 2,400,000 1,191,000

【支出の部】
科目 予算額 執行額 摘要

エ コ ー 誌 発 行 費 2,000,000 990,000 エコー誌 4回発行

会 議 費 10,000

取 材 活 動 費 50,000 活動経費

Ｉ Ｔ 活 動 費 250,000 132,000 ホームページ維持管理

通 信 費 70,000 26,399 発送費用

雑 費 10,000 備品一式

予 備 費 10,000

小計 2,400,000 1,148,399

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

エコー誌・ＩＴ活動費発行費収支中間報告
（２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日）

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

青少年育成費収支中間決算報告書
（２０２２年７月１日～２０２２年１２月３１日）

≪≪ＹＹＣＣＥＥ関関係係費費≫≫

≪≪ラライイオオンンズズククエエスストト関関係係費費≫≫
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【収入の部】 単位：円
科　目 予 算 額 補正予算 摘    要

前 期 繰 越 金 4,217,675 4,217,675 伊達キャビネットより繰越金

地 区 費 10,080,000 10,080,000 1,200名×700円×12ヶ月

地 区 特 別 運 営 費 5,760,000 5,760,000 1,200名×400円×12ヶ月

雑 収 入 25 利息

小　計 20,057,675 20,057,700

地 区 大 会 費 1,440,000 1,440,000 1,200名×100円×12ヶ月

地 区 特 別 大 会 費 1,440,000 1,440,000 1,200名×100円×12ヶ月

青 少 年 育 成 費 1,200,000 1,200,000 1,200名×1,000円

エ コ ー 誌 発 行 負 担 金 2,400,000 2,400,000 1,200名×2,000円

小　計 6,480,000 6,480,000

合　計 26,537,675 26,537,700

地 区 運 営 基 金 繰 越 金 10,035,125 10,035,125 伊達キャビネットより繰越金

前 地 区 引 継 金 4,000,000 4,000,000 伊達キャビネットより引継金

小　計 14,035,125 14,035,125

総合計 40,572,800 40,572,825

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

キャビネット一般収支２次補正予算（案）
（２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日）
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【支出の部】 単位：円
科　目 予算 補正予算 摘　要

会 議 費 1,200,000 1,200,000 キャビネット会議、各種会議他

旅 費 交 通 費 2,500,000 2,500,000 キャビネット会議・各種委員会他・旅費宿泊費

訪 問 費 800,000 500,000 ガバナー公式訪問他

人 件 費 3,640,000 3,640,000 事務局員給料

通 信 費 430,000 530,000 郵便料・電話料、光回線料他

印 刷 費 1,000,000 1,100,000 会議資料・コピーカウンター・印刷機消耗品他

事 務 所 費 2,250,000 2,250,000 事務所賃貸料・光熱費・暖房費他

消 耗 品 費 600,000 900,000 事務用品・コピー紙・名刺他

什 器 備 品 費 800,000 400,000 事務机他、コピー機、印刷機リース料・ＰＣ他

贈 呈 費 1,750,000 1,750,000 ＣＡＢネームプレート・バナー・バッチ他

慶 弔 費 300,000 300,000 会員香典・供花他

周 年 行 事 費 400,000 400,000 周年お祝い他

交 際 費 250,000 250,000 お祝い他

引 継 費 100,000 100,000 キャビネット事務局引継ぎ経費

研 修 費 100,000 100,000 地区役員・三役・事務局員研修会

Ｇ Ａ Ｔ 経 費 280,000 280,000 ＧＡＴ（ＧＭＴ・ＧＬＴ・ＦＷＴ・ＧＳＴ各70,000円）活動費

ゾ ー ン 経 費 834,000 834,000 ＺＣ活動費（基本額50,000円+ゾーン内クラブ数×8,000円）

委 員 会 経 費 900,000 900,000 ＬＣＩＦコーディネーター活動費・委員会活動費

SDGS 300,000 300,000 地区内一斉清掃、植樹事業協賛（継続事業）

離 島 補 助 100,000 100,000 奥尻LC会議出席補助金

開 設 費 100,000 100,000 看板他

雑 費 200,000 400,000 振込手数料、他

予 備 費 1,223,675 1,223,700

小　計 20,057,675 20,057,700

青 少 年 育 成 費 1,200,000 1,200,000 ＹＣＥ・ライオンズクエスト関係

エ コ ー 誌 発 行 負 担 金 2,400,000 2,400,000 エコー誌発行・ＩＴ活動費

地 区 大 会 費 2,880,000 2,880,000 地区大会運営費

小　計 6,480,000 6,480,000

地 区 運 営 基 金 繰 越 金 10,035,125 10,035,125 次期キャビネットへ引継ぎ金

次期キャビネット準備金 4,000,000 4,000,000 次期キャビネットへ引継ぎ金

合　計 14,035,125 14,035,125

総合計 40,572,800 40,572,825

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

キャビネット一般収支２次補正予算（案）
（２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日）
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２０２２ 年 １２月 １２ 日

ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｃ地区

　ガバナー　　　Ｌ馬場　哲也　　殿

所　　属

電　話

住　所

名　称

電　話 0139-42-2785

ＦＡＸ 0139-42-5387

2008年2月　松前ＬＣ 入会　

2011～2012年度 副幹事　

2012～2013年度 幹事　

2013～2014年度 第2副会長

2014～2015年度 第1副会長

2015～2016年度 会長

2016～2017年度 副幹事

2017～2018年度 幹事

2018～2019年度 第2副会長

2019～2020年度　331Ｃ地区第1Ｒ第2Ｚゾーンチェア・パーソン

入会年月日
クラブ役職・

準地区･複合地区

役　職　等

2020～2021年度 会長

2022～2023年度 会計

2014～2015 献血・検眼･献腎保健委員会副委員長

勤　務　先

(〒049 -1521 )　

石戸アルミ建材店　　　　　　(役職名)    専務

ライオン歴
（年度順）

（携帯）090-1528-1497

自　　　宅
住　所

(〒049 - 1521   )　

北海道松前郡松前町字上川２３９－３

推推　　薦薦　　状状

第 １ Ｒ 第 1 Ｚ

松　　前　 　ライオンズクラブ

会　長　　  　佐 藤 　幸 春　　　　㊞

２０２３～２０２４年度、ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｃ地区キャビネット

第 １ Ｒ第 １ Ｚ　ゾーンチェアパーソン候補者として、下記の当クラブ会員を推薦致します。

松　前　　ライオンズクラブ

（ふりがな）

候補者氏名 石
いし

戸
と

  　保
たもつ 生　年

月　日
西暦1974年2月4日

0139-42-2344

松　　前　 　ライオンズクラブ

会　長　　  　佐 藤 　幸 春　　　　㊞
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２０２２ 年 １２月 １２ 日

ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｃ地区

　ガバナー　　　Ｌ馬場　哲也　　殿

所　　属

電　話

住　所

名　称

電　話 0139-45-2306

ＦＡＸ 0139-45-2308

2013年11月　松前ＬＣ 入会　

2015～2016年度 副幹事

2016～2017年度 幹事

入会年月日
クラブ役職・

準地区･複合地区

役　職　等

2018～2019年度 第1副会長

2019～2020年度 会長

2021～2022年度 副幹事

2022～2023年度 幹事

勤　務　先

(〒049 -1771 )　

株式会社　種市商会　　　　　(役職名)　代表取締役

ライオン歴
（年度順）

2017～2018年度 第2副会長・会計

（携帯）080-1879-5552

自　　　宅
住　所

(〒049 -1505 )

北海道松前郡松前町字博多11-3

推推　　薦薦　　状状

第 １ Ｒ 第 1 Ｚ

松　　前　 　ライオンズクラブ

会　長　　  　佐 藤 　幸 春　　　　㊞

２０２３～２０２４年度、ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｃ地区キャビネット

第 １ Ｒ第 １ Ｚ　ゾーン委員候補者として、下記の当クラブ会員を推薦致します。

松　　前　　ライオンズクラブ

（ふりがな）

候補者氏名 種市
たねいち

誠
まこと 生　年

月　日
西暦1972年11月21日

0139-43-2609

松　　前　 　ライオンズクラブ

会　長　　  　佐 藤 　幸 春　　　　㊞
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松前LC
1 1

松前LC

R Z 役　　職 候補者氏名 所属クラブ

石戸　　保
ゾーンチェアパーソン

ゾーン委員
たねいち　　まこと

種市　　誠

いしと　　たもつ

2 1
ゾーンチェアパーソン

はっとり　　ひでき
余市LC

服部　 秀己

ゾーン委員
ほりかわ  　はじめ

余市LC堀川　　一

2 2
ゾーンチェアパーソン

さとう　    ゆたか
俱知安LC

佐藤　　裕

ゾーン委員 －－

3 1
ゾーンチェアパーソン

かたおか　ゆうや
伊達LC片岡　雄也

ゾーン委員
こすぎ　よしあき

伊達LC小杉　芳昭

3 2
ゾーンチェアパーソン －－

ゾーン委員 －－

4 1
ゾーンチェアパーソン

かどう　  たくや
函館臥牛LC

嘉堂　卓也

ゾーン委員 －－

4 2
ゾーンチェアパーソン

いしはら　  さとる
八雲LC

石原　　諭

ゾーン委員
いなみ  　ゆういち

八雲LC稲見 　裕一
ほんだ  　ひろゆき

苫小牧ハスカップLC
本多　弘幸

ゾーン委員
こぬま　  かずお

苫小牧ハスカップLC小沼　和夫

ライオンズクラブ国際協会３３１－C地区

次期ゾーンチェアパーソン・ゾーン委員

（２０２３ー２０２４年度）

5 2
ゾーンチェアパーソン

よしだ  　ひろこ
むかわLC

吉田　浩子

ゾーン委員
しぶや  　まさひこ

むかわLC渋谷　昌彦

5 1
ゾーンチェアパーソン
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月　日 内　容 時　間 会　場 登録料・参加費

4月27日(木)
LCIFチャリティー

ゴルフ大会
未定

函館ベイコースト
カントリークラブ

未定

4月27日(木)
LCIFチャリティー
ボウリング大会

未定
テキサス函館

ボウルサンシャイン
未定

月　日 内　容 時　間 会　場 登録料・参加費

8:00
～

9:30

9:30
～

10:00

10:00
～

11:00

11:00
～

12:00

12:00
～

13:00

13:00

～

14:00

14:00
～

16:30

16:30
～

17:30

17:30
～

20:00

《2023年4月27日(木）》

《2023年4月28日(金）》

第第6699回回　　地地区区年年次次大大会会日日程程((案案））

4月28日(金) 代議員登録受付 函館市民会館

〃 代議員総会 〃

－

－

〃 代議員分科会 〃 －

〃 再 開 総 会 〃 －

〃 懇　 親 　会
函館市民会館

ホテル函館ロイヤル
シーサイド

〃 昼　　　 　食 〃 －

〃
受　　付

大会式典登録
懇親会登録

〃

登録料：3，500円
L、LL、Ls

家族会員、支部会員
懇親会登録料：

12,000円

〃 大会式典 〃

4月28日(金) 懇親会会場へ移動 各自移動
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【収入の部】 単位：円
科　目 予 算 額 摘　要

繰 越 金 293,996

地 区 大 会 費 1,440,000 （1,200名×100円×12か月）

地 区 特 別 大 会 費 1,440,000 （1,200名×100円×12か月）

大 会 登 録 料 1,750,000 3,500円×500名

懇 親 会 登 録 料 4,800,000 12,000円×400名

ラ ッ キ ー カ ー ド 販 売 400,000 1,000円×400枚

売 店 登 録 料 10,000

記 念 誌 協 賛 広 告 費 500,000

お 弁 当 代 204,000 170名×1200円（代議員、元ガバナー含む）

雑 収 入

小計 10,837,996

【支出の部】 単位：円
科　目 予 算 額 摘　要

式 典 部 会 1,400,000 市民会館使用料・映像・式場装飾他

代 議 員 部 会 150,000 飲み物他 分科会会場費

登 録 ・ 受 付 ・ 接 待 部 100,000 受付業務・登録業務・案内看板・登録カード他

懇 親 会 部 会 4,800,000 宴会費・コンパニオン・余興・音響他

売 店 部 会 10,000 什器備品・廃棄物処理

交 通 部 会 100,000 駐車場整理他

お 弁 当 代 204,000 170名×1200円（代議員、元ガバナー含む）

ラ ッ キ ー カ ー ド 景 品 250,000

記 念 誌 ・ 記 念 品 1,815,000 記念誌・記念品・紙袋・函館新聞・観光パンフ

総 務 部 会 1,960,000 記念アクティビティ・アワード　大会事務局費

予 備 費 48,996

小計 10,837,996

ライオンズクラブ国際協会331-Ｃ地区

第69回 地区年次大会予算（案）
（２０２２年７月１日～２０２３年６月３０日）
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銀 行 名 　青森銀行　　梁川町支店

　３３１－Ｃ地区ライオンズクラブ2023年次大会

　会計　玉井　大輔

店 番 号 〇911

口座番号 　普通預金　３０６９３２５

住　　所 　〒041－0851 　函館市本通4丁目31－18　2F

T E L 　0138-76-3372

F A X 　0138-83-2861

Email 　taikai69@ncv.jp

休　　日 　土曜・日曜・祝祭日

第第6699回回地地区区年年次次大大会会　　事事務務局局

第第6699回回地地区区年年次次大大会会　　取取引引銀銀行行ののごご案案内内

ラライイオオンンズズ国国際際協協会会333311--CC地地区区

口座名義 タマイ ダイスケ
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◆日　時　　2023年4月28日(金) ＊代議員総会　　　  　9：30～10：00
　　　　　　　　　　 ＊代議員分科会　　10：00～11：00
　　　　　　　　　 ＊再開総会　　　　　　11：00～12：00

◆場　所　　函館市民会館

＊司 会 L 高田　眞樹
＊記 録 L 荒木　明美

L 嘉堂　卓也

1.

① L 馬場　哲也

② L 吉田　　　寛

③ L 馬場　哲也

④ L 馬場　哲也

⑤ L 吉田　　　寛

⑥ L 馬場　哲也

⑦ L 横山　定明

⑧ L 三品　孝浩

⑨

⑩ L 高瀬孝太郎

2.

3.

① L 馬場　哲也

② L 横山　定明

③ L 馬場　哲也

④ GMT コーディネーター報告 地区 GMT コーディネーター L 奥山　幸一

⑤ GLT コーディネーター報告 地区 GLT コーディネーター L 松浦　則雄

⑥ GST コーディネーター報告 地区 GST コーディネーター L 玉井　大輔

⑦ FWT コーディネーター報告 地区 FWT コーディネーター L 荒川　祥子

⑧ LCIF コーディネーター報告 L 石岡　憲義

⑨ L 三品　孝浩

L 白石　勝士

L 庄司　典弘

⑩ L 三品　孝浩

⑪ L 馬場　哲也

⑫ L 渡部　義男

⑬ L 齋藤　尚仁

⑭ L

⑮ L 馬場　哲也

⑯ L 須藤　敏幸

⑰ L 馬場　哲也

第第6699回回　　地地区区年年次次大大会会　　代代議議員員総総会会ププロロググララムム((案案））

代議員総会

分科会

議事規則の説明

資格審査結果報告

大会議長挨拶

代議員会役員紹介

キャビネット運営委員会 委 員
キャビネット運営委員会 副委員長
キャビネット運営委員会 委 員

代議員総務委員長

決議委員長

指名選挙委員長

大会議長

大会議長

地区ガバナーエレクト挨拶

開会宣言・開会ゴング

代議員の分科会所属発表及び各分科会会場説明

指名採決

投票結果報告

代議員総会再開宣言

各分会科会審議結果報告

代議員総会再開

投票

決議委員長報告

指名選挙委員長報告

全体会議議案審議

採決

決議答申

閉会宣言並びに閉会ゴング

ラインズローア

ガバナーズアワード年次表彰

次期第２副地区ガバナー挨拶

次期第１副地区ガバナー挨拶

大会議長

前地区ガバナー・地区名誉顧問会議長

大会議長

次期第２副地区ガバナー

次期第１副地区ガバナー

第１分科会委員長

資格審査委員長

議事運営委員長

大会議長

大会幹事

大会議長

指名選挙委員長

大会議長

地区LCIF副コーディネーター

地区ガバナーエレクト

大会議長

決議委員長

第３分科会委員長

第２分科会委員長
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代代議議員員登登録録受受付付並並びびにに選選挙挙投投票票要要項項

1． 代議員登録受付

代議員登録受付は、各代議員個人ごとに受付を行います。（クラブ一括受付はいたしません）

※「代議員資格証明書・補欠代議員資格証明書」は本人が忘れずにご持参ください。

※代議員総会開始10分前で受付は締め切ります。

２． 資格審査受付

各分科会単位で個人ごとに受付します。同時に代議員・補欠・オブザーバーの区別を確認します。

3． 投票用紙引き換え票の交付

①受付に於いて代議員証を確認の上、次期地区ガバナー、次期第1副地区ガバナー、
　　次期第2副地区ガバナーの投票用紙引換票を交付します。

②引換票は代議員総会に於ける「投票用紙」の交付時に使用しますので紛失にご注意ください。

4． 投票

代議員総会・全体会議第１号・第２号・第３号審議に於いて記載方法及び投票順を議長の指揮に
もとづき投票を行います。

5． 投票要領

賛成・承認には〇印、反対・承認しないは×印を書く。その他の記号又は無印票は無効とする。

6． 投票実施

①各代議員は、代議員総会の壇上に於いて投票用紙引換券により投票用紙を受け取り、投票を
　　行います。

②投票用紙は次期地区ガバナー用(桃色)、次期第１副地区ガバナー用(水色)、次期第２副地区
　　ガバナー用(黄色)の３枚がありますので、確認の上各々の投票箱に投函してください。
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代代議議員員登登録録証証明明書書記記入入のの手手引引きき

代代議議員員・・補補欠欠
◇ クラブ会員１０名につき１名選出（端数は５名以上に１人）

※2月末日現在で１年と１日以上在籍していた会員数に基づく。

※補欠は、代議員が何らかの理由で参加できない場合、代議員の代わりに発言・投票する事が

　　できる。

※上記の代議員とは別に現・前・元地区ガバナー及び元国際理事は代議員としての資格を有す

　　る。

※クラブ会員数の如何に関わらず代議員及び補欠を少なくとも各１名派遣できる。

                               【参考文章：ラインズ必携　第60版　P102】

オオブブザザーーババーー
◇ オブザーバーの分科会出席は、クラブより提出された代議員資格証明書に記載された会員が、

大会議長によって認められる。但し、発言・採決はできない。
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代代議議員員資資格格証証明明書書　・・　補補欠欠代代議議員員資資格格証証明明書書

下記の議事運営要項をご確認の上、承認サインをご署名後、所属クラブ会長の自筆証明サイン（パソコン記入・氏名印は不可）

をご記入ください。資格証明書のご提出なき場合は代議員と認められない場合がございます。

この「代議員資格証明書」は「投票引換券」と交換となりますので、代議員登録受付にご提出ください。

ラライイオオンンズズククララブブ国国際際協協会会３３３３１１－－CC地地区区 第第６６99回回地地区区年年次次大大会会 代代議議員員会会議議事事規規則則

1. 331-C地区第69回年次大会は大会に参加した地区内、現・元国際協会役員及びクラブ代議員をもって構成する。
キャビネット役員は大会に参加し発言することはできるが、クラブ代議員でない限り投票することはできない。
その他の会員および同伴者は、大会に参加することはできるが、発言したり投票したりすることはできない。

2. 代議員のうちクラブ代議員は、クラブ会長が署名した資格証明書を、公式プログラムに記載された登録時間内に
資格審査委員会に提出し、資格を確認されなければならない。

3. 大会議長(以下議長という)には、地区ガバナー、大会副議長には第1及び第2副地区ガバナー、大会幹事にはキャビネット
幹事、大会会計にはキャビネット会計がこれに当たる。 議長はその他の大会役員を任命する。

4. 議長は下記の委員会および分科会を設け、その委員長および副委員長(更に、必要な場合は顧問)を任命する。
（1）代議員総務委員会
（2）資格審査委員会
（3）議事運営委員会
（4）指名・選挙委員会
（5）国際理事候補者推薦委員会
（6）決議委員会

議事規則標準版による分科会を統合し、下次委員会を3分科会として運営する。
◎第1分科会 経理・政策 / 長期計画リサーチ / 会則 / アラート/ ＧＬＴ / ＧＳＴ
◎第2分科会 次世代リーダー研究/ 環境保全・社会福祉/ エコー・ＩＴ / 地区大会・国際大会国際関係 / 

ＧＭＴ / ＦＷＴ
◎第3分科会 視聴力障害糖尿病献眼献血 / ライオンズクエスト / YCE / 薬物乱用防止 / ＬＣＩＦ / エクステンション

5. 代議員およびキャビネット役員の委員会および分科会の所属は議長がこれを定める。

6. 第6９回年次大会代議員会の運営について
総会に参加して、代議員の資格審査の結果を発表し、議事規則の説明後、各分科会に分かれて議案の審査をする。
終了後、総会を再開する。次期地区ガバナー、第1・第2副地区ガバナーの選出は次の方法によるものとし、選挙は、指名・選挙委員会が

管理する。
（1）次期地区ガバナーの選出

（イ）構成員の単記無記名投票選挙を行う。
（ロ）過半数の得票者をもって次期地区ガバナーとする。
（ハ）過半数の得票が得られなかった場合は､空席が生じるものとし､国際付則第9条6項(e)が適用される。

（2）次期第１副地区ガバナーの選出
（イ）構成員の単記無記名投票選挙を行う。
（ロ）過半数の得票者をもって次期第１副地区ガバナーとする。
（ハ）過半数の得票が得られなかった場合は､空席が生じるものとし､国際付則第9条6項(d)が適用され､

地区（単一/準/複合）の会則および付則に従って補充される。
（3）次期第2副地区ガバナーの選出

（イ）構成員の単記無記名投票選挙を行う。
（ロ）過半数の得票者をもって次期第2副地区ガバナーとする。
（ハ）どの候補者も当選に必要な票が得られなかった場合は、候補者の1人が過半数の票を得るまで投票を行う。

但し、いずれの候補者も過半数に満たない場合は同日に上位2名で再度投票を行う。
（4）地区会則の改正

（イ）構成員の単記無記名投票選挙を行う。
（ロ）3分の2の得票数をもって改正する。（ただし付則については2分の1）

7. 代議員数および代議員の定数を算定する時期について
クラブ会則第9条第2項により定数を算定する。
その時期については、2月末日現在少なくとも1年と1日クラブに在籍した会員数を基準とする。

8. 国際理事候補者推薦については、国際理事候補者推薦選挙手続規則による。また国際第3副会長立候補者推薦については、
国際第3副会長立候補者推薦手続規則による。

9. 各委員会および分科会の委員長はその議事を主導し、審議事項を大会で報告する。

10.   決議は全て、出席した代議員全員の過半数を持って決する。可否同数の場合は、議長の裁定するところによる。
クラブ代議員が投票できない時は、補欠がこれに代わる。
但し、地区会則（付則を除く）を改正するには、代議員の3分の2以上の賛成を必要とする。

11.   代議員会提出議案は、あらかじめ文書をもってキャビネットに提出する。キャビネットはそれを検討のうえ、大会議案を決定し、
大会開催2週間前までに各クラブへ通知する。それ以外の方法で提出された議案を審議しようとするときは、大会に出席した
全ての代議員3分の2以上の同意を必要とする。その議案は前もって文書で議長に提出しなければならない。

12.    提出理由の説明および発言は、1人3分を超えてはならない。
但し、大会では議長、委員会および分科会では委員長が特に必要と認めた場合は、この限りではない。

13.    別に定めないかぎり、議事手続きはロバート議事規則最新版による。

クラブ名： ライオンズクラブ

代議員名： 補欠議員名： .
※代議員が欠席の場合は、代議員、補欠議員の署名を持って、代議員登録と致します。

会 長 名： ※自筆サインでお願いします。
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第 R 第 Z331-C地区　

ライオンズクラブ国際協会３３１－C地区

第６9回地区年次大会代議員資格証明書
 年　  　月　  　日

資格審査委員会

委員長　　　L馬場　哲也　殿

１.　クラブ派遣代議員、補欠及びオブザーバー氏名

（代議員及び補欠は１年と１日以上在籍している各々会員１０名に１人、端数は５名以上に１人）

クラブ名　 　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　LC

会長署名　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※（２月28日現在会員数　　　名）　　　　　

派遣代議員数　 　　　　 　　　　　　　　　　　　名

下記の代議員及び補欠代議員は、当クラブの理事会に於いて正式に指名され、任命された会員であり、

資格を有することを証明いたします。

※ライオンズ必携60版に大会が開かれる月の前月まで、少なくとも1年と1日
クラブに在籍してる会員数と有るが、大会締切の関係で2月末日とします。

資　格

代 議 員

代 議 員

補 欠

分  科  会  名

代 議 員

オブザーバー

【　第　１　分　科　会　】

経理・政策 /長期計画リサーチ / 会則　/
アラート　/　ＧＬＴ / ＧＳＴ

【　第　２　分　科　会　】

次世代リーダー研究 /　環境保全・社会福祉　/
エコー・IT /　地区大会・国際大会国際関係 /
ＧＭＴ / ＦＷＴ

補 欠

オブザーバー

代 議 員

【　第　３　分　科　会　】

視聴力障害糖尿病献眼献血 /
ライオンズクエスト / YCE /　薬物乱用防止 /
ＬＣＩＦ / エクステンション

代 議 員

代 議 員

オブザーバー

分 科 会 氏     名氏     名 役 職 名

補 欠

２.　クラブ定員数以外の有資格者氏名（現・前・元地区ガバナー及び国際理事）

氏　　名 氏　　名

役 職 名 分 科 会

53



ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｃ地区
　第４リジョン　ライオンズクラブ会長　各位

Ⅰ．対象内容

教育、文化、地域医療、人道支援、青少年育成、公衆安全、福祉（障害者、老人、社会）等

の分野において顕著な奉仕活動をしている地域社会の個人または団体の中から、分野と数を

絞って顕彰する。

　　　Ⅱ．推薦及び選考の方法

推薦者は、地域社会のライオンズクラブとする。（ガバナー選出地区第４リジョン）

推薦にあたり、推薦理由を明記した地区ガバナー宛の推薦書を3月3日(金)迄に､担当ＺＣに

提出し、写しをキャビネット事務局へ提出する。（地区選考及び大会誌掲載の為）

尚、リジョン内審査（一次選考）については、ＺＣが担当し、厳選された候補者の推薦書は

地区ガバナーに提出するものとする。

最終選考については､地区ガバナーが指名する選考委員会が行う。

　　　Ⅲ．賞の内容及び贈呈の方法

賞の内容は、表彰状及び記念品又は金一封とし、年次大会式典においてその業績を披露し、

地区ガバナーより贈呈する

　　　Ⅳ．招待経費

受賞者に対する年次大会への招待経費は、推薦クラブのアクティビティ資金からとする。

　　　Ⅴ．選考プログラム

選   考   委   員　 第４Ｒ第１Ｚ  ＺＣ  Ｌ白石　勝士　・　第４Ｒ第２Ｚ  ＺＣ  Ｌ三品　孝治
　

選 考 委 員 長　地区ガバナー

選考副委員長  キャビネット幹事

　         　        キャビネット会計

L馬場　哲也

L吉田　　　寛

L玉井　大輔

２０２３年２月吉日 

ラライイオオンンズズククララブブ国国際際協協会会３３３３１１－－ＣＣ地地区区
第第６６99回回地地区区年年次次大大会会『『ラライイオオニニズズムム大大賞賞』』ににつついいてて

　Ⅵ．ライオニズム大賞地区選考委員会

　ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｃ地区
地区ガバナー　Ｌ 馬場　哲也

3月10日までに各クラブより

担当ＺＣへ提出

キャビネット事務局へ写しを提出

３月16日までに第４Ｒにて

選考し、キャビネット事務局へ送付

3月31日までに地区選考委員会

にて決定。（団体又は個人）

４月28日

地区年次大会にて表彰
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１.　ライオニズム大賞（第４Rより選出）

２.　アクティビティアワード

3.　会員増強アワード

4.　クラブ会報アワード

5.　ＬＣＩＦアワード

　　　　　　　　　　　ガバナーズアワード

　　　　　　　　　　大会委員長アワード

　　　　　　　　　　　　　　　後 日 発 表
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ラライイオオンンズズククララブブ国国際際協協会会 333311－－CC 地地区区  
第第 6699 回回  地地区区年年次次大大会会議議事事規規則則  

 

1. 331-C 地区第 69 回年次大会は大会に参加した地区内、現・元国際協会役員及びクラブ代議員をもっ 

て構成する。キャビネット役員は大会に参加し発言することはできるが、クラブ代議員でない限り投票すること

はできない。 

   その他の会員および同伴者は、大会に参加することはできるが、発言したり投票したりすることはできない。 

 

2. 代 議 員 の う ち ク ラ ブ 代 議 員 は 、 ク ラ ブ 会 長 が 署 名 し た 資 格 証 明 書 を 、 公 式 プ ロ グ ラ ム に 記 載 

された登録時間内に資格審査委員会に提出し、資格を確認されなければならない。 

 

3. 大会議長(以下議長という)には、地区ガバナー、大会副議長には第 1 及び第 2 副地区ガバナー、 

大会幹事にはキャビネット幹事、大会会計にはキャビネット会計がこれに当たる。 

議長はその他の大会役員を任命する。 

 

4. 議長は下記の委員会および分科会を設け、その委員長および副委員長(更に、必要な場合は顧問)を 

任命する。 

 （1）代議員総務委員会 

 （2）資格審査委員会 

 （3）議事運営委員会 

 （4）指名・選挙委員会 

 （5）国際理事候補者推薦委員会 

 （6）決議委員会 

 

議事規則標準版による分科会を統合し、下次委員会を 3 分科会として運営する。 

 

  ◎第 1 分科会  経理・政策/長期計画リサーチ/会則/アラート/ＧＬＴ/ＧＳＴ 

  

◎第 2 分科会  次世代リーダー研究/環境保全・社会福祉/エコー・IT/ 

地区大会・国際大会国際関係/ＧＭＴ/ＦＷＴ 

 

◎第 3 分科会  視聴力障害糖尿病献眼献血/ライオンズクエスト/YCE/ 

薬物乱用防止/ LCIF/エクステンションン 

 

5. 代議員およびキャビネット役員の委員会および分科会の所属は議長がこれを定める。 

 

6. 第 69 回年次大会代議員会の運営について 

総会に参加して、代議員の資格審査の結果を発表し、議事規則の説明後、各分科会に分かれて 

議案の審査をする。終了後、総会を再開する。次期地区ガバナー、第 1・第 2 副地区ガバナーの 

選出は次の方法によるものとし、選挙は、指名・選挙委員会が管理する。 
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（1）次期地区ガバナーの選出 

（イ）構成員の単記無記名投票選挙を行う。 

（ロ）過半数の得票者をもって次期地区ガバナーとする。 

    （ハ）過半数の得票が得られなかった場合は､空席が生じるものとし､国際付則第 9 条 6 項(e)が適用 

される。 

（2）次期第１副地区ガバナーの選出 

（イ）構成員の単記無記名投票選挙を行う。 

（ロ）過半数の得票者をもって次期第１副地区ガバナーとする。 

（ハ）過半数の得票が得られなかった場合は､空席が生じるものとし､国際付則第 9 条 6 項(d)が適用 

され､地区（単一/準/複合）の会則および付則に従って補充される。 

（3）次期第 2 副地区ガバナーの選出 

（イ）構成員の単記無記名投票選挙を行う。 

    （ロ）過半数の得票者をもって次期第 2 副地区ガバナーとする。 

（ハ）どの候補者も当選に必要な票が得られなかった場合は、候補者の 1 人が過半数の票を得るまで 

投票を行う。但し、いずれの候補者も過半数に満たない場合は同日に上位 2 名で再度投票を行う。 

（4）地区会則の改正 

    （イ）構成員の単記無記名投票選挙を行う。 

（ロ）3 分の 2 の得票数をもって改正する。（ただし付則については 2 分の 1） 

 

7. 代議員数および代議員の定数を算定する時期について 

   クラブ会則第 9 条第 2 項により定数を算定する。その時期については、2 月末日現在少なくとも 

1 年と 1 日クラブに在籍した会員数を基準とする。 

 

8. 国際理事候補者推薦については、国際理事候補者推薦選挙手続規則による。 

また国際第 3 副会長立候補者推薦については、国際第 3 副会長立候補者推薦手続規則による。 

 

9. 各委員会および分科会の委員長はその議事を主導し、審議事項を大会で報告する。 

 

10. 決議は全て、出席した代議員全員の過半数を持って決する。可否同数の場合は、議長の裁定するところによ

る。クラブ代議員が投票できない時は、補欠がこれに代わる。 

    但し、地区会則（付則を除く）を改正するには、代議員の 3 分の 2 以上の賛成を必要とする。 

 

11. 代議員会提出議案は、あらかじめ文書をもってキャビネットに提出する。キャビネットはそれを検討のうえ、大

会議案を決定し、大会開催 2 週間前までに各クラブへ通知する。 

    それ以外の方法で提出された議案を審議しようとするときは、大会に出席した全ての代議員 3 分の 2 以上

の同意を必要とする。その議案は前もって文書で議長に提出しなければならない。 

 

12. 提出理由の説明および発言は、1 人 3 分を超えてはならない。 

    但し、大会では議長、委員会および分科会では委員長が特に必要と認めた場合は、この限りではない。 

 

13. 別に定めないかぎり、議事手続きはロバート議事規則最新版による。 
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決決  議議  委委  員員  会会  

 

  
分分科科会会区区分分  
 

【第 1 分科会】  経理・政策 / 長期計画リサーチ / 会則 / アラート / ＧＬＴ / ＧＳＴ 

 

【第 2 分科会】  次世代リーダー研究 / 環境保全・社会福祉 / エコー・IT / 

地区大会・国際大会国際関係 /アラート / ＧＭＴ / ＦＷＴ 

 

【第 3 分科会】  視聴力障害糖尿病献眼献血/ ライオンズクエスト / 

 YCE / 薬物乱用防止 / LCIF/ エクステンション 

 

 

 
 
◇各分科会の構成は別紙のとおりである。 
 一つの分科会は、ゾーン役員で構成する。 
 

〇委 員 長   ゾーンチェアパーソン 

 

〇副委員長   ゾーンチェアパーソン 

 

〇助 言 者   第 1 副地区ガバナー・第 2 副地区ガバナー・元地区ガバナー 

キャビネット幹事・キャビネット会計 

地区 GMT コーディネーター・地区 GLT コーディネーター 

地区 GST コーディネーター・地区 FWT コーディネーター 

地区会計監査・地区委員長・長期計画リサーチ委員 

前キャビネット会計・前地区会計監査 

 

〇司  会  ゾーン委員 

 

〇記  録  ゾーン委員・キャビネット運営委員 
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第4R第2Z　ゾーンチェアパーソン 第4R第1Z　ゾーンチェアパーソン 第3R第1Z　ゾーンチェアパーソン

L三品　孝浩 函館みなとLC L白石　勝士 上磯LC L庄司　典弘 室蘭LC

第5R第1Z　ゾーンチェアパーソン 第１R第1Z　ゾーンチェアパーソン 第3R第2Z　ゾーンチェアパーソン

L橋本　正美 新冠LC L前側　　進 北檜山LC L大島　秀雄 登別中央LC

第５R第2Z　ゾーンチェアパーソン 第2R第１Z　ゾーンチェアパーソン 第2R第2Z　ゾーンチェアパーソン

L鈴木　秀作 苫小牧白鳥LC L山塙　　武 小樽LC L小川　哲司 小樽うしおLC

前地区ガバナー 第2副地区ガバナー 元地区ガバナー

L須藤　敏幸 伊達LC L齋藤　尚仁 函館北斗LC L𠮷𠮷𠮷𠮷原　成昌 苫小牧ハスカップLC

第1副地区ガバナー 元地区ガバナー

L渡部　義男 苫小牧中央LC L北島　孝雄 木古内・知内LC L石岡　憲義 函館臥牛LC

L中村　全博 小樽LC L奥山　幸一 函館みなとLC L本所　光男 室蘭東LC

L佐々木忠康 小樽LC L中嶋　　辛 室蘭北斗LC L髙橋　和雄 苫小牧LC

L松浦　則雄 函館北斗LC L後藤　　忍 函館グリーンLC L田中　　稔 苫小牧中央LC

地区LCIF・エクステンション委員長

L小玉　　誠 苫小牧白鳥LC L荒川　祥子 倶知安LC L佐藤　　洋 函館臥牛LC

L荒川　隆志 室蘭東LC L松本　　衛 函館元町LC L佐々木　　亮 上磯LC

L吉田　　寛 函館東LC L吉田　　功 函館東LC L末永　玲子 函館グリーンLC

L　玉井　大輔 函館東LC L堀野　　明 函館中央LC

L作並　真一 函館みなとLC

L生田　　豊 函館海峡LC

L明石　明彦 函館中央LC

L脇田　　　忠 苫小牧中央LC

L坂本　将一 苫小牧中央LC

前地区キャビネット会計

L片岡　雄也 伊達LC

前地区会計監査

L田中　秀治 登別LC

前地区会計監査

L大西　　　智 洞爺LC

L作並　真一 函館みなとLC L伊関　寿之 北檜山LC L遠藤　勝也 室蘭LC

L田外　　清 新冠LC L渡辺　晃男 上磯LC L木村　嘉広 小樽うしおLC

第2R第1Z　ゾーン委員

L佐藤　　聖 苫小牧白鳥LC L熊澤龍一郎 小樽LC L和泉　　薫 登別中央LC

L荒木　　明美 函館東LC L渡辺　俊二 函館北斗LC L本間　信孝 森LC

L阪井　　肇 函館中央LC L金澤　賢一 上磯LC L西﨑　康博 函館元町LC

第４R第2Z　ゾーン委員

元地区ガバナー

地区ライオンクエスト・YCE・薬物乱用防止委員長

地区視聴力障害・糖尿病・献眼献血委員長

司　　会

地区大会・国際大会委員長

地区次世代リーダー研究・環境保全・社会福祉委員長

助言者

助言者

助言者

助言者

助言者

元地区ガバナー・長期計画リサーチ委員長

第3R第1Z　ゾーン委員第1R第1Z　ゾーン委員

地区会計監査

キャビネット会計・地区GSTコーディネーター

キャビネット副会計（次期キャビネット会計予定者）

キャビネット副幹事（次期キャビネット幹事予定者）

助言者

助言者

助言者

地区会計監査

地区会則・アラート委員長

記録者

助言者

助言者

助言者

助言者

助言者

記録者

助言者

記録者

助言者

副委員長

副委員長

助言者

助言者

記録者

経理・政策/

地区大会・国際大会国際関係/

委員長

第第６６99回回地地区区年年次次大大会会分分科科会会構構成成員員（（案案））

分科会

第１分科会 第２分科会 第３分科会

長期計画リサーチ/会則
アラート/GLT/GST

次世代リーダー研究/
環境保全・社会福祉/エコー・IT/

視聴力障害糖尿病献眼献血/
ライオンズクエスト/YCE/

LCIF/エクステンションGMT/FWT
薬物乱用防止/

元地区ガバナー 元地区ガバナー

キャビネット幹事

元地区ガバナー・地区GMTコーディネーター

元地区ガバナー・地区LCIF副コーディネーター

元地区ガバナー元地区ガバナー・地区GLTコーディネーター

地区FWTコーディネーター

元地区ガバナー 地区ECHO・IT委員長

元地区ガバナー

元地区ガバナー

元地区ガバナー

第5R第2Z　ゾーン委員

キャビネット運営委員

第２R第２Z　ゾーン委員

第3R第2Z　ゾーン委員

キャビネット運営委員

キャビネット運営委員

キャビネット運営副委員長

第4R第1Z　ゾーン委員第５R第1Z　ゾーン委員

キャビネット運営副委員長

キャビネット運営委員
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ライオンズクラブ国際協会３３１複合地区 

第６９回複合地区年次大会要綱(案) 
 
 
開 催 地   函館市 
開催期日   ２０２３年 ５月２６日（金） 

 

月 日 時  間 行事内容 開催場所 登録料 

５月２６日

（月） 

13:00～13:45 代 議 員 登 録 

函館国際ホテル 
函館市大手町 5-10 

℡:0138-23-5151 

3,000 円 
14:00～14:50 代 議 員 総 会 

15:20～17:00 
 

大 会 式 典 
 

17:30～19:30 懇  親  会 12,000 円 
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≪ ク ラ ブ 提 出 議 案 ≫ 

 

◎ 議案第 1 号 第１R 第１Z   北檜山ライオンズクラブ 

若年層に対しての認知度向上を目的とした動画等を作成して頂けないでしょう

か？（11/19GAT ワークショップセミナーにて同意がありました） 

 

◎ 議案第 2 号 第４R 第２Z   函館グリーンライオンズクラブ 

   「地区名誉顧問」と「元地区ガバナー」の呼称が併存している為にリジョン内の各

種資料・ご案内作成時にその使い分けの基準が明確ではない為、この際統一し

て欲しい 

 

 

＊ 提出議案なし ＊ 

 

函館 LC、江差 LC、奥尻 LC、函館北斗 LC、木古内・知内 LC、松前 LC 

小樽 LC、余市 LC、岩内 LC、黒松内 LC、小樽中央 LC、倶知安 LC 

小樽みなと LC、ニセコ LC、小樽うしお LC、 

室蘭 LC、洞爺 LC、伊達 LC、室蘭北斗 LC、 

登別 LC、室蘭東 LC、白老 LC、登別中央 LC 

函館東 LC、函館海峡 LC、上磯 LC、函館元町 LC、函館臥牛 LC、 

八雲 LC、森 LC、函館中央 LC、函館みなと LC 

苫小牧 LC、静内 LC、新冠 LC、苫小牧ハスカップ LC、 

むかわ LC、苫小牧中央 LC、安平 LC、厚真 LC、苫小牧白鳥 LC 
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日　本　レ　ベ　ル





第第 22回回国国際際理理事事候候補補者者推推薦薦委委員員会会  議議事事要要録録  
日 時：2022年 12月 28日(水) 14:00～17:00  
場 所：(一社)日本ライオンズ事務所＋ＺＯＯＭ 

出出席席者者 別紙のとおり 

１． 開開会会宣宣言言  招招集集権権者者…挨拶 理事長 Ｌ村木秀之 

２． 国国際際理理事事候候補補者者推推薦薦委委員員会会委委員員長長挨挨拶拶…Ｌ下間俊悦 

３． 議議事事録録作作成成人人のの指指名名…議事録作成者 Ｌ藤井大川(MD334)・Ｌ中村猛(MD335) 

４４．． 議議  案案  

(1) 会議開催の経緯……理事長 Ｌ村木秀之 

● 委員会の名称について ＰＩＰより日本ライオンズで推薦することはおかしい、準

地区・複合地区で推薦しており日本ライオンズでは各推薦の中身を精査して資格を審査

するところであり、国際理事候補者資格審査委員会と執行理事会、理事会での協議で変

更をしたい。 

● 11月 24日～27日韓国済州島OSEALフォーラムにて 5人の PIPによるＯＥＣ会議

があり、OSEAL4人の枠に日本・韓国・台湾各 1名の立候補表明が有ったがマレーシア・

シンガポール枠から立候補者がなく日本からもう 1名出したら、となる。 

12月 6日(一社)日本ライオンズ社員総会があり日本からもう１名をＯＥＣに出すこと

となり本日の会議開催となった。 

● 委員会出席者は委員並びに(一社)日本ライオンズ執行理事・ 前理事長及び法律顧問

を出席者とする 。 

● 12月 6日社員総会 基調講演で 2025年 OSEALが札幌で開催されるので、そこに

国際理事経験者がいた方が良いということで特定の個人名が上がった。しかし、今まで

通り国際理事候補者推薦委員会を通してＯＥＣに推薦して行きたい。 
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((22)) 各各複複合合かかららのの 22002233～～22002255  IIDDCC立立候候補補希希望望者者のの確確認認  

● 3複合より複数の推薦候補者の意思確認が取れる。 

● (一社)日本ライオンズとして会則に則って進めていく。 

● 公平・公明性を求めてゆく。 

((33)) 今今後後ののススケケジジュューールルににつついいてて  

● 執行理事会を開き公募をしてゆく。文書をもって各地区に立候補者を公募する。 

● その後、スケジュール調整をする。ＯＥＣ日程を確認して、スケジュールは執行理

事会に一任する。 

● 準地区・複合地区として選挙で推薦しているから OSEAL 調整事務局を通して、国

際付則第 4 項(a) (i)(ii)(iii) (必携 P53)に抵触しないか確認しトラブルが無い様にす

る。今回は執行理事会で判断する。今後のことは、会則委員会で考えてゆく。 

((44)) 臨臨時時社社員員総総会会のの開開催催ににつついいてて  

● 7人以上の社員より臨時総会の開催請求があるので、2023年 1月 25日社員総会を

開催する。 

(5) その他 

● 国際理事のローテーションが無くなったが、ある程度地域性を持たないと偏ってし

まう。誰かが決めてしまうと思われてもいけない。 

● 国際理事候補者も偏らないようにしていければ良い。みんなで仲良くやってゆくべ

きでないか。 

以上 

議事録作成人： 

Ｌ藤井大川(MD334)・Ｌ中村猛(MD335) 
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2022－23年度 一般社団法人日本ライオンズ 
第 2回定時社員総会（全国ガバナー会） 

 
・日 時 ２０２２年１２月６日（火）１3：3０～１6：0０ 
・場 所 ＡＰ日本橋 Ｆ会議室 
・出席者 別紙参照 
 
司会：山本基博専務理事 

 
１、出席者の確認 資料を確認 
正社員数６２名、本人出席は４８名、欠席１３名。 
欠席者 12名の方から委任状ないし、議決権行使書を頂いている。 
定款 17条により総正社員の過半数が出席のため、本総会は成立していることが報告さ
れた。 
２名のオブザーバー参加者が伝えられた。 
 
・挨拶 
村木理事長 
蔵国際理事 
永田国際理事 
仁科前理事長 
城阪 23-25国際理事候補者 
 

２、開会のことば 
村木理事長より開会宣言。 
定款第１６条、「社員総会の議長は、理事長がこれにあたる」との規定により村木理事
長が議長を務める。 
 

３、議事録作成人選出、議事録作成人選出 
３３０複合地区議長 吉本晴夫常務理事 
３３４複合地区議長 増澤義治常務理事 
第２回全国ガバナー会の議事録署名人は 
３３１-Ａ地区 松浦淳一ガバナー 
３３７-Ｃ地区 浜田浩平ガバナー 
が指名された。 

 
４、議事運営上のルールの説明 

 議長より、審議事項の有無の確認を行い、その他の審議事項に関しては動議が無かっ
た為、報告事項に進む。 
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【【第第一一部部】】  
５、各種報告事項 
① 前年度監事監査報告（添付資料参照） 鶴嶋財務担当責任者 
鶴嶋財務担当責任者より経緯等説明後、内容の説明。 
吉田会計顧問よりライオン誌会計の件説明。社団設立時に一度MD336へ返還、運
転資金(以前特別会費と聞いている)として日本ライオンズへ入金した経緯があり、
余剰金についてはその際の残りであり(現在の一般社団法人の会計には)ライオン
誌会計の余剰金ではないと解釈されている。 
池田和司法律顧問より補足説明。監事以外の監査委員でも帳簿を見ることに問題は
ない。 

② 第５９回OSEALフォーラム（韓国・済州島）鶴嶋大会委員長 
4,000名の要請が来ていた。約 2,000名の登録があった。 
2025年に札幌でのオセアルフォーラム開催が承認された。 
城阪Ｌが国際理事候補者に承認された。 
ボストン大会について参加要請があり、早期登録は 1月 15日締め切り。 

③ SON広島大会の報告 池原常務理事 
１１月に開催された大会の報告。１１月４日開催。アスリート 1,000名参加し、無
事終了した。 
次回は長野県、札幌市で開催 

④ 社団事務所の移転について 村木理事長 
新事務所の紹介： 八重洲ノリオビル５Ｆ 中央区京橋１－２－４ ５８．９６㎡ 
今は室内の改装と引越の見積もりにつて検討中との報告。 

⑤ 日本ライオンズ７０周年記念事業委員会 古川副理事長 
70 周年記念事業について各ＭＤから報告が上がってきているが、結果発表につい
てはどのように評価したら良いか再検討する必要がある。表彰基準、表彰内容、表
彰の場所等は委員会を開催し決定をする。 

⑥ ＰＲマーケティング委員会（ライオン誌日本語版）古川副理事長から報告 
ライオン誌の発行は年 6回から年 4回となる。 
ウェブ版は毎月出している。ライオン誌の後ろ頁にパスワードがあり（現在 4,000
名）読んでほしい。 
必携のホームページ掲載等について検討している状況報告がされた。 

⑦ 会則委員会 三宮委員長 
必携に個人情報を載せてしまった。次回からは削る。 
ウェブ掲載について、日本ライオンズの HPに２５３頁迄を載せる。 
役員必携についても改訂が必要、又学生会員についても検討中である。 

⑧ 国際大会委員会 OSEALフォーラム報告と合わせて報告済のため省略。 
⑨ ＹＣＥ委員会 山本専務理事から報告 
次年度の春、夏ともに中止することを申し送りした。その次の冬については検討中。 

⑩ ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 玉川常務理事 
過去１回も開催をされなかった委員会であるが、12/2にWEB会議を開催。 
名称等も各ＭＤまちまちでしたので、多方面から意見を聞いて今後のことを検討し
ていく。 
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⑪ アラート委員会 山川副理事長から報告 
ＰＲビデオ上映（約５分） 
来年 2月 18日に仙台にてフォーラムを開催予定。協力を仰いだ。 

 
社団以外の報告事項 

⑴ 一般財団法人日本ライオンズ活動報告 橋本監事 
令和５年４月に公益財団に移行予定である。 
寺子屋事業・北海道で開催されたフットサルの大会の報告。 

⑵ ＧＡＴ活動報告 濱野リーダー 
１２月５日東京都・中野にてサクセスストーリー進捗報告会が開催され、次年４
月には京都で開催される予定。 

 日本ライオンズより１５０万円補助金をもらった。 
そのうち１００万円を使った。 第２副地区セミナーに５０万円を使う予定。 
日本独自に第２副地区ガバナー研修会を開催（令和５年３月１０～１２日ウイ
ンクあいち）。 
4-5月に次世代リーダーシップセミナーを開催予定。 

⑶ 2023－25国際理事候補者 Ｌ城阪勝喜よりご挨拶 
第 59回OSEALフォーラム・12/5中野でのサクセスストーリー進捗報告会の
報告。 
ＧＥＴの設置について、東日本担当・山川副理事長 西日本担当・古川副理事
長が指名され紹介された。 

⑷ 2月に来日するパティ・ヒル国際第一副会長の公式訪問（2023年３月１日 上
野東天紅）について、３３０複合議長の吉本常務理事から現状の報告を受けた。 
 

報告後、山田元国際会長より組織図の中の国際理事候補者推薦委員会は国際理事
候補者資格審査委員会とすべきであるとご意見。 
村木理事長より会則委員会に諮問中の旨が報告された。 

【第第一一部部閉閉会会  1155：：1100】 
【第第二二部部  1155：：2255--1166：：0000】 
名誉理事長・山田元国際会長基調講演が行われた。 

２０２５年にアジアフォーラムが札幌に決まった。 
そして２０３０年には国際大会を札幌で開催したい思いがある。 
2023~2025オセアル地区から国際理事候補１枠が、日本からの追加候補を出して
ほしいと要請が来た。国際理事の候補者に３３１の鶴嶋 Lを推薦したい。 
従って地区と複合地区でそれぞれ臨時委員会を開き、承認を取ってほしい。 
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2022年 12月 6日      
議事録作成人 

     
MD330議長 L吉本 晴夫  
MD334議長 L増澤 義治  

 
議事録署名人 

 

一般社団法人日本ライオンズ 

議長・代表理事     L村木 秀之 【押印省略】 

331-A地区ガバナー L松浦 淳一 【押印省略】 

337-C地区ガバナー L浜田 浩平 【押印省略】 
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（（22002222--2233））一一般般社社団団法法人人日日本本ラライイオオンンズズ  第第 22回回全全国国ガガババナナーー会会  
22002222年年 1122月月 66日日((火火))  1133：：3300--1166：：0000  

AAPP日日本本橋橋  FFルルーームム  

出出席席者者リリスストト  

22002222--2233年年度度正正社社員員【【地地区区ガガババナナーー】】  
330-A地区ガバナー 増 田  正 明  
330-B地区ガバナー 中 澤  一 浩  
330-C地区ガバナー 沼 田  浩 正 
331-A地区ガバナー 松 浦  淳 一 
331-B地区ガバナー 阿 部  昭【欠席】 
331-C地区ガバナー 馬 場  哲 也 
332-A地区ガバナー 岡 田  殉【欠席】 
332-B地区ガバナー 栗 村  安 弘 
332-C地区ガバナー 遠 藤  誠 
332-D地区ガバナー 石 澤  孝 
332-E地区ガバナー 吾 妻  正 章 
332-F地区ガバナー 松 井  寛 信 
333-A地区ガバナー 石 川  幸 夫【欠席】 
333-B地区ガバナー 三 枝  久 夫 
333-C地区ガバナー 髙 橋  順 之 
333-D地区ガバナー 大 関  健 一 
333-E地区ガバナー 渡 辺  博 
334-A地区ガバナー 岩 田  有 司【欠席】 
334-B地区ガバナー 宇 納  一 
334-C地区ガバナー 太 田  厚 利【欠席】 
334-D地区ガバナー 戸 祭  宏 樹 
334-E地区ガバナー 滝 澤  文 雄【欠席】 
335-A地区ガバナー 浜 原  正 豊 
335-B地区ガバナー 津 田  勝 之 
335-C地区ガバナー 一 盛  広 樹 
335-D地区ガバナー 濱本  嘉代子 
336-A地区ガバナー 市 村  通 夫 
336-B地区ガバナー 西 尾  愼 一 
336-C地区ガバナー 弓 場  秀 俊【欠席】 
336-D地区ガバナー 中 島  繁 
337-A地区ガバナー 二 場  安 之 
337-B地区ガバナー 杉 野  恭 市【欠席】 
337-C地区ガバナー 濵 田  浩 平 
337-D地区ガバナー 川田代  泰和 
337-E 地区ガバナー 高 田  啓 世 
 

（（22002222--22002233年年度度））  
2021-23国際理事  藏 大 介 
2021-23国際理事  永 田 賢 司 
2022-24国際理事  長澤  千鶴子【欠席】 
2022-23 LCIF理事 鈴 木  誓 男【欠席】 
一般財団法人日本ライオンズ理事長 不 老  安 正【欠席】 
2023-2025国際理事候補者 
日本ライオンズ大学校学長 
日本ライオンズビジョン 2025委員会委員長 
2022-2023年度 GAT日本全域リーダー 

城 阪  勝 喜  
2021-22一般社団法人日本ライオンズ理事長 仁 科  良 三 
（（22002222--2233年年度度  協協議議会会議議長長））  
MD330議長  吉 本  晴 夫 
MD331議長  須 藤  敏 幸 
MD332議長  田名部  智之 
MD333議長  松 本  宰 史  
MD334議長  増 澤  義 治  
MD335議長  𠮷𠮷 村  弘 吉  

MD336議長  池 原  堅  
MD337議長  玉 川  孝 
（（22002211--2222年年度度  協協議議会会議議長長））  
MD330議長  村 木 秀 之 
MD331議長  鶴 嶋 浩 二 
MD332議長  下 間 俊 悦 【欠席】 
MD333議長  山  川   洋 
MD334議長  山 本 基 博 
MD335議長  三 宮 秀 介 
MD336議長  福 永 栄 一 
MD337議長  古  川   隆 
((22002222--2233年年度度監監事事)) 2年任期の１年目 
MD330元議長  今 井  文 彦 
MD331元議長  石 岡  憲 義 
MD334元議長  橋 本  勝 策 
MD336元議長  岡 村  聖 爾【欠席】 

正社員総数 62名（出席 48名・欠席 14名） 

別別紙紙  
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6 
 

  

【【正正社社員員】】  第第２２回回全全国国ガガババナナーー会会出出席席者者数数  内内訳訳：：  

 

出席   欠席*    小計     

ＤＧ   26  9  35    

 

理事    19  4  23 

  

    

監事    3  1   4 

 

          _______________________________________ 

             48   14  62          （名） 
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オオブブザザーーババーー  

（（名名誉誉理理事事長長））  
2015-2016国際会長  山 田  實 紘 
  
((参参与与))  
2022-2023年度ＧＡＴ東日本副全域副リーダー/ 
元国際理事   川 島 正 行 
2022-2023年度ＧＡＴ西日本副全域副リーダー 
    松 岡  勲  
2022-2023年度ＧＡＴエリアリーダー 
ＦＷＴ及びMD330/331担当 
     小 川  晶 子 

2022-2023年度ＧＡＴエリアリーダー 
ＧＬＴ及びMD334/335担当 
    濱 野  雅 司 
2022-2023年度ＧＡＴエリアリーダー 
ＧＳＴ及びMD336/337担当 
    識 名  安 信 
 
 
2022-23ライオン誌日本語版委員会委員長 
    玉 浦  巖 
同 編集長   飯 田  重 光 
 
OSEAL調整事務局  マーズ  佐子 
法律顧問    池 田  和 司 
会計顧問    吉田  宗一郎 
 

以以上上  
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( 2022～2023 年度 ) 
       ((一一社社))日日本本ラライイオオンンズズ第第 33回回国国際際大大会会委委員員会会WWeebb会会議議議議事事録録  

◆ 日時 : 2022年 11月 14日(月) 16:00～17:00 
◆ 場所 :各 PCから接続(Web会議接続システム ZOOM利用) 

[出席者リスト] 

一般社団法人日本ライオンズ 
理事長          村木 秀之  (東京数寄屋橋 LC) 【欠席】 
専務理事        山本 基博  (恵那 LC) 

国際大会委員会 
委員長          鶴嶋 浩二  (札幌中島 LC) 
副委員長        田名部 智之 (八戸 LC) 

各複合地区委員 
MD330 委員    細川 孝雄   (東京赤坂 LC)【欠席】 
MD331 委員    本所 光男   (室蘭東 LC) 
MD332 委員    村上 孝     (水沢中央 LC) 
MD333 委員    植原 宏     (高崎中央 LC) 
MD334 委員    坂倉 三吉   (下田 LC) 【欠席】 
MD335 委員    柿原 勝彦   (高槻 LC) 
MD336 委員    福代 明正   (出雲中央 LC) 
MD337 委員    高木 保昌   (宇土 LC) 【欠席】 

LCI国際理事 
国際理事        藏  大介   (金沢伏見 LC) 
国際理事        永田 賢司   (京都洛陽 LC) 
国際理事        長澤 千鶴子 (柏なの花 LC) 

オブザーバー(一社)日本ライオンズ 
副理事長        山川 洋    (牛久茎崎 LC)【欠席】 
副理事長  古川 隆   (福岡博多みらい LC)【欠席】 
常務理事        吉本 晴夫  (藤沢中央 LC) 
常務理事        須藤 敏幸  (伊達 LC) 
常務理事        松本 宰史  (南房総 LC) 
常務理事        増澤 義治  (諏訪湖 LC) 
常務理事        𠮷𠮷村 弘吉  (和歌山 LC) 【欠席】 
常務理事        池原 堅    (福山久松 LC) 【欠席】 
常務理事        玉川 孝    (熊本葵 LC) 

 OSEAL調整事務局 
事務局長 マーズ佐子 
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((一一社社))日日本本ラライイオオンンズズ第第 33回回国国際際大大会会委委員員会会WWeebb会会議議議議事事要要録録  
 
【【開開会会ののああいいささつつ】】  
∇国際大会委員会委員長 鶴嶋浩二より 
皆様こんにちは時間となりましたので第 3 回国際大会委員会を開催させて
頂きます。参加いただきまして有り難うございます。11 月 24 日から始まる
韓国・済州島での第 59 回 OSEAL フォーラムに付きまして別添資料により
ますと各複合地区におかれましては議長の皆様のご協力により増えては来て
いるものの思っていたほどの数があがってきておりませんが、よろしくお願い
いたします 
∇専務理事 山本 基博より 
委員の皆様,お忙しいところお集まりいただきまして誠にありがとうござい
ます。 今日の会議に於きましてはチェジュのOSEAL フォーラム、そしてボ
ストンでの国際会議の話もすでに始まっておりますので、その辺の話も詰めて
頂ければと思います。限られた時間ですが皆様方にもご協力をいただきますよ
うお願いして挨拶といたします。 
∇鶴嶋委員長より 
  ありがとうございます。本日は３名の国際理事の皆様にもご参加して頂い
ております。先ず初めに長澤国際理事よりご挨拶を頂きます。 
∇国際理事 長澤 千鶴子より 
  皆様こんにちは ご苦労様です。 お時間がないとの事で、私事ですが１１/
６日に私の国際理事就任祝賀会を無事終わらせて頂きました。皆様のご参加
有り難うございました。これからは国際理事としてしっかりと頑張らせて頂
きたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。以上です。 
∇鶴嶋委員長より 
  ありがとうございます。続きまして永田国際理事お願い致します。 
∇国際理事 永田 賢司より 
  皆様お疲れの所、本部にお集まり頂いている方々は大変お世話様でございます。 
 私の方でも申し訳ない事ですが、できるだけ多く参加できる様にと思っております・。 
 特に、この資料を見ていますとやはり 1500 数名は本当だったのか・・?と驚
きとショックを感じている所であります。以上です。 
∇鶴嶋委員長より 
  ありがとうございます。続きまして藏 大介国際理事お願い致します。 
∇国際理事 藏 大介より 
  皆様こんにちは、私も永田国際理事と同じ様に、この 1.532という数字を見
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て改め愕然としています。その後皆様に動員を掛けさせて頂いた所、かなりの
数字が増えてきている様な情報も入ってきております。私の MD３３４－D
地区でもすでに３０人程度は増えてきているとの報告も入ってきております
のでもう少し動員を掛ければと皆様の努力をお伝えして挨拶とさせていただ
きます。     
【【議議事事録録作作成成人人のの指指名名】】  
∇鶴嶋委員長より 
  それでは議事に入る前に本日の議事録作成人を指名させて頂きたいと思い
ます。前回はMD332の村上委員長にお願いをしていました。議事録も出てき
ております。ありがとうございました。  
・MD333 植原 宏、MD334 坂倉 三吉が欠席のため MD335 柿原委員が指
名された。 
１１.. 第第５５９９回回東東洋洋東東南南アアジジアアフフォォーーララムム((済済州州島島))  関関連連  
【【確確認認事事項項・・①①フフォォーーララムム登登録録人人数数】】  
∇鶴嶋委員長より 
それでは議事に入ります。最初に資料の１番をお見通し頂きたいと思います。
これは前回の物で 33１は 423に訂正をお願いいたします。先日の執行理事会
の後にも各理事の皆様に重ねてお願いをしたところでありますが、約束の何と
か半分は行かないとお願いをしたところでありますが。 

 ここで各地区での追加の現状をお知らせ願いたいと思います。 
本日MD33０の細川委員がお休みなので吉本議長から報告お願いできますか。 
∇吉本議長より報告 
  11/１１日の報告では登録のみが不明になっておりますが、ここも何人かは
増えている様ですが正確なデータ来ていませんが、何名かは増えています。 
∇鶴嶋委員長より 
  次にMD331本所委員から報告願います。 
∇本所委員より 
   現在の所現地参加が 25→3５人、登録のみが 375→388 人、合計 400→423
人になっておりますがもう少し増えればと思いますが,これで一杯一杯かな。 
∇鶴嶋委員長より 
 次にMD332村上委員から報告願います。 
∇村上委員より 
  １１/１１現在では現地参加が 22→30人、登録のみが未定→42人、合計 22
→72 人になっておりますが登録料が１１月末までという事ですので、もう少
し増えればと各準地区にも登録のみでもお願いしたいと通達しております。 
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∇鶴嶋委員長より 
  前回からだいぶ増えましたね、ありがとうございます。 
次にMD333植原委員が連絡取れないので松本議長から報告願います。 
∇松本議長より報告 
  １１/１１現在では現地参加が 180→134 人で登録のみが未定はそのままで、
当地区では登録のみと云うのはなかなか難しい現状です。それと現地参加が
180 から１３４に減っている様になりますが、この 18０は希望の数字であっ
て、ここまで行かないとの事ですが明日複合の会議がありますので再度呼び
かけをする様に致します。以上です。 
∇鶴嶋委員長より 
  次にMD334板倉委員が欠席ですので山本専務から報告願います。 
∇山本専務理事より報告 
  申し訳ありませんが私の方では把握できていませんのでが。 
 議長から各ガバナーに通達は行っている様で、登録の人数を増やす様に聞い
ております。 
∇鶴嶋委員長より 
  増澤議長不参加のため、次にMD335柿原委員お願いできますか。 
∇柿原委員より 
  ３３５では現地参加が 13０となっていますが少し減って１１８人になって
います。そして個人的に参加される方が２５人ほどおられます。現在は登録の
みは 205→207人に若干増えましたが合計にすると 335→325人と減っていま
すが、先日も各ガバナーから各クラブに再度登録のお願いを出してもらって
おり、もう少し増員が計れればと思っています。 
∇鶴嶋委員長より 
  次にMD336福代委員いらっしゃいましたらお願いいたします。 
∇福代委員より 
  すみません。やっと繋がりました。 
 現在把握している数字は資料１に記載されている通りで現地参加が 13 人,登
録のみが 112人,合計 125人になっております。以上です。 
∇鶴嶋委員長より 
池原議長にもお願いをしてありますのでよろしくお願いいたします。 
次にMD337高木委員が欠席のため玉川議長から報告お願いできますか。 
∇玉川議長より報告 
  委員長から正確な数字の連絡を頂いていないですが把握している数字とし
て旅行業者４社からもらった数字がありますので報告しますと現地参加が
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128 人,登録のみが 40 人ぐらいで,合計にすると約 180 人かなと思っておりま
す。この他に九州は近いですので個人的に参加される方がおられるとの事で
全ては把握できていませんが宜しくお願いいたします。 
∇鶴嶋委員長より 
  この他で本日ご参加の公認業者様で数字をご存じの方いらっしゃいません
か。 MD333 Win(株)の加藤さん何かご存じありませんか? 
∇Win 加藤社長より報告 
  私ども 333松本議長が報告された数字が正しいと思います。 
 その他、登録のみの方で個人的に登録されている方が２０名程いらっしゃる
とお聞きしています。以上です 
∇鶴嶋委員長より 
  次に JTB名古屋の丹羽様おられますか。 
∇JTB名古屋 丹羽様より報告 
  私ども JTB 名古屋では先程報告があった数字以外の事は把握しておりませ
ん。 
∇鶴嶋委員長より 
  次にもう一社、 近畿日本ツーリストさん報告できますか。 
  どこの地区ですか。 
∇ 近畿日本ツーリスト金子さんより報告 
  はいMD336担当の近畿日本ツーリスト金子です。 
 先ほど報告されている通りですのでよろしくお願いします。 
∇鶴嶋委員長より 
  大体の数字は今、発表になった通りですが、本当は１０月の末に国際委員会
を開催する予定でしたが、なかなか数字が伸びなかったので日にちを取って
増員のお願いをしておりました。そして先般の執行理事会で村木理事長から
もう少し数字を伸ばすようにとハッパを掛けられまして会議の日程を少し伸
ばさせて頂き本日の会議となりました。尚 MD３３４からは３０名ぐらいの
追加の登録があるとの連絡を頂いております。これは仁科前理事長からと増
澤議長の方で３０名ぐらいになるとの事です。 

 それと１０月いっぱいまでは＄11０となっておりましたが OSEAL 大会本部
と連絡を取り「日本から来て頂けるなら１１月いっぱいまで＄11０で構いま
せん」との事になっておりますので各地区の委員長様、各議長様に於かれまし
ては今一度増員の程よろしくお願い致します。 

 その中で、名簿だけでの登録は出来ないとの事でしたがチェジュの大会本部
と連絡を取り、名前だけの登録で支払いは現地でも OK との事ですので何と
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か登録現地参加をお願いいたします。 
 ここまでで何かご質問ある方おられますか。 
  無いようでしたら先に進めます。 
【【確確認認事事項項・・②②日日程程((各各行行事事とと参参加加対対象象者者ににつついいてて))】】  
∇鶴嶋委員長より 
 資料 2 をお開き頂き、ここに記載されているのは全ての日程ですが、この中
で一部変更があって、濱野グループリーダーから１１/２６日の第一副会長の
パティ・ヒルと第一副地区ガバナーとの会議の時間を変更をしたいと連絡が
入っております。これは各地区へ連絡が入っていると思いますが１１/２６日
の午後１時から２時半までロッテホテルのパールルームで行われます。後程
各地区に資料をお送りしますので大会委員の皆様から各第一副地区ガバナー
にお知らせをお願いしておいて下さい。 

 それと第一回、議長と地区ガバナーの会議が第２回、第３回とありますので必
ず出席するように地区ガバナーにお知らせしておいて下さい。 

 それとジャパン・レセプションの日程ですが 11/26日１６時３０分から１８   
 時までとなっています。式次第の案として第１部に２０２5年のOSEALフォ
ーラムを札幌でやりたいと立候補をしておりますので、紹介のプロモーショ
ンビデオの上映と、ご挨拶をさせて頂きたいと思っております。 
予定では１０となっていますが中身的にはビデオは３分ぐらいで、そんなに
時間を取りません。 
そして第２部として歓迎の挨拶として村木理事長から始まり国際役員とし
て山田 PIP、そして３人の国際理事からのご挨拶を頂き、城阪勝喜国際理事
候補者から挨拶、そして VIPゲストからのお祝辞、これは到着順となってい
て順番は決まっていません。尚、通訳は日本から２人同行するのと OSEAL
事務局からと３名でお願いしております。 
それと、引き続き別会場になりますが国際会長晩餐会がございますので、国
際理事、議長の方、ガバナーの方々は必ず白タキシード正装でお願いいたし
ます。 
それとジャパン・レセプション終了後、送迎バスの用意をして頂いていると
の事ですが柿原委員、どうでしょうか。 

∇柿原委員より 
   送迎バスの件ですが JTB 大阪で３３４と３３５で当日市内観光ツアーをし
てこの時間帯にバスが帰っていて１台ありますので、これを利用して送迎に
当てたいと思っています。但し事故等の発生等を想定すると３３４，３３５以
外の方は保証の対象にならない場合もある事だけをご了承頂ける物としてご
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４５人乗りバスを用意しています。時間的には片道 5～6分程度ですのでピス
トン運転を JTBにお願いしております。 

∇鶴嶋委員長より 
  時間的にもそんなに掛からないと思いますが、よろしくお願いします。 
 次にジャパン・レセプション、国際会長晩餐会の受付を国際大会委員会の皆様
に受付をお願いしたい。社団からも２名体制で受付に入りますが、来られる方
の顔が解らない事もあろうかと思いますがよろしくお願いします。 

  それと国際会長晩餐会に直接申し込んでおられるMD333の方々ですが 
 社団から建て替えて申し込んだブロックと個人で申し込んだ方のブロックが 
多少違います。プロトコールの関係で座る位置が違うのでどうしたものか。 
松本議長どうでしょうか。 
∇松本議長より 
   MD333 は Win トラベルから一括で受付、申し込んでいるので座る位置な
どでは別に問題にならないのではないか。社団の方にお任せします。 

 
∇鶴嶋委員長より 
  Winの加藤社長、直接申込されている方々の中に PIDなどいらっしゃいま
せんか。 
∇Win 加藤社長より 
   長澤国際理事の方も当社から支払いをしています。 

   議長、ガバナー、令夫人、一般の方も全て纏めチェジュの大会本部にリスト 
も含め送ってあります。 
∇鶴嶋委員長より 
  ジャパン・レセプション、ドレスコードの件、以上ですが他に何方か質問等 
ありませんか。 
∇(一社)濱田事務局員より 
  今の、国際会長歓迎晩餐会の件ですが、まだ呼びかけをして申し込みをお願
いし、登録を、お願いしている状況ですが、各地から次々と連絡は来るのです
が、今日の段階でプロトコールの席順なども今日の会議の結果で席割を組ん
でよろしいでしょうか。 
∇鶴嶋委員長より 
   席順はもう決めてください。申し込みは直接してもらって下さい。 
∇(一社)濱田事務局員より 

 解りました今後申し込みがあってもフォーラム委員会の方へと案内いた
します。それと未だに席割のレイアウトが来ていない状態と、本来はチケッ

80



トが日本に送られてきて皆様に配布できますがギリギリになりますと現地
渡しになると思いますので当日早めに来て頂いて受付で渡すことで良いで
しょうか。 

∇鶴嶋委員長より 
  そんな事で各委員の方に受付をお願いしておりますので各地区の委員さん
から各地区の皆様にお渡しできるようにして頂ければと思います。 
この他質問ございませんか。無ければ次に入ります。 

 
２２.. 第第１１００５５回回ボボスストトンン国国際際大大会会((22002233年年７７月月７７日日((金金))～～１１１１日日((火火))))  
【【確確認認事事項項・・①①LLCCII公公式式WWEEBB情情報報((本本部部ホホテテルル・・各各会会場場))】】に付いて  
∇鶴嶋委員長より 
先に進んだお話になりますが 第１０５回ボストン国際大会(2023年７月７ 
日(金)～１１日(火))までの案内が来ています。  
内容等は LCI公式WEB情報 (本部ホテル・各会場) に出ています。 

  インターナショナルパレードに付いても例年通り、代議員登録・投票に付い
ても例年通りで、日本の代議員会・朝食会もやらないといけませんが、早期
登録、今度は延長にはならないと思いますが、いろいろと問題が出てきてい
ており、今までの LCI公認ツアー会社の方々、公認コーディネィターがいら
っしゃいますが、LCI の公認ツアーコーディネィターは JTB、MD333 の方
だけがいらっしゃいまして、主にガバナーエレクトのご案内をしておられま
したが今回からは本部がやるという事になった様で、部屋の割り当てなど今
までは公認ツアー会社が立て替えをしていたのですが、部屋の代金等先に支
払うとなると正確な数の把握が難しい等、いろんな問題が出てくるので今後
調整を図らないといけない状況です。そんな中、もうボストン大会の登録の
案内が出ています。 

   早期登録は２０２３年１月１３日(金) 締め切りで、登録料は＄175． 
  通常登録は２０２３年 3１日まで登録料は＄250． 
   後期登録は２０２３年４月１日以降 
  以上 OSEALから帰ったら、すぐにこの登録を早めにするように皆様にお伝
えして頂ければと思います。 

  今回のチェジュでの OSEAL大会が終わりましたらボストンでの国際大会と
ございますがライオンズメンバーとして登録の方重ねてお願いいたします。 
それでは、ここで閉会挨拶を田名部副理事長にお願いいたします。 

【閉会の挨拶】 
副委員長 田名部 智之より 
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皆さん大変ご苦労様でした、鶴嶋委員長ご苦労様でした。私は先だって村木
理事長からハッパを掛けられ、私の所属 332 複合地区も当初の目標を達成す
べく努力します。又様々な情報を共有しながらアイデアを出して多くの登録を
出来る様にしてまいりたいと思います。そしてボストン大会の登録も併せてよ
ろしくお願いいたします。以上をもちまして第 3 回国際大会委員会を終了さ
せていただきます。ありがとうございました。          

以 上 

 
2022/11/14 
議事録作成人: 

MD335 国際大会委員長 柿原勝彦 
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第第 33回回会会則則委委員員会会  議議事事録録  

2022年 11月 30日 13:30～15:55  (ZOOM) 
 
出席者 
一般社団法人日本ライオンズ 理事長 村木秀之 
委員長  三宮秀介 
副委員長  松本宰史 
複合地区委員長 
渡辺 和廣 330MD 奥山 幸一 331MD  佐藤 義則 332MD（欠席） 
岩沼 忠伺 333MD 野村 善弘 334MD  小林 聰 335MD  
岡村 聖爾 336MD 森口 孝行 337MD  
 
➀開会宣言並びに挨拶を三宮委員長が行い 
 
②出席者を確認し、本日の第 3回会則委員会の議事録作成人をMD333岩沼委員とMD336
岡村委員を指名したる後、一般社団法人日本ライオンズの村木理事長に参加を得ているの

で、本日の一般社団法人日本ライオンズからの諮問事項を踏まえてご挨拶を頂きました。 
 
③村木理事会から本日の委員会が中身の濃い、実りのある会となるように希望する旨の冒

頭のあいさつがあり、引き続き参加するとの話があった。 
 
④議案 

1. 前回委員会の議事録の確認について三宮委員長より、確認作業の遅れがありこの会議
に間に合わなかったので、早急に配信できるようにするとの話あり。 

 
2.国際理事候補者推薦管理委員会の名称改定について 
三宮委員長より諮問事項の答申の時期について村木理事長に正された結果名称変更に

ついては速やかに他の 2件については今期中にとの回答の得 
 
諮問事項➀名称変更について三宮委員長より諮問事項の概要の説明があり、松本副委

員長から一般社団法人日本ライオンズの組織図の名称を含めて改定する事項は、名称以外

に選挙管理委員会等会則変更も含まれるのではないかとの指摘のもとに、2022年 9月 9日
付けの山田元国際会長からの書簡を一同で回覧し議事に入った。 

 
「国際理事候補者推薦委員会」の名称を「国際理事候補者資格審査委員会」に変更すべきと
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の答申に対して各委員からの意見が出された。 
・資格審査は準地区・複合で審査されている候補者を更に日本レベルで審査する必要がある

のか 
・一般社団法人日本ライオンズで審査する必要はない 
・選挙管理委員会にした方が良いのでは 
・前回の理事選出については選挙で丸く収まった事例があるので、現行のままで良いのでは

ないか 
・選挙手続き規則は適正に運用されており。不備はない 
・候補者が 1 人時は選挙がないわけであるが、オールジャパンで応援する必要があり推薦
委員会は必要 
 
これらの意見が出る中で村木理事長より OSEAL における動向の話があり、今回第 5 会則
地域で国際理事 4 名の推薦枠がありそのうち 1 名(城阪氏)の日本枠とほかの国の 2 名がエ
ンドースされあと 1 名の枠を日本から推薦する運びになるのではないかとの話題が出て再
度議論が続けられた 
 
・もう 1 人出せるので出すためには OSEAL の役員にも認められる人材を推薦しなければ
日本の立場がないのではないか 
・前々回の轍を踏まないようにすべきである 
・ルール通りにすべきで、一本釣りは組織を壊す 
・国際理事候補者が直接 OSEALに立候補する事態は避けるべきである 
・現行の規則通りに運用すべきである 
などの意見が多出したるのち 
 
三宮委員長より「会則委員会はルール通りに行い、変更は複合地区大会で審査すべきもので

ある」とのまとめの後 
村木理事長より「選挙すべきかどうかでなく候補者を全日本で応援していく。委員会名は一

般社団法人日本ライオンズで決したい。枠を超えて候補者が出た場合には全日本で纏めて

ゆく。」との結論となった。 
 
諮問事項②国際理事候補者の各複合地区への挨拶回りについて 

日本ライオンズが主催した社員総会にて、本人の挨拶があれば各地区に回らなくても良い

のではないかとの諮問について。討議された結果大多数の委員より、「社員総会で所信表明

があればそれで良い。」との結論を得た。 
その旨を会則に盛り込むべきでないかとの意見があった。 
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諮問事項③18歳以上の学生会員について 
日本では、成人と認める年齢が 18歳となったことから、18歳の成人を正会員として入会が
認められるようになったことに関して学生会員に対する制度がないために、学生会員の権

利と義務、また会費について検討した。 
MD333 の現況について説明があり各委員から意見を聴取した結果、「会員増強のプログラ
ムとして活用したい。」との村木理事長の補足説明があり、まず「各地区の意見を聴取集約

して次回の委員会で方向性について検討を加える。」こととなった。 
 
議案 5.役員必携改定の件 

8 複合総意で、発刊の要請がありその準備として事務局で検討する中で、「ライオン誌編集
の方々に力添えを頂けるように調整中である。」旨の報告があり了解された。 
 
次回委員会の開催日程は 1月 11日(水曜日)ZOOMシステムと決定した。 
 
閉会宣言と挨拶が松本副委員長からあり閉会した。 
 
 

議事録作成人 
 

MD333会則委員 岩沼 忠伺 
MD336会則委員 岡村 聖爾 
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2022-23年度ライオン誌日本語版委員会 
第7回会議　報告書 

日　時：2023年1月10日（火）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 
出席者：国際理事                            藏 　大介（石川県･金沢伏見ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　国際理事                            永田 賢司（京都洛陽ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                            長澤千鶴子（千葉県･柏なの花ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               玉浦　 巖（336複合地区／広島県･三原浮城ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               飯田 重光（334複合地区／長野みすずライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   金子 義人（330複合地区／さいたま南ロイヤル ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   本所 光男（331複合地区／北海道･室蘭東ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   矢内 久男（333複合地区／群馬県･高崎和田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   堀口 清隆（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   冨永 健司（337複合地区／大分県･中津ライオンズクラ
ブ　） 

オブザーバー： 
　　　　一般社団法人理事長        村木 秀之（東京数寄屋橋ライオンズクラ

ブ　）　 

　　　　一般社団法人副理事長     古川 　隆（福岡博多みらいライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング委員長 

　　　　一般社団法人常務理事     増澤 義治（334複合地区議長／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング副委員長 

　　　　ウェブマガジン専門部会  荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　ITアドバイザー 

◉ 
 
　玉浦委員長の開会あいさつに続いて、藏、永田、長澤各国際理事からあいさつと国際関係
の活動報告、一般社団法人日本ライオンズの村木理事長からあいさつと事務所移転予定の報
告があった。出席者の確認を行った後、玉浦委員長と飯田編集長の進行で議事に入った。 

 
【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 

●2022年7～11月 ライオン誌関係会計報告 
　社団の2022-23年度正味財産増減計算書（2022年7月1日～11月30日）を資料
とし、ライオン誌関連科目を確認した。収入では11月末現在で、八複合地区
からの2022年度上半期分ライオン誌送料合計7,913,510円の入金が完了。支出
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では、11月は印刷版の発行がなかったので直接出版費の予算消化率は34.4%と
先月からほぼ動きはなし。毎月発行のデジタル版関連費は5回発行完了時点の
予算消化率が35.1%と、予算に沿って運営されていることを確認した。 

●2022年度上半期分国際協会補助金 
　国際本部から1月7日に発信された飯田編集長あてEメールで、2022年度上半
期補助金として79,784ドルが7～10営業日中に支払われるとの連絡があったこ
とを確認した。 
 

2. ウェブマガジン関係 
●2023年1月号（1月1日更新）出来 
　リニューアル第1号となる1月号の出来を確認した。印刷版発行回数を4回に
減らしたのに伴って従来は印刷版だけにあった記事の掲載欄をウェブマガジ
ンに新設した他、携帯端末で閲覧しやすいようトップページのデザインを変
更。また、一般社団法人日本ライオンズのウェブサイトにある『ライオンズ
必携』や国際協会ウェブサイトの各種資料へのリンクを増やすなど、情報量
を増やして利便性を高めた。改修作業は第4回委員会で承認した見積の範囲内
で完了した。会議出席者からは「見やすく、情報量が多くなった」という感
想の他、「充実した内容のものが出来たので、次はアクセス数を増やす努力
が必要」との指摘があった。 
●2～5月号更新予定（案） 
　2月号から5月号までの各号の主要コンテンツについて、記事概要が提出さ
れ確認した。前回委員会で4月号「取材リポート」の候補に挙げていた活動が
新型コロナの影響で取材不可となり、代替案を確認した。 
●「取材リポート」取材対象候補 
　2023年4～6月号の「取材リポート」取材対象候補のリストを確認した。 
 

3. 印刷版関係 

●2023年冬号（1月25日発行予定）台割 
　台割（40ページ建て）に基づき編集した冬号の内容を確認した。表紙及び特
集は「スペシャルオリンピックス」、「国際理事だより：永田国際理事」、
「編集室：金子委員、本所委員、藤谷委員」。前回委員会で決定した通り、
この号から「奉仕活動」を写真中心のレイアウトに変更。また「障害者」の
表記を「障がい者」とし、目次ページに注記を記載する。表2のウェブマガ
ジン告知にスマートフォンによる『ライオンズ必携』へのアクセスなど、利
便性が高まったことをアピールする文言を追加することにした。 

●地区誌同梱発送に関する協力依頼 
　ライオン誌と地区誌を同梱発送している地区から、ライオン誌の発行が
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ない6月に地区誌を発行するに当たり、下記2点について協力を得られるか
打診があった。 
・ライオン誌発送時と同じく、ライオン誌版サバンナからダウンロードし

た地区内会員及びクラブ事務局の住所データを宛名シール（pdf）にし
て提供してほしい 

・地区誌の個人宛発送に、発送代行業者が用意しているライオン誌用封筒
を使用させてほしい 

　サバンナのデータは各地区が管理しているため提供に問題はないこと、
ライオン誌側の費用負担は発生しないことを確認し、協力を了承した。 
 

4. 主要記事予定 

●2022-23年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 

●2023年2、3月取材経費概算 
　2、3月に予定している取材の経費概算が提出され、承認した。 
 

5. その他 

●ウェブマガジンPR用資料 
　ウェブマガジンのアクセス数増加、活用推進のために作成したPR資料
（A4サイズ1枚）を確認した。印刷版冬号表2と同様に、利便性向上をアピ
ールする文言を追加する。修正したPR資料は委員会報告書と共に各複合地
区へ送付し、第3回複合地区ガバナー協議会の資料として配布をお願いす
る。また、各委員からガバナー協議会でのライオン誌に関する報告状況を確
認。第3回ガバナー協議会では、各委員がライオン誌ウェブマガジンのリニ
ューアルやLINE公式アカウント登録に関する説明を行うなどして、アクセ
ス数向上に努めることを申し合わせた。 

●ライオン誌公式SNS 
　ライオン誌が運用している公式SNSの2022年12月末時点の登録者数を確認
した。ウェブマガジン普及に活用しているLINE公式アカウントの登録者は
4,339人。第2回委員会で承認した通り、登録者増加によりライトプラン（月
額5,000円）からスタンダードプラン（月額15,000円）へ変更した。 
　 

閉会あいさつ　玉浦委員長 
 
【次回開催予定】 

         2月 7日（火）14:00～16:00　第8回委員会（ウェブ）　 
         3月 7日（火）10:00～12:00　第9回委員会（ウェブ）　
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一般社団法人 日本ライオンズ 

2022-2023 年度 第 2回 YCE委員会要録 
 
 

◎日時：2022年 11月 17日(金)13：30-15：30 

◎場所：一般社団法人日本ライオンズ事務所 

◎出席者： 

一般社団法人日本ライオンズ 

理事長             村木 秀之（330-A東京数寄屋橋 LC）【欠席】 

委員長（MD334前議長）    山本 基博（334-B恵那 LC） 

副委員長（MD335議長）    吉村 弘吉（335-B和歌山 LC） 

委員 （MD330YCE委員長）    山本 直正（330-B川崎リバティ LC） 

委員 （MD331YCE委員長）    大澤 勝雄（331-B釧路ぬさまい LC） 

委員 （MD332YCE委員長）    松本 徹 （332-A八戸うみねこ LC） 

委員 （MD333YCE委員長）    藤川 清幸（333-D前橋中央 LC） 

委員 （MD334YCE委員長）    川嶋 秀典（334-C浜松葵 LC） 

委員 （MD335YCE委員長）    神﨑 守 （335-C京都やわた LC） 

委員 （MD336YCE委員長）    高橋 淳 （336-C広島デルタ LC）【欠席】 

委員 （MD337YCE委員長）    岡  秀昭（337-A大川 LC） 
 
 
◎本日の出席者確認及び進行について 

 ・山本委員長は開会を宣言し、出席者対面 9名の参加を確認した。 

 ・山本委員長はあいさつをした。 

（山本委員長） 

➢来年春と夏の交換が中止となった為、再開は早くても来年の冬となります。ただし、 

  準備期間を考慮すると６月頃からの準備が必要となり、共有する情報を取りまとめる

為にも、今のうちに協議を行いスムーズな運営が出来るよう準備をして頂きたい。 

 

◎議事要録作成人の指名 

 ・山本委員長は大澤委員（MD331）と川嶋委員（MD334）を議事録作成人に指名した。 

 

◎議案 

1．第１回 YCE委員会要録の確認 

   第１回 YCE委員会の要録を確認した。 

 

2．審議事項 

  (1)通信担当窓口について 

    ・山本委員長は、YCE 海外交渉通信窓口一覧表に MD で表記されている地域をより

分かり易く地域や国名も併記し、また MD335 の担当する MD19 にアイダホ州が含

まれている為、重複している別表記のアイダホを削除した事を併せて説明した。

今後はこの表記にする事が承認された。 

 

3．協議事項 

(1)通信担当窓口のない国・地域からの問い合わせについて 

・山本委員長は、交換窓口が無いが来日実績のある国、また交換実績のない国から
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の問い合わせに対して日本ライオンズ YCE 委員会として今後どの様な対応を行う

か意見を求めた。様々な意見が出された後、受け入れ実績のある国については過

去に受け持った MD が担当窓口となる事とし、今後は MD333 がラトビアとジョー

ジアを、MD335 がリトアニアとベラルーシの担当窓口となる事を確認した。また、

実績の無い国からの問い合わせに対しては連絡を受けた MD が自らの MD で受け入

れるかを判断し、単発的に受け入れる、そうでない場合は他の MDに振らずに受入

れない事を申し合わせた。 

 

(2)MD330 グアム担当移管の件 

・グアムの担当窓口を MD336 から MD330 へ移管することについて、MD330 の山本委

員から複合地区 YCE 委員会として了承を得られた旨報告があった。山本委員長は

Dist.204 のグアム以外のサイパン・マーシャル諸島の移管についても問題ないか

山本委員に確認し、了承を得た。MD336の高橋委員が欠席の為、山本委員長は後日

高橋委員に MD336 としての意向を確認した上で移管の打診をするとした。 

 

(3)日本ライオンズＹＣＥシステム再構築について 

・山本委員長は現在の YCEシステムを再構築するにあたり、MD334川嶋委員から 

具体的な提案があった事に触れ、川嶋委員に説明を求めた。川嶋委員は派遣・ 

受入条件の資料を基に説明し、各 MD が足並みを揃えて期限を決め、共通のフォ

ームを使用する事で日本ライオンズ YCE委員会が主体となって YCE事業を遂行出

来るとした。これを受けて山本委員長は各委員に対し各複合地区の YCE委員会で

この件について協議をするよう要請した。 

       

4．その他 

  (1)各複合地区 YCE副委員長(次年度委員長)の会議参加について 

    ・今後の YCE 事業を円滑に引き継ぐ為にも、山本委員長は第３回の YCE委員会より

各 MD の YCE 副委員長のオンライン参加を要請した。その際、各複合地区事務局

から参加する事により事務局員も情報共有できるなど積極的な参加を促した。 

    

  (2)ヨーロッパ YCE関係者連絡先リストについて 

    ・川嶋委員は、資料を基に直近の交換まで担ってきた大半のヨーロッパの担当窓口

として、ヨーロッパ各国の YCE 担当者の情報を毎月メールで受信している事を説 

明した。また、昨年度にヨーロッパの担当窓口を振り分けた事を踏まえ、今後は

他の MDもこの情報を共有するべく各 MD の YCE委員長の名前及びメールアドレス

をヨーロッパの YCE を取りまとめているベルギーの担当者へ送信し、来年早々に

も全員が受信できる様にすることについて了承を求め、承認された。 

 

(3)春期・夏期交換中止の通知について 

・第１回 YCE 委員会で協議した 2023 年春期及び夏期の交換中止の通達を行うにあ

たり、山本委員長から資料の通りの案内で各複合地区と地区へ配信する説明があ

った。 

 

5．次回委員会の開催   

２月２日（木）日本ライオンズ新事務局(住所後日案内) 13：30～16：00 
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<YCE委員会> 一般社団法人日本ライオンズ 
〒104-0028  東京都中央区八重洲 2-6-15 JOTOビル 9階 
Phone. 03-6262-1263  Fax. 03-3241-4388  E-mail : jlo@jade.plala.or.jp 

 
2022年 11月 17日 

メール文書 
 
 

各複合地区ガバナー協議会議長 殿 
各地区ガバナー 殿 
 
 

一般社団法人 日本ライオンズ YCE委員長 
（MD334ガバナー協議会前議長） 山本 基博 
一般社団法人 日本ライオンズ YCE副委員長 
（MD335ガバナー協議会議長） 吉村 弘吉 

MD330YCE委員長       山本 直正 
MD331YCE委員長     大澤 勝雄 
MD332YCE委員長        松本  徹 
MD333YCE委員長        藤川 清幸 
MD334YCE委員長        川嶋 秀典 
MD335YCE委員長        神﨑  守 
MD336YCE委員長        高橋  淳 
MD337YCE委員長        岡  秀昭 

 
 

2023年春期及び夏期 YCEプログラムについて 
 

 急啓 新型コロナウイルス感染症が収束していない状況の中、過日 8月 26日に第 1回
日本ライオンズ YCE委員会（ハイブリッド）を開催し、2023年春期及び夏期 YCEプロ
グラムについて、各担当窓口、各地区等の関連情報を、慎重に検討及び意見交換致しまし

た結果、全日本 YCEプログラムの 2023年春期及び夏期交換（派遣及び来日）の中止を
申し合わせることとなりました。本件につきましては、過日 10 月 20 日一般社団法人日
本ライオンズ臨時理事会にて報告、了承されましたのでここにお知らせいたします。 
なお、各担当窓口MDは交換中止を速やかに各現地窓口国に通知してください。 草々                       
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22002222--2233年年度度  
一一般般社社団団法法人人日日本本ラライイオオンンズズ  

第第11回回ラライイオオンンズズククエエスストト・・薬薬物物乱乱用用防防止止委委員員会会議議事事録録  
  
開催日時：2022年12月1日(金)13:30～16：00 
場 所： ZOOM 
出席者： 
一般社団法人日本ライオンズ： 
理事長    村木 秀之  (330-A東京数寄屋橋LC) 
委員長 （MD337協議会議長） 玉川 孝 (337-E 熊本葵LC） 
副委員長(MD332協議会議長） 田名部 智之 (332-A八戸LC) 
専務理事   山本 基博 (334-B恵那LC） 
 
各複合地区委員長： 
・・３３３３００複複合合地地区区  
青少年・レオ・ライオンズクエスト委員長 島田 佳宣   (330-C 秩父中央LC)  
薬物乱用防止委員長   石井 征二 (330-A 東京八王子陵東
LC) 
・・３３３３１１複複合合地地区区  
ライオンズクエスト委員長  新保 秀宜  (331-A 岩見沢中央LC)【【欠欠席席】】  

・・３３３３２２複複合合地地区区  
環境保全・ライオンズクエスト委員長 片桐 健悦 (332-E 天童中央LC)  【【欠欠席席】】 
検眼・献腎・献血薬物乱用防止委員長 森谷 潤 (332-B 住田LC)【【欠欠席席】】 
・・３３３３３３複複合合地地区区  
 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長 佐藤 義尚 (333-A 栃尾LC) 
・・３３３３４４複複合合地地区区  
ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長 松本 祐  (334-E 長野千曲LC)  【【欠欠席席】】 
・・３３３３５５複複合合地地区区  
青少年指導委員長   松本佳久 (335-B 守口LC）【【代代理理出出席席】】 
・・３３３３６６複複合合地地区区  
ライオンズクエスト委員長  三口 巖 (336-C 宮島口LC) 【【欠欠席席】】 
薬物乱用防止委員長   藤井信英 (336-B 岡山みらいLC) 
・・３３３３７７複複合合地地区区  
ライオンズクエスト委員長  本田 洋 (337-D 鹿児島さつまLC) 
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山本専務理事：会議の招集者である一般社団法人日本ライオンズ村木理事長からご挨拶を
いただきたい。 
村木理事長：８の委員会のうちの一つであるライオンズクエスト（LQ）・薬物乱用防止委員
会開催を、玉川委員長に依頼した。日本ライオンズ発足 6 年間で初めての委員会開催とな
る。 
330 複合地区薬物乱用防止委員長石井 L より、強い開催要望があった。ちょうど麻薬覚醒
剤乱用防止センターから表彰を受けたり、国連からも有意義な活動を行っていると評価さ
れている。いずれも児童・生徒を対象とする活動のため、合同してライオンズクエスト・薬
物乱用防止委員会とさせてもらっている。今後の活動について、ご審議いただきたい。 
山本専務理事：では委員会の進行を、玉川委員長にお願いする。 
玉川委員長：出席者予定者は、全員参加を確認した。議事録作成は、佐藤委員長と本田委員
長にお願いする。各出席者の、自己紹介並びに現状報告をお願いする。 
 
島田委員：LQ と薬物乱用防止は、一体として行うべきものである。330C 地区から、日本
での LQは始まった。しかし、現在停滞している。LCには、幼稚園・保育園の関係者が非
常に多い。LCメンバー中心に、今後は幼保版の普及を図るべきかと考えている。 
 
石井委員：薬物乱用防止認定制度が発足して、25 年目の節目である。麻薬覚醒剤乱用防止
センターと連携し、現在に至っている。LQは LCIF交付金の対象だが、薬物乱用防止は対
象になっていない。この点の、何らかの改善を要望している。 
 
広瀬委員：LC に入会以前から、保護司として薬物乱用防止に関わってきており、LC のこ
の活動は非常に重要だと考えている。コロナウイルス対応で、行政としてこれを担当してい
た保健所が全く携われない現状、LCの役割は大きいと考える。 
 
佐藤委員：薬物乱用防止認定と出前講座を行っているが、対面開催が難しい。ZOOMでの
出前授業を考案し、現在実施している。LQ のワークショップ（WS）は、現状開催が困難
なケースが多い。またガバナーの方針で、これらの活動の充実度合いに期ごとにどうしても
波がある。これを平均的に認識してもらう努力をしているが、「overdose」「ゲーム依存」は、
これらを理解してもらうのに大きなキーワードである。日本レベルの本委員会開催は、大き
な意味がある。全国的な青少年健全育成につなげていきたい。 
 メンバーの中で、幼稚園保育園認定こども園経営者からの LQの啓発や、ワークショップ
の開催をしていただければ幸い。 
 
松本委員代理：代理出席だが、現在 LQ説明員としても活動している。LQは、コロナウイ
ルスによって WS 開催が非常に減少したが、現在少し復活しつつある。各準地区に説明員
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が 1～2名しかおらず、この増員のためのWSを計画中である。また、LQ認定講師も新た
に誕生し、連携して活動を行っている。薬物乱用防止の出前授業は、333複合地区と同じく
ZOOMを使用している。またある小学校においては LQを使った薬物乱用防止授業を行っ
ており、これらを普及させたいと考えている。 
藤井委員：薬物乱用防止認定講座の開催を、各準地区にお願いをしているところである。LQ
に関しては、ほとんど行われていない。来期ガバナーに就任した際は、当地区でもライオン
ズクエスト・薬物乱用防止委員会を立ち上げたいと考えている。高校生に薬物が蔓延してき
ており、薬物乱用防止講座に大学生たちを招いて意識向上を図っている。 
 
本田委員：ライオンズクエストと薬物乱用防止が同じ委員会であることは、非常に意義深い。
子ども達を薬物から守るため、友達からの不都合な誘いをうまく断るスキルが必要である。
恐怖心をあおるのではなく、この力を育てる LQ こそ薬物乱用防止に重要であると思う。
337複合地区には薬剤師の説明員がおり、学校において LQを用いた薬物乱用防止講座を行
っている。この LQと薬物乱用防止講座を一体化して、全国で行っていくことを望みたい。 
 
玉川委員長：全国の意見を聞き、この委員会の充実は LC全体にとって非常に有意義と感じ
た。薬物乱用防止を実行していくには、LQが教えるライフスキルはとても重要である。ま
た LQに交付される資金で、薬物乱用防止教室に繋げていけるものがあるかもしれない。現
在今期 LCIF交付金申請が出ているのは日本全体で 2地区だけで、非常に少ないようだが松
元コーディネーターはどのようにお考えか？ 
 
松本委員代理：これまでは全国で交付金申請を行ってきたが、コロナ禍でかつての交付金を
消化しきれず、今期は申請を行わなかったところが多いのではないかと思う。 
 
玉川委員長：今までの話で他地区の活動に質問のある方はおられるか？ 
 
佐藤委員：松本コーディネーターのところで計画されている「説明員のためのWS」の、内
容を知りたい。 
 
松本委員代理：毎年自分に、LQに関する役職が回ってくる。その状況を改善するため、説
明員を増やしたい。そのため説明員候補者を集めた WS をライオンズメンバーに向けて行
い、実際にライオンズクラブに向けて行うセミナーなどを履修する形を取っている。 
 
佐藤委員：説明員になった方が、その資格を返上するメンバーも多い。説明員になる方がも
っと理解しやすい、「説明員講座」を確立してほしいと願っている。 
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石井委員：LQは先生方が、授業を習うもの。薬物乱用防止教室は、ライオンズクラブメン
バーが子ども達に教えるもの。この二つを分けて考えていたが、LQを用いて薬物乱用防止
教室を行うことができると聞き、素晴らしいと感じた。是非全国で取り組んでほしい。 
 
玉川委員長：この委員会が活性化すれば、様々な取り組みが広がり社団日本ライオンズの価
値も高まると思う。337-E地区では世界ライオンズデーに、中学生へ「ダメ、絶対」チラシ
を配り、学校によっては薬物乱用防止教室を開催する活動を 20年以上行っている。また 337
複合地区では先般 LQフォーラムを開催したが、その内容を説明してほしい。 
 
本田委員：335複合地区松本コーディネーターが、説明員の集まる会を開催したいと言われ
たが、337複合地区でも 10年ほど前に同じ動きがあった。当時「説明員研修会」として私
的に勉強会を続けてきたが、その延長線上で 2019 年に「LQフォーラム全国大会 in福岡」
を 337複合地区で開催させていただいた。その翌年に 337複合地区 LQフォーラムを開催
しようという機運が起こり、ガバナー協議会のご指導で 337-E 地区において開催した。翌
年 337-B地区で開催予定であったが、コロナ禍による 2年半の延期を経て、今期開催する
ことができた。このフォーラムでは、より多くのメンバーに LQに触れていただくことを主
眼とし、各準地区での取り組みなどを紹介している。説明員以外でも多くのライオンズメン
バーが参加してくださり、LQの活動を立て直す一助になった。 
 
玉川委員長：①の現状報告で、伝え忘れていることがあれば発言してほしい。また全国の今
後の計画で、実施予定のものがあれば伝えてほしい。 
 
石井委員：薬物乱用防止講師について、当地区ではスキルアップセミナーを行っている。ま
た薬物乱用防止のDVDも活用している。そのような取り組みは、他地区でも行われている
か？ 
 
村木理事長：薬物乱用防止憲章を名刺の裏面に印刷して、かつて配っていたのではないか？ 
 
石井委員：現在行っていないが、事情が許せば是非再開してもらいたい。 
 
玉川委員長：DVDは誰でも視聴できるか？ 
 
石井委員：麻薬覚醒剤乱用防止センターに問い合わせれば、入手可能である。 
 
玉川委員長：ライオンズメンバーが、地元の首長や教育長に面識があると、人間関係におい
て LQを導入してもらいやすい。地方において、特に有効ではないかと思う。これ以外に、
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今後の予定があれば発言してほしい。 
 
佐藤委員：各準地区において、代議員会と式典の間に LQ委員会、薬物乱用防止委員会を開
催し、各メンバーにこの活動を知らしめる取り組みをしている。その他「ダメ、絶対」の楽
曲を作成しそれを披露したり、LQに貢献のあった方にピンバッジを配るなどして啓発を図
っている。 
 
本田委員：LQ を広めるフォーラムだけでなく、説明員のスキルを上げる説明員研修会は、
やはり必要であろうと考えており、今期中に 337複合地区で開催したいと考えている。 
 
玉川委員長：LQや薬物乱用防止は、専門知識が必要であり、毎年委員長が交代すると活動
が不安定になる。何か方策が必要ではないか？ 
 
佐藤委員：333複合地区では様々な曲折を経て、現在 LQや薬物乱用防止にはサポーターを
配置して、運営が円滑に行えるようになってきている。また、元校長先生だけの LQに特化
した LC支部が立ち上がっている。 
 
玉川委員長：この二つのアクティビティは、専門知識のない方がいきなり委員長になると、
非常に困難な状況になると思われる。如何に人材育成していくかということが、最も重要で
あろう。良いアイデアを是非出してもらいたい。 
 
松本委員代理：LQ説明員を増やし、研究会を作ることが良いと思う。 
 
佐藤委員：LQ説明員に説明員バッジのようなものを準備すれば、受験しようという意欲が
上がると考える。このような検討をしてほしい。 
 
玉川委員長：確かにメンバー達のモチベーションを上げる、仕掛け作りは重要と考える。337
複合地区では、どのような対応が考えられるか。 
 
本田委員：説明員を多く作るために、JIYD主催のセミナーの実施が最も重要と考える。 
 
佐藤委員：JIYD主催でなくとも、現在は説明員が講師をするセミナー出席でも説明員の資
格を受けることが可能になっている。 
 
玉川委員長：良い情報をいただき、感謝する。今後も情報共有を密にして、この委員会を進
めていきたい。 
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佐藤委員：各第一副地区ガバナーにも、是非参加を呼び掛けていただきたい。 
玉川委員長：日程を考慮し、そのように進めたい。 
 
石井委員：次回は麻薬覚醒剤乱用防止センターの加藤部長や、JIYDメンバーにもオブザー
バーで参加してもらったらよいのではないか？ 
 
玉川委員長 石井委員がセンターの連絡、佐藤委員が JIYDへの連絡調整をしていただくこ
とでよろしいか。 
 

快 諾 
 
藤井委員：第一副地区ガバナーが参加する濱野リーダーセミナーが、月 2 回開催されてい
る。ここに委員会を合わせることが出来れば、第一副地区ガバナー達の参加が可能になるの
ではないか？ 
 
玉川委員長：濱野リーダーに、ご相談申し上げてみる。 
 
山本専務理事：有意義な会議を行うことができた。今後もこのような委員会を積み上げてい
きたい。玉川委員長には 2 年連続して担当していただき、継続性を持つことも必要かもし
れないと考える。本日は、これにて閉会する。 

以上 
 
 

2022年１２月 1日 
議事録作成人 

 
MD333  ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長 

佐藤 義尚 
 

MD337ライオンズクエスト委員長  
本田 洋 
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複　合　レ　ベ　ル





２０２２年１１月１７日 
                                                                                

ライオンズクラブ国際協会３３１複合地区 第 2 回ガバナー協議会 
 

ＧＧＡＡＴＴ会会議議（（第第 33 回回））議議事事録録  
 

場 所 ： 札幌パークホテル １階 エミナ 
来 賓 ： GMT エリアリーダー 

ＬＬ今今井井文文彦彦（（東東京京巣巣鴨鴨ラライインンズズククララブブ））68 才 
 
 

◇ 国国際際会会長長～～世世界界 22 万万人人のの会会員員増増強強！！  22 割割アアッッププ！！  
 

① 家族会員～奉仕活動を家族で一緒に活動して頂きたい～将来クラブ支部を

目指す。 
② 学生会員～18 才～30 才まで、誰でも OK！国際会費（半額） 
③ キャンパスクラブ～学生 5 名・地域住民・教師、教授・事務局員ＯＫ！ 
④ スペシャリティクラブ支部～20 名、会費（5～6 万）地域に特化。 

 
 
※ 東京エリアの取り組み 

 
① 青年会議所とライオンズクラブとの交流 
② クラブ支部（グルメクラブ支部・カレーライスクラブ支部・白鳳クラブ支部 

      板橋ＰＴＡ会長 OＢ支部 等） 
 
その他：さだまさしさん～高校生ボランティア奉仕活動報告会の開催！ 
    高校生が、150 名参加しライオンズクラブ賞を贈呈。 
         （将来の、ライオンズマン） 

 
 
◎今後の課題：ライオンズクラブは、圧倒的に知名度がない！ＰＲ必須！！ 
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LCIF（10～12月）状況





LCIF献金実施状況一覧　　2022年 10月度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

函館 0 0 14 280 0 0 0 0 14 280 17 3,280

江差 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北檜山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

奥尻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

函館北斗 0 0 29 580 0 0 0 0 29 580 29 580

木古内知内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

松前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 43 860 0 0 0 0 43 860 46 3,860

小樽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

余市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

岩内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

黒松内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

倶知安 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ニセコ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽うしお 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

室蘭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

洞爺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

伊達 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2,000

室蘭北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

室蘭東 1 1,000 0 0 0 0 0 0 1 1,000 41 5,000

白老 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登別中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 1 1,000 0 0 0 0 0 0 1 1,000 42 7,000

函館東 1 1,000 37 740 0 0 0 0 38 1,740 39 8,740

函館海峡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上磯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 525

函館元町 0 0 33 660 0 0 0 0 33 660 33 660

函館臥牛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 1,160

八雲 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

森 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

函館中央 0 0 20 400 0 0 0 0 20 400 20 400

函館グリーン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

函館みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 1 1,000 90 1,800 0 0 0 0 91 2,800 102 11,485

苫小牧 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

静内 0 0 55 1,100 0 0 0 0 55 1,100 55 1,100

門別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新冠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

苫小牧ハスカップ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 16,000

むかわ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

苫小牧中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 1,880

安平 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

厚真 0 0 31 3,100 0 0 0 0 31 3,100 31 3,100

苫小牧白鳥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 86 4,200 0 0 0 0 86 4,200 135 22,080

2 2,000 219 6,860 0 0 0 0 221 8,860 325 44,425

その他個人 その他クラブ LCIF合計 期首からの累計

1 1

R Z クラブ名
MJF一括 MJF分割

2

1

2

3

1

2

地区合計

4

1

2

5

1

2
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LCIF献金実施状況一覧　　2022年 11月度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

函館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 3,280

江差 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北檜山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

奥尻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

函館北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 29 580

木古内知内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

松前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46 3,860

小樽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

余市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

岩内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

黒松内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

倶知安 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ニセコ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽うしお 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

室蘭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

洞爺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

伊達 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2,000

室蘭北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

室蘭東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 5,000

白老 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登別中央 0 0 11 220 0 0 0 0 11 220 11 220

R合計 0 0 11 220 0 0 0 0 11 220 53 7,220

函館東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 8,740

函館海峡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上磯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 525

函館元町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 660

函館臥牛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 1,160

八雲 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

森 0 0 34 680 0 0 0 0 34 680 34 680

函館中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 400

函館グリーン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

函館みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 34 680 0 0 0 0 34 680 136 12,165

苫小牧 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

静内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 1,100

門別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新冠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

苫小牧ハスカップ 2 2,000 24 1,600 0 0 0 0 26 3,600 30 19,600

むかわ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

苫小牧中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 1,880

安平 0 0 26 1,768 0 0 0 0 26 1,768 26 1,768

厚真 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 3,100

苫小牧白鳥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 2 2,000 50 3,368 0 0 0 0 52 5,368 187 27,448

2 2,000 95 4,268 0 0 0 0 97 6,268 422 50,693

1

2

4

1

2

LCIF合計 期首からの累計

1 1

2

1

2

R Z クラブ名
MJF一括 MJF分割 その他個人

地区合計

その他クラブ

5

1

2

3
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LCIF献金実施状況一覧　　2022年 12月度

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

函館 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 3,280

江差 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

北檜山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

奥尻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

函館一楽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

函館北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 29 580

木古内知内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

松前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 46 3,860

小樽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

余市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

岩内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

黒松内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

倶知安 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ニセコ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小樽うしお 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

室蘭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

洞爺 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

伊達 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2,000

室蘭北斗 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

登別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

室蘭東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41 5,000

白老 0 0 35 700 0 0 0 0 35 700 35 700

登別中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 220

R合計 0 0 35 700 0 0 0 0 35 700 88 7,920

函館東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 8,740

函館海峡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上磯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 525

函館元町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33 660

函館臥牛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 1,160

八雲 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

森 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 680

函館中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 400

函館グリーン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

函館みなと 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 136 12,165

苫小牧 0 0 20 400 0 0 0 0 20 400 20 400

静内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 1,100

門別 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新冠 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

苫小牧ハスカップ 3 3,000 0 0 0 0 0 0 3 3,000 33 22,600

むかわ 0 0 25 2,500 0 0 0 0 25 2,500 25 2,500

苫小牧中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 45 1,880

安平 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 26 1,768

厚真 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 3,100

苫小牧白鳥 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R合計 3 3,000 45 2,900 0 0 0 0 48 5,900 235 33,348

3 3,000 80 3,600 0 0 0 0 83 6,600 505 57,293
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その他個人
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その他クラブ LCIF合計 期首からの累計

1 1

R Z クラブ名
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活　動　報　告

地区GMT・GLT・FWT・GST　活動報告

ゾーンチェアパーソン活動報告

各委員長活動報告

第1R～第5R 各クラブへのへの質問書　回答集計





 

GMT コーディネーター活動報告 
 

GMT コーディネーター 

L 奥山 幸一（函館みなと LC） 
 

家族会員制度について 
１人目の家族会員（世帯主）は国際会費の全額（４３ドル）を納めますが、2 人目以降最高 
4 人までの家族会員は国際会費半額（２１．５０ドル）となります。すべての家族会員が 
１回限りの入会金（２５ドル）またはチャーター費（３０ドル）を払います。 
 
家族会員プログラムは、家族会員 1 人目とカウントされる親会員と 2 人目以降４人目までの 
いわゆる子会員を指します。気を付けなければならないのは、今まで正会員であり親になる 
会員も、家族会員 1 人目とされることです。 
ですので、家族会員は５人まで、というのは、1 人目の親会員を含んで子会員４人までとなり
ます。 
 
家族会員は、正会員となりますので、すべての権利と義務が課せられます。 
 
子会員は複合地区会費・準地区会費は免除されております。 
 

家族会員 
家族会員プログラムの対象となるのは、（１）ライオンズへの入会資格があり、（２）現在 
同じクラブに在籍しているか、入会しようとしており、かつ（３）同一世帯に居住するとと
もに血縁、婚姻、またはその他の法的関係によって結ばれている家族です。一般的な世帯家
族（会員）には、親、子、配偶者、叔父、叔母、いとこ、祖父母、義理の親族、法律上の扶
養家族が含まれます。 
 
成人年齢に達している家族であれば誰でも、家族会員としてクラブに入会することができ 
割引が適用されて国際会費は半額となります。地域で他にも特典を設けている場合がありま
すので、地区に確認するとよいでしょう。 
 
家族全員を誘って地域社会に奉仕しましょう。 
家族でライオンズに加わることには、つぎのメリットが有ります。 
＊充実した家族の時間が増える  
＊社会奉仕する背中を見せられる  
＊地域社会の為になる 
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家族会員プログラムに参加するには所属クラブ幹事が「家族証明用書式」に必要事項を記入
して提出するか、「オンラインで届出」を行う必要があります。 
 
一緒に奉仕することであらゆる世代に奉仕活動に興味を持ってもらえるよう、各ライオンズ
クラブでは、１２歳以下の子供たちが「カブ（子ライオン）」としてライオンズクラブと 
肩を並べてボランティアに参加する機会を提供する。「カブ・プログラム」を設けることが 
できます。カブ・プログラムを役立てれば、クラブ例会、活動、奉仕事業にカブを組込み入
れることで家族ぐるみのクラブを作り、新しい活力を取り込むことができます。 
 
年齢条件を満たしている子供ならだれでもカブになることができますが、最低５人以上の 
カブがいるクラブだけがカブクラブとみなされます。カブクラブの報告は、MyLCI 上のライ
オンズクラブのプロフィールページで、クラブが存在することを記録し、連絡先を指定する 
だけで、完了できます。 
 
カブ・プログラムの運営のあり方は、ライオンズとカブのニーズを考慮して決定されるべき
です。始める際には「カブ・プログラム・アクテイビテイ」ガイドが参考になります。 
 
また、アクティビテイを企画する際に使える「ぬり絵・ポスター・同意書」の見本も用意さ
れています。 
 
ライオンズクラブはカブ・パッチを注文できます。パッチはカブにクラブの一員としての 
自覚を持たせ、参加意欲を高めるために役立つでしょう。パッチは無料ですが、送料はライ
オンズクラブの負担となります。 
詳細は・membershiiip@lionsclubs.org までお問合せください。 
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学生会員プログラムの必要性 
  
国際理事会方針書 第１７章―会員 
 ＊居住地において法律上の成人年齢に達し、かつ３０歳以下の学生であれば誰でも利用出

来る 
 ＊学生とは、教育機関に在籍する個人を指す。 
 ＊会費 
    入会金は全額免除 
    国際会費は半額 
     

複合地区会費は （例 二人目の家族会員と同じとする）年次大会での決議が必要 
    準地区会費は  （例 二人目の家族会員と同じとする）年次大会での決議が必要 
 
現状と背景 

日本・・・人口減少・少子高齢化 
 

日本ライオンズ・・会員減少、会員高齢化 
            ２０１７～２０２１年度までの５年間は、毎年約 4,500 名の減少

が続いた。 
            ２０２１～２０２２年度は日本で６地区がパイロット地区として 
            GMT に取り組んだ結果、会員減少は 1,900 名程に改善された。 
課課題題とと取取りり組組みみ目目標標  

（１）課題 
 

：：退退会会防防止止とと会会員員増増強強  
＊若者（学生会員）の会員を増やすために、クラブ・地区・複合の会費等の金銭的負担
をどのようにするか。 

＊ライオンズクラブが時代に沿った奉仕活動を行っているか。また定期的に奉仕活動の   
見直しを行い改善し、奉仕活動を行っているのか。  

    ＊学生会員を推進するにあたっては、各入会クラブの負担となり得る会費等などの負担
も各ライオンズクラブにて検討する必要がある。 

 
（２）取組み目標 

  ＊通常の正会員等の他、学生会員の増強推進を図る 
   2022 年 4 月に民法の一部改正の法律が成立し、成年年齢は１８歳となった。 
  ＊各ライオンズクラブから若者へ積極的に働きかけ、奉仕活動の情報発信を 
  
：：学学生生会会員員のの定定義義  

＊３０歳以下の学生は、どの種類のクラブに入会する場合でも、国際会費が半額（21.5
ドル）となり、チャーター費は免除されます。 

＊複合地区会費・準地区会費を免除する必要があります。 
＊各クラブにおいて、家族会員と同様学生会員会費を決めることが必要です。 
＊３１歳以上の学生がキャンパスクラブに入会する場合には、通常額の国際会費を納め
ますが、チャーター費または入会費が 10 ドルに減額されます 
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：：キキャャンンパパスス・・ラライイオオンンズズククララブブ結結成成  

＊キャンパス・ライオンズクラブを結成するには、チャーターメンバーが 20 人以上必 
要であり、かつそのうちの少なくとも 5 人は学学生生会会員員である必要が有ります。 

＊キャンパス・ライオンズクラブには、特別な会費請求修正期間が適用され、１月の会
費支払いを３月３１日まで、７月の会費支払いを９月３０日まで伸ばすことができま
す。 

 ライオンズクラブ国際協会は、この期間内に会費請求対象となる会員名簿の修正を行
ったキャンパス・ライオンズクラブに対しては、ペナルティなしで請求金額の調整を
行います 

＊キャンパス・ライオンズクラブあるいは学生会員が大半を占めるクラブが結成される
場合学生会員プログラムの適用資格有する各チャーターメンバーは、学生会員割引に
基づく国際会費全額１年分を前納する必要があります。このような会費はチャーター
申請書の提出時に納入されなければなりません。クラブが結成されて以降は、会費を
前納する必要はなくなります。 

  ＊年齢および在学を確認するため学生会員証明ワークシート(STU-5)を記入して下さい 
    
：：ククララブブ結結成成ににつついいててのの情情報報  

＊キャンパス・ライオンズクラブを結成するもっとも一般的な方法は、大学の課外活動
課にクラブとしての登録承認を求めることから始めます。承認を得ることにより、キ
ャンパス・ライオンズクラブに学校の正式名称を入れることができ、通常は校内で例
会や奉仕イベントを開催し、学校に資金を申請し，公認学生クラブおよび団体のため
に開催されるイベントに参加する許可を得られます。 

 
：：そそのの他他ののククララブブのの選選択択肢肢  
    ＊学校側が結成したクラブを承認しない場合は、学校と独立して運営するキャンパス・

ライオンズクラブの結成を検討してください。この場合、キャンパス・ライオンズク
ラブは登録された学生クラブに適用される規定に従う必要がありません。ただし、大
学の正式名称をクラブに使用する、キャンパス内で奉仕事業を計画・開催する、学校
のイベントに資金申請・参加するといったことができ制限されたり、できなくなった
りする場合があります。 

 
：：ススペペシシャャルルテティィククララブブ  
     スペシャルティクラブは、地域にある一つまたは複数の学校から学生を集めて一緒に

奉仕するための優れた方法です。中には専攻分野に沿った奉仕を行うためにスペシャ
ルティクラブを結成する学生もいます。たとえば、医療を学ぶ学生が地域に保健支援
を提供するといったことができます。キャンパス・ライオンズクラブの卒業生は、ラ
イフステージに沿ったスペシャルティクラブを結成することでつながりを保てます。
卒業する会員は、学生会員プログラムから従来型のライオンズ会員に容易に移行で
き、学校のコミュニテイとつながりを保ち、リーダシップ・スキルを伸ばしながら他
の社会人と人脈を築くことができます。 
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 ：：キキャャンンパパスス・・ラライイオオンンズズククララブブののメメリリッットト  
     ボボラランンテティィアアのの経経験験をを得得るる。地域と世界に奉仕が出来ます 
      就就職職にに有有利利なな経経験験をを積積むむ。。  対面研修およびオンライン研修をうけられます 
      人人脈脈をを広広げげるる。。            地域のリーダーや国際的な団体とのつながりを構築でき

ます 
      変変革革ををリリーードドすするる。。        奉仕イベントを企画し人道奉仕や環境保護運動を推進し

ます 
      節節約約すするる。。                学生会員プログラムで特別割引をうけられます 
        
  
  
：：レレオオへへののおお知知ららせせーー学学業業をを続続けけつつつつ  

                                キヤンパス・ライオンズクラブでライオンズ会員として
奉仕を続けましょう 

                 他の学生を誘ってスペシャルティクラブを結成するこ
ともクラブに入会することも可能です 

  
 ：ラライイオオンンズズククララブブ支支部部        ライオンズクラブ支部を結成するために必要な会員数は 

たった５人です。これはクラブを結成したいけけれどラ
イオンズクラブ結成に最低限２０人が集まらない若手ラ
イオンズにとって優れた選択肢となります。クラブ支部
の会員は、例会や奉仕を独自で行いつつ親クラブの支援
を受けることができます。クラブ支部の結成も、卒業生
がキャンパス・ライオンズクラブとのつながりを保つ方
法の一つです 

 
 
 
 参参  考考  
      学学生生会会員員ププロロググララムムのの詳詳細細ににつついいててはは  
            会員課へお問い合わせください。。  

＊＊キキャャンンパパスス・・ラライイオオンンズズククララブブのの詳詳細細ににつつててはは  
            プログラムのページをご覧ください 

＊＊ススペペシシャャルルテティィククララブブのの詳詳細細ににつついいててはは、、  
スペシャルティ・ライオンズクラブのウェブページをご覧ください。 

   ＊＊ラライイオオンンズズククララブブ支支部部のの詳詳細細ににつついいててはは  
            ライオンズクラブ支部のウェブページをご覧ください 
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ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｃ地区

第 1回ＧＡＴワークショップセミナー 会議次第

日時：２０２２年１１月１９日（土）１３：３０～１６：００

場所：ホテル函館ロイヤルシーサイド（２Ｆ ゴールデンホール）

司会 Ｌ吉田寛ＣＡＢ幹事

１.馬場ガバナー挨拶

２.ＧＡＴコーディネーター挨拶

１）奥山ＧＡＴ挨拶

２）松浦ＧLＴ挨拶

３）荒川ＦＷＴ挨拶

３.グループ討議

※事前にグループ分けして着席

４.各グループからのまとめ発表

５.新設クラブ体験発表

Ｌ斎藤２副地区ガバナー

６.質疑応答

７.講評

Ｌ渡部 1副地区ガバナー

《グループ討議》

テーマ「会員増強と会員維持如何に達成するか？」

☆ 討議要領説明

① まとめ役指名

② 発表役指名

③ テーマに対する意見の書込み（付箋に）

④ グループ別テーマに対する対策結果書込み

⑤ 各グループ発表

☆ 下記資料配布

① １０月末現在の会員数

② １０月末純増会員数

③ ２０２３年６月末目標会員増強数

④ ２０２３年６月末迄

新規入会者目標？

退会者見込み数？

差引純増会員数字？

⑤ 新設クラブ（支部・スペシャリティクラブなど）

動向記載。
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ライオンズクラブ国際協会３３１－Ｃ地区

第 1回ＧＡＴワークショップセミナー 会議次第

日時：２０２２年１１月１９日（土）１３：３０～１６：００

場所：ホテル函館ロイヤルシーサイド（２Ｆ ゴールデンホール）

司会 Ｌ吉田寛ＣＡＢ幹事

１.馬場ガバナー挨拶

※ 馬場がバナー体調不良につき、Ｌ渡部第一副ガバナーが挨拶

本日、会場に来て馬場ガバナーが体調不良という事で欠席されていて、多分、この２～３

年毎日のようにスケジュールが入っていて、疲れがでてきていたのではないかと思います。

今、自分も毎日のようにセミナーやウェブ会議がある状態で、２～３日前には札幌へ第一・

第二副地区ガバナーとセミナーへ朝１０時から４時まで出席しました。そこでいろんなテー

マがあり、いろんな事を授けられ教育を受けました。その中で、いつもテーマにあがってい

る会員増強があり、今日のワークショップのメインでもある、「なぜ会員増強をしなければ

いけないのか」というセミナーを受けてきました。今日は各クラブの代表者が来られていま

すので、７月から始まって、今の状況、これから退会者を出さないようお話合いがなされる

と思います。さて、ライオンズクラブには何歳から入れるんでしょうか。今までは成人の２

０歳からでしたよね？今は、成人が１８歳からになりましたので、１８歳から入れます。学

生もいますし、それから企業で働いている方も沢山いらっしゃいます。来年度、ライオンズ

クラブに入った学生には、学生ボランティア証明書などいろいろ出す予定になっていますの

で、それを含めていろいろな形で会員増強をし、それから退会防止を考え、今日のセミナー

を努めていただきたいと思っています。今日一日、充実したセミナーにしていきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いします。

２.ＧＡＴコーディネーター挨拶

１）奥山ＧＭＴ挨拶

皆さまこんにちは。今日は大変お忙しい中、ＧＡＴワークショップセミナーにご参加くだ

さり、ありがとうございます。本来であればガバナーが詳しく現状をお伝えする運びになっ

ておりましたが、先ほど第一副ガバナーがお話されましたように、疲れが出たのかなと、大

事にいたらなかったらと、この様に思っております。また先日は、ＧＡＴ会員増強・退会防

止チーム結成にあたり特段のご配慮をたまわり、４２クラブ中４１クラブのご賛同いただき

ましたこと大変ありがたく感謝を申し上げます。さて、現在のＣ地区の会員状況は、１０月

３０日のデータがでておりますが、首期に１４６４人で今月は１５００名となっており３６

名の増員となっています。また、新クラブの設立が確実で、今のところ、２６名のチャータ

ーメンバーが入会の予定になっております。後ほど、第二副地区ガバナー齋藤Ｌから、新ク

ラブ結成について詳しくお話があると思いますので、参考にして頂ければと思っておりま

す。別紙に学生会員についての資料があります。１８歳から３０歳までの学生であれば、特

別な会費でクラブに入会可能であります。また学生会員のクラブ支部も視野にいれていただ

ければと思っています。なお学生会員の会費は国際会費が半額の２１．５＄でございまし
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て、チャーター費、既存のクラブに入る入会金は免除となっています。なお３０歳をすぎた

らどうするのかという事になるのですが、大変申し訳ないのですが、国際会費は正会員と同

じ４３＄になるそうです。または、先日おこなわれましたガバナー協議会の審議事項で学生

会員の複合地区会費の免除が議題になりまして、賛成多数で可決されました。そして準地区

でも地区会費免除をキャビネット会議で審議を重ねて決議された場合、準地区の年次大会に

て審議事項として提案され、予想では可決されるのではないかと思っています。家族会員と

同じく複合地区会費、準地区会費は免除になるのではないかと思っています。なお、学生会

員について一般社団法人日本ライオンズクラブより、１１月３０日になりますが、第３回会

則委員会の審議事項として諮問されていますので、その後に詳しく報告できると思っており

ます。今日のＧＡＴワークショップセミナーは、ＧＭＴ・ＦＷＴ・ＧＬＴのそれぞれの会員

増強の目的があり力を合わせて、皆さまに、正会員・家族会員の入会、また、退会防止に成

功した例などをディスカッションしていただき、各クラブの会員増強に繋がることが大きな

目的でございますので、発言をしていただければと思います。実りがあるディスカッション

になるよう、よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

２）松浦ＧＬＴ挨拶 

こんにちは。土曜日の大変お忙しい中、このように各地区からお集まりいただき本当にあ

りがとうございました。このＧＡＴ合同のセミナーですが今期初めてでございます。奥山Ｇ

ＭＴコーディネーターからセミナーをやりたいとお話があり、後日、私ＧＬＴコーディネー

ターとＦＷＴコーディネーターが集い、どのような形でやろうかと話し合い、このような形

で開催にいたりました。タイムスケジュールを確認しましたら、すでに、２０分ほど経過し

てしまいましたが、終了は１６時まで、非常に長い時間の中で、重い悩ましいテーマで会員

をいかに増やすか、さらに会員をどう維持するか、この二つの大きなテーマについて、Ａテ

ーブルからＦテーブルまで６テーブルに分かれて頂き、それぞれにテーブルディスカッショ

ンをして頂き、決定的な対策があったら、来年の６月まで実行して頂ければ、絶体に会員は

維持できるし、増強もできるとふまえまして、各地から来た皆さんと、今日は実のある、こ

こで決まったことを実現していく中でも、熱心な討議をして頂ければ幸いと思います。 

一昨日、ライオン誌とエコー誌が出版されました。は皆様のお手元に届いていますよね。１

１月号・１２月号です。見てない方がいたら是非見て下さい。ライオン誌の２０ページに

「不可実な未来」という事でＧＡＴチームという国際協会から決められた組織図が載ってい

ます。Ｌアンバサダー元国際会長がトップになりまして、下部組織としてグローバルアクシ

ョンチームがあります。日本のリーダーとしてＧＡＴ日本全域リーダーが、３３５－Ｂ地区

の「Ｌ城阪 勝喜」で、大阪のライオンズの方です。この方が日本ライオンズのＧＭＡの頂点

になりまして、その下に今日集まっているＧＬＴコーディネーター・ＧＭＴコーディネータ

ー・ＦＷＴコーディネーターの３つのコーディネーターが使命を受けております。今期、

私、元ガバナーという事でＧＬＴコーディネーターを拝命を受けました。大先輩の奥山Ｌも

ＧＭＴコーディネーターを拝命し、そして荒川ＬがＦＷＴコーディネーターを拝命。重要な

ミッションをガバナーを含めて実施いたします。私は、しばらくそうゆう役職についてなか

ったのですが、この７月からＧＡＴという組織の基、それぞれのコーディネーターのミッシ

ョンを個別にやっているところでございます。私はグローバルリーダーシップチーム、イニ

シャルを取ってＧＬＴといいます。エコー誌の２３ページにゾーンチェアパーソン・ゾーン

委員と合同で開催した研修会の内容を掲載させていただきました。９月・１０月に開催した
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のですが、ＧＬＴコーディネーターの役職の内容としては、各ゾーンチェアパーソン・ゾー

ン委員が担当する５リジョンの各クラブの訪問をした様子や、各クラブの活動報告・計画を

聞きまして、ゾーンチェアパーソンに熱心に親切に指導しながら、会員増強や、アクティビ

ティなど、クラブの活性化に役立ってもらうために指導する役職でございます。過去３回ほ

どゾーンチェアパーソンと会合をしています。今日のテーマであります会員増強に関しまし

て、１０月末には１５００名弱でございまして、家族会員を除きますと１２６０名程という

ところで、ご存じのとおり、１２５０名の会員を割りますと、しかも３５クラブ以下になる

と、準地区であるＣ地区の単独の活動ができなくなってしまうという非常に悩ましく、Ｃ地

区が一時的に移行地区となりまして、１２５０名になるまで暫定的に移行地区となり、努力

してもその定数をみたされない場合、他の地区と合併するという危機的な状況であり、現

在、本当に身近に迫っている状況であります。同じ地区が３３２の秋田にもあり、また、増

やしても辞めてしまうという現状が日本ライオンズクラブのあちこちで続いていますので、

是非、今日の会員増強・会員維持のディスカッションで、是非皆様に特効薬を出していただ

きたいと思います、Ｃ地区は、Ａ地区から４２年前に独立いたしました。また、Ａ地区に併

合になってしまうという状態になってしまう。私個人的な話ですが、今まで４２年間Ｃ地区

として独立してやってきましたので、これからもＣ地区として皆様と一緒に、この道南地区

としてやっていきたいなと思っていますので、今日のディスカッションが実のある物になれ

ばと思います。これから長い時間になるかと思いますが、実効性がある討議をしていただき

たいと思っています。これからもよろしくお願いします。 

 

３）荒川ＦＷＴ挨拶 

皆さま、こんにちは。私はＦＷＴコーディネーターの荒川祥子と申します。本日は、ＧＡ

Ｔワークショップセミナーにご出席くださりありがとうございます。この場をお借りしまし

て、ＦＷＴ活動のクラブ支部の説明をさせて頂きます。皆さまのお手元にＦＷＴの２枚組の

資料がございます。ＦＷＴとしては、会員増強でクラブ支部の推進をしております。クラブ

支部がわからない人がたくさんいると思うので、少しの間ですので聞いてください。皆さん

のクラブで、悩み事がないクラブもあるかと思うのですが、悩み事ってありますよね。例え

ば、新入会員が入らないとか、高齢化が進み労力がないとか、そういう場合に、解消という

わけではありませんが、クラブ支部の制度がありますのでご考慮していただければと思いま

す。クラブ支部は５名以上の会員がいれば結成できます。クラブ支部の会員は、親クラブの

会員の一員になれます。既存の親クラブの人数に、クラブ支部の会員が５名なら、５名がプ

ラスされます。クラブ支部の活動としては、親クラブの事業や例会のサポートのほかに、独

立した例会を開催することもできます。クラブ支部の会員のターゲットとして、奉仕に興味

がある方なら誰でも入会することができます。Ｃ地区には６つのクラブ支部がございます。

若獅子会支部は、地域の若手青年で構成されております。わかぶな支部は、福祉施設の仲間

で構成されています。メディカルケアピープル支部は看護師の仲間で構成されております。

こどもサポートクラブ支部は子どものサポートを目的とした個人で構成されています。アミ

カル支部は、編み物のサークルで構成されています。友絆会支部は、ＪＣ卒業者で構成され

ています。活動としては、若獅子会支部とわかぶな支部さんは、主に親クラブのサポートを

しているそうです。また、自分たちの事業も年に２回ほどしているとお聞きしています。メ

ディカルケアピープル支部、子どもサポートクラブ支部、アミカル支部、友絆会支部は、親

クラブと別に独自の奉仕事業を運営されているそうです。会費ですが、３３１－Ｃ地区の地
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区費は免除されております。地区費は１５６００円程が免除で、国際協会入会金・国際会

費・複合地区費・日本ライオンズ費の１６０００円程度が運営費としてかかります。それと

クラブ支部の事業費は、クラブ支部の皆さんと話し合あって金額を決めてもらいます。運営

費の１６０００円とクラブ支部が決めた事業費で活動できるようになっています。クラブ支

部の説明は以上となっていますが、もしよかったら、皆さんのクラブでご検討していただけ

ればありがたいと思います。ＦＷＴからは以上です。ありがとうございました。 

 

３.新設クラブ体験発表 

Ｌ斎藤２副地区ガバナー 

皆さま、こんにちは。前期にゾーンチェアパーソンをやりまして、いろいろなクラブの問

題などのお話を聞き、フッと新クラブのことを思いつきました。とにかく新クラブを作るの

には、若い人、それと今までの私が入っているのは函館北斗ライオンズクラブですけども、

縛りがちょっとキツイもので、反対にちょっと縛りを緩くして例会は２回ではなく１回にし

て、とにかく皆さんが例会に出やすいクラブ環境を作りたいと思い、松浦顧問にお話しした

ところ、「それは良い事ではないか」という事だったので、人を集めました。新クラブのお

話を、私の知人に電話をして、「お話できないだろうか」とお願いして、会ってお話をしま

した。ですが、ライオンズクラブの話をすると一歩下がるんですよね。「そうゆうものに入

る立場じゃない」とか、「従業員だからそうゆう時間がない」とか言われましたが、そうゆ

うクラブではなく、「とにかく仕事が第一で、給料もらって会費を払うという感じですか

ら、仕事を投げ出してまでクラブの例会に出席してくれなどとは言いません」という話を３

０人以上にお話しして、２回目の電話で「齋藤さん、入りますよ」とゆう方が２５名ほど集

まりまして、新クラブ達成となりました。今、書類申請をしている最中で、だいたい６割ほ

どやっていて、なんとか２月いっぱいには新クラブ立ち上げということになりそうです。国

際本部の方からＯＫをもらうのに、だいたい９０日間ほどかかるのですが、それをなんとか

もう少し早く出せるようキャビネットのガバナーにお願いしています。ガバナー自体も新し

いクラブができるということで、楽しみにしています。とにかく声がけが大切だと思いま

す。会員増強にしても何にしても、とにかく知人に、「ライオンズクラブは面白いことをし

ているよ」とかいろんな事を説明すると、「それだったら入ってみたいな」というふうにな

ります。そして私が声をかけた２５名の中で業種をかぶって入れないようにしました。新し

いクラブの中で仕事が回るように工夫をし、大きな所だとホテルの社長・マネージャー・支

配人からすぐＯＫが出ました。なので、現在も２～３名を入れたいなと思っていて、声がけ

をしておりますが、なんとか２～３名が入るんじゃないかなという感じでやっております。

皆さんも会員状況という事で、とにかく声をかけないと、誰も入ってくれないと思います。

入りやすいクラブにするには、厳しいクラブを若干やわらかくするなど、こういったクラブ

のやり方で人数が増えるのでないかと考えでおります。あと、誰でもかれでも入会という訳

にはいかないので、とにかく信用が出来る人、取引をしている会社の方や、市町村で社長が

ロータリー、専務がロータリーなので次長にお願いして、ライオンズに入ってもらえないか

社長さんにお願いして、なんとか了解を受けました。とにかく一回だけではなく、２回でも

３回でも言って入ってくれた方もいらっしゃいますので、皆さん会員状況でＡ地区と一緒に

ならないように、Ｃ地区と頑張っていきたいので、皆さまもひとつ、なるべく声がけをして

もらいたいと思います。よろしくお願いいたします。今日はどうもありがとうございまし

た。 
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４.グループ討議 

※事前にグループ分けして着席 Ａグループ～Ｆグループ 別表参照 

 

ディスカッションルール説明 Ｌ松浦ＧＬＴコーディネーター 

・お題は「会員維持と会員状況」 

・模造紙を使用し、左半分に会員維持、右半分に会員増強を書き込む 

・時間５０分 

・進行役をグループ内で１名決める 

・まとめ・発表役をグループ内で１名決める 

・時間内に、グループ内の各メンバーは、付箋に「会員維持」に関するアイデアを付箋に書

き込み貼る 

・時間内に、グループ内の各メンバーは、付箋に「会員増強」に関するアイデアを付箋に書

き込み貼る 

・会員維持・会員増強の付箋に書いたアイデアをまとめる 

・各グループごとに発表 

 

 

５.各グループからのまとめ発表  

 会員維持 会員増強 

Ａグループ ・楽しく魅力的な例会 

・スポンサーのフォロー 

・会員同士やスリープメンバーとの交

流。声がけ人間関係を強化する 

・新人会員を中心としたオリエンテー

ションを行う 

・会費を安くする 

・声掛け（職業別リストアップ/会員１

名が１名に声がけ/ＪＣ卒業者） 

・例会/アクティビティの体験 

・家族会員の増強（移動例会への招待） 

・退会者や後継者の家族を入会 

・会費を安くする（若手を入りやすくす

る） 

・活動・アクティビティ等のＰＲ 

 （ただの金持ちの集まりではない） 

 

Ｂグループ ・例会は楽しく 

・若い会員は仕事が中心、自然体でい

く（例会に出てこないからダメな会

員などの考え方は改める。入ってい

るだけで貢献している） 

・会費を安くする（会食費は徴収せず

都度払い制へ） 

・委員会以外に部会を作る（ライオン

ズクラブ以外でも交流。（例）釣り

部・ゴルフ部など） 

・家族会員は、息子・娘に声がけ 

・入会した家族会員（息子・娘）の友人

や知人に声がけ 

・学生会員や１８歳の成人の勧誘 

 

Ｃグループ ・転籍をもっと自由に 

・辞めそうな人に責任のある仕事を預

ける 

・メディア露出を増やす 

・もっと身近な存在にしたい 
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・コミュニケーションをもっと図る 

・若い人にもっと権利を与えていく

（三役等をどんどんやってもらう。

役職が人を育てる） 

・ＬＣの年会費や会員数等を知らない人

達に周知させたい（エコー誌等に載せ

有効そうな団体（ＪＣ等）に配布 

Ｄグループ ・例会時の席を決めてランダムにし、

会員間のコミュニケーションを図る

（新会員・先輩会員のコミュニケー

ションを図る） 

・退会者には賛助会員制度をつかう 

・入会者のリストを作成する 

・会員から入会候補者を２名ずつ出して

もらう。 

・リストを基に声がけをする 

・入会候補者に例会・事業にゲストとし

て出席してもらう。 

・活動内容を理解してもらう 

・クラブ支部の検討 

・例会・事業に出席できないので入会で

きないと断られた時、来られなくても

奉仕に貢献していると伝える 

Ｅグループ ・例会/事業の出席をしていない会員の

フォロー 

・ＡＣＴの後に軽く焼肉パーティーで

交流 

・例会/ＡＣＴを楽しくする 

・仲間作り 

・他クラブの交流を増やす（他のクラ

ブのいいところを取り入れる） 

・声がけ 

・楽しいクラブのアピール（部会等） 

・若者にＬＣの活動を知ってもらい興味

を持ってもらう 

・会員自体がこの状況を把握する（会員

減少・クラブ減少するとＣ地区がＡ地

区に吸収される可能性あり） 

・ＬＣをもっとＰＲする 

Ｆグループ ・例会を楽しく工夫する 

・会員同士の横の繋がりを強くする 

・クラブの必要性の確認のため、会員

セミナーを開催する 

・最低健康寿命まで最高寿命まで 

・クラブ目的の周知のため、普段から行

っているボランティア活動の発信をす

る 

・声がけをする（商工会青年部や青年会

議所） 

・クラブ支部の可能性を検討する 

・クラブで会員増強委員会チームを作っ

て月１回発表会をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディスカッション総評  

 

Ｌ松浦ＧＬＴコーディネーター 
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Ａ～Ｆまでの熱心な討議で、結論としましては、会員維持・会員増強について、こうゆう事

をやったら会員が維持、会員が増強される具体的な対策・解決法が出ましたので、キャビネッ

トの幹事が来ていますので、ガバナーにこうゆうことがお話にでましたという事を報告してい

ただきます。また、今日の話し合った事を各クラブで実行すると、間違いなく会員維持・増強

することが見えましたので、この対策を各クラブで実行してもらえるようよろしくお願いしま

す。今日、最後にワークショップに関しましては、Ｌ荒川ＦＷＴコーディネーターの方でエコ

ー誌に投稿してもらって、各３４クラブの意見があってこうゆう事を討議した、終始決定した

ことを報告したいと思っています。本日はありがとうございました。 

 

 

Ｌ奥山ＧＡＴコーディネーター 

家族会員の範囲をお知らせしたいと思います。家族会員と申しますと、どうしても自分の家

族と連想すると思うのですが、家族プログラムの対象になるのは、ライオンズの入会資格があ

り、現在同じクラブに在籍しているか、入会をしようとしている、かつ同一世帯血縁・婚姻ま

たは、その他の法的関係によって結ばれている家族です。難しくなっておりますが、一般的な

世帯家族会員には、親・子・配偶者・叔父・叔母・いとこ・祖父母・義理の親族・法律上の扶

養家族が含まれております。このように広い幅で家族会員としてとらえていますので、機会が

ありましたら後ほど資料の配布をしたいと思いますので、この範囲の中で家族会員の増強の実

施のお願いをしたいと思います。ありがとうございました。 

 

 

６.質疑応答  質疑なし 

 

７.講評 

Ｌ渡部 1副地区ガバナー 

おつかれさまです。本日は、会員増強・会員維持という事でこのような場が久しぶりに開催

できたんじゃないかと思います。このような場を企画されましたＬ奥山ＧＭＴ、Ｌ松浦ＧＬＴ、

Ｌ荒川ＦＷＴ、本当にありがとうございました。今日のディスカッションが楽しかっただけでは

なく、是非クラブに持ち帰って、「こうゆう事をやったんだよ」ではなく、「こうゆう事をやっ

てみませんか」と提案してくれれば、凄くありがたいです。今日、ゾーンチェアパーソン、各ク

ラブ会員が来ていらっしゃいます。今日の事を各クラブに伝える事が大事だと思います。伝えて

何をしたか、会員増強をどれだけのことを考えてやるかという事を伝えて頂きたいのです。スピ

ーチでもいいですが、こうゆうことを何かでやって頂ければ、まだまだ盛り上がって行くのかな

と思います。今日、開催してくれたコーディネーターの皆さまありがとうございました。大変楽

しくやれたと思います。本日はＬ馬場ガバナーが欠席しっていますが、お伝えして、また先ほど

Ｌ松浦ＧＬＴコーディネーターからエコー誌に掲載してくださいとのお話が出ていましたが、掲

載できると思います。また、クラブ支部のお話がありました。会員増強をする今までのやり方で

出来なかった場合、クラブ支部も一つの手ではないかと思います。そして、スペシャリティクラ

ブの方法、こういったいろんなクラブの作り方、会員の増強の仕方がいろいろあります。これも

含めてクラブに持ち帰って議論していただければと思います。今日は、おつかれさまでした。 
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GLT コーディネーター活動報告書 

 

GLT コーディネーター L 松浦則雄 

 

 

■２０２２年１１月７日 第２回３３１複合ガバナー協議会出席 

場所 札幌パークホテル 

 

 

■２０２２年１１月１９日  GAT 合同セミナー開催 

場所 函館ロイヤルシーサイドホテル 

 

〇GMT・GLT・FWT コーディネーター主催 

〇６グループディスカッション 

※ZC・３３１－C 地区クラブ会員など４０名参加 

※「会員増強」「会員維持」テーマのワークショップ開催 
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【活動報告】 

 

GST コーディネーター L 玉井 大輔 

 

 

「思いやりは大切な事」 奉仕アワード推薦について 

複合地区 GST コーディネーターL 松浦 淳一、３３１A 地区 GST コーディネーター小玉享幸  

３３１B 地区 GST コーディネーターL 中村文彦、私の４名にて３３１地区推薦の選考をいたしました 

 

A 地区 札幌インフィニティライオンズクラブ 「青少年ボクシングアクティビティ」   

      元世界チャンピオン八重樫東さんをお招きし、ボクシング教室、講演を通じて行き場の失っ

ている子供たちへ夢を与えられる奉仕活動 

 

B 地区  北見白樺ライオンズクラブ 「ヘアードネーション」  

      小児がんと闘っている子供たちへ、沢山の市民参加でき、特に子供たちが積極的に参加

できる奉仕活動 

B 地区 音威子府ライオンズクラブ  「野生大麻抜き取り作業」 

      音威子府町では昔大麻の栽培が行われており毎年繁殖時期に根っこから抜き取り焼却を

します。 

 

C 地区 函館東ライオンズクラブ   「ひとり親家庭への食糧支援」  

      新型コロナウィルスの影響で経済的に困難なひとり親家庭へ大規模支援、年２回１２０～３

００世帯、継続支援、毎月２０世帯へ行政と連携をして適所へ確実に支援を行っています。 

 

上記４件から「野生大麻抜き取り作業」が選考され国際本部へ提出いたしました。 
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ＦＷＴコーディネーター活動報告 
 

ＦＷＴコーディネーター 
Ｌ荒川 祥子（倶知安ＬＣ） 

 
 
 

１１．． 各各種種会会議議  （（１１００月月～～１１２２月月））  
１０月２２日 第２回 キャビネット会議 
１１月１９日 ＧＡＴワークショップセミナー 

  
２２．． 地地区区ＦＦＷＷＴＴ活活動動報報告告  （（１１００月月～～１１２２月月））  

  
◎◎  ヘヘアアーードドネネーーシショョンン  

   ３３１―Ｃ地区ヘアードネーション数  １５件 
 

黒松内ＬＣ     １件   倶知安ＬＣ     １件 

ニセコＬＣ     １件   室蘭ＬＣ      ２件 

洞爺ＬＣ      ４件   室蘭東ＬＣ     ２件 

登別中央ＬＣ    １件   函館中央ＬＣ    ３件 

 

◎◎  たたんんすすにに眠眠るる外外貨貨募募金金  
   ３３１－Ｃ地区 外貨募金件数  ２件  合計  ６,３７０円  
 
      小樽みなとＬＣ 
   函館ＬＣ 
 
 外貨募金は、集めた外貨紙幣・コインを日本円に換金して小児ガンの子ども達

への支援活動にあてます。換金不可能の外貨については、日本キリスト教海外医

療協力会に寄付をし、アフリカやタンザニアの助産師学校や看護学校に通う生

徒への学費になっています。 
 
◎◎  ここどどもものの未未来来古古本本募募金金  

   ３３１－Ｃ地区 古本募金件数  ０件  
  
１０年以上前に出版した本は値段がつきません。出版された日付が本の最後の

ページに記載がありますのでご確認下さい。また、本の裏表紙に、ＩＳＢＮ（本
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の番号やバーコード）が付いてないものは査定することが出来ませんのでご確

認下さい。 
 
◎◎  女女性性・・家家族族会会員員増増強強報報告告  

 
    ≪女性会員≫ 

１０月初め ２７７名 
   １２月末日 ２９３名  １６名増加（新入会員２１名・退会会員５名） 
 
    ≪家族会員≫ 
   １０月初め ２２７名 
   １２月末日 ２４３名  １６名増加（新家族会員２１名・退会会員５名） 
 
 
◎◎  ククララブブ支支部部結結成成報報告告    

   ３３１－Ｃ地区結成クラブ支部  ０件 
 
  ≪既存クラブ支部  ６クラブ支部≫ 
   ・木古内・知内ＬＣ     若獅子会支部         
   ・黒松内ＬＣ        わかぶな会支部        
   ・函館東ＬＣ        こどもサポートクラブ支部   
   ・函館東ＬＣ        メディカルケアピープル支部  
   ・函館グリーンＬＣ     アミカル支部         
   ・苫小牧ハスカップＬＣ   友絆会支部          
 
２０２２年４月より日本では民法改正により成人の定義が１８歳となり、これ

により未来を担う若者たちに入会への招聘が出来る事となりました。 
現在、１８歳以上の学生のクラブ支部も出来ております。 
第２回ガバナー協議会の審議事項で学生会員の複合地区会費の免除が議題にな

り、賛成多数で可決されました。 

また、学生会員にはボランティア活動証明書を発行することができます。 
現在、各地域のいくつかの大学では、ボランティアをした証明書を提出する事

により大学の単位を取得する事が出来ます。（入会された学生会員の所属大学

へ確認してください）。 
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【ゾーンチェアパーソン活動報告】 

 

第１Ｒ第１Ｚ ゾーンチェアパーソン  

Ｌ前側 進（北檜山ＬＣ） 

 

≪ガバナースローガン≫ 

『Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ』地域からの再起動！待ったなしの改革！ 

 

１０月２２日 キャビネット会議 出席（法華クラブ） 

        ガバナー活動方針を受け、ゾーンチェアパーソン活動報告 

        現時点で第１Ｒにて ７名増員報告 

 

１１月 ５日 第２回第１Ｒガバナー諮問委員会実施（函館ロイヤルシーサイド） 

７クラブ中６クラブ出席にてゾーンチェアパーソン方針説明 

        ３３１-Ｃ地区会員状況説明 

        各クラブ活動方針と会員増強目標発表 

        （各クラブコロナ禍での奉仕活動や会員増強に苦労している。） 

 

１１月１６日 函館北斗ライオンズクラブ訪問 （五島軒） 

        ３３１-Ｃ地区会員状況説明と増員のお願い。        

 

１１月１７日 函館ライオンズクラブ訪問（函館ロイヤルシーサイド） 

        ３３１-Ｃ地区会員状況説明と増員のお願い。 

 

１１月１９日  ＧＡＴ研修 多忙の為欠席 

 

１２月 ３日 リジョンコーカス出席 （五島軒） 

        次期ＺＣ及びＺ委員 決定 

 

会員増強状況 木古内知内ライオンズクラブ  正会員２名・若獅子会２名 増員 

       松前ライオンズクラブ     正会員２名 増員 

       北桧山ライオンズクラブ    家族会員１名 増員 

       函館ライオンズクラブ     家族会員１名 増員 

                      合計８名 増員 

       脱会１名 ご逝去１名     差し引き ６名増 

 

１月２８日 第３回キャビネット会議    出席予定 
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第第 33回回  ZZCC  活活動動報報告告書書      第第２２RR  第第１１ZZ    ZZCC山山塙塙  武武  
 
①《諮問会議の内容を簡単に記載してください。》 
去る 11月 19日 小樽 遊人庵にて参加者２２名にて開催。 
中村名誉顧問による演題【ライオンズブランド戦略】のリジョンフォーラムのほか各ク
ラブの活動状況 ACTの内容の説明 
今置かれているクラブの問題点の報告を受けた。 
またキャビネットに対する要望として、一般市民に対してもっとライオンズクラブを
PRする活動をしてほしいとの声がありました。（例えば TV CM) 

 
②《これまでの ZC活動結果と今後の活動予定を記載してください。》 
【活動結果】 

10月 6日 余市クラブを 熊沢 Z委員と共にクラブ訪問。 
10月 13日 小樽でのガバナー公式訪問に出席。 
10月 22日  第２回函館キャビネット会議に出席。  
11月 19日  小樽「遊人庵」にて第２回ガバナー諮問会議の開催 

 
【活動予定】 

12月 2日 第２リジョン リジョンコーカスの開催 
12月 7日 小樽クラブへのクラブ訪問を予定 
2023 1月 28日 第 3回函館キャビネット会議への参加 

2月 25日 第３回ガバナー諮問会議の開催予定 
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■■第第３３回回 ZZCC活活動動報報告告書書（（諮諮問問会会議議・・ZZCC公公式式訪訪問問・・研研修修会会参参加加実実施施状状況況ななどど） 

■■第第  ２２  RR//第第  ２２  ZZCC    ■■  LL小小川川  哲哲司司  

  

① 担当クラブの活動報告・例会訪問等を踏まえて特色ある活動例を記載ください 
・特技を活かしたアクティビティとして、じゃが祭りで、会員にねぶたの絵師がいるの
で、毎年ねぶたの絵を描きねぶたを作成して祭りに参加し、薬物乱用防止啓発事業を
している。 
・趣味を活かしたアクティビティとして、クラブで「山登り部会」を作って会員や会員
以外の参加者を募り趣味の山登りを通じて懇親を深め会員拡大につなげたい。 

 
② 諮問会議の内容を簡単に記載ください 
リジョンフォーラムに地区名誉顧問・長期リサーチ委員長の中村全博 Lに「ライオンズ
クラブ ブランド戦略」という演題で講演をして頂きました。 
ゾーン会議では、FWT 活動の協力のお願いをした後、質問状の回答に対しての質疑応
答を各クラブよりいただきました。キャビネットへの要望も話し合われました。 
 

③ 複合 ZC研修会を受講した感想を記載ください 
初めて ZCを経験するので大変勉強になりました。 
 

④ これまでの ZC活動結果と今後の活動予定を記載ください 
クラブ訪問 １０月２６日（水） 小樽中央 LC 
      １１月１０日（木） 小樽みなと LC 
ガバナー諮問会議 １１月１９日（土）小樽市 遊人庵 （１８名） 
     リジョンフォーラム 地区名誉顧問長期リサーチ委員長 中村全博 L 
今後の予定 
ガバナー諮問会議 ２０２３年２月２５日（土）小樽市 ニュー三幸 
              ４月 ８日（土）小樽市 政寿司 
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■■第第３３回回 ZZCC 活活動動報報告告書書（（諮諮問問会会議議・・ZZCC 公公式式訪訪問問・・研研修修会会参参加加実実施施状状況況ななどど） 

■■第第３３RR//第第１１ZZCC    ■■LL  庄庄司司  典典弘弘  

  

① 担当クラブの活動報告・例会訪問等を踏まえて特色ある活動例を記載ください 

１１月１６日洞爺ＬＣを最後に３Ｒ１Ｚの例会訪問は終了しました。全クラブともに 

特色ある活動が見られず、非常に残念ではありますが室蘭北斗ＬＣに置かれましては 

存続の危機がせまっております。（詳細については④にて）他３クラブについては 

新会員増員意欲は強く見られます。 

② 諮問会議の内容を簡単に記載ください 

第２回諮問委員会は１１月１２日開催しました。奥山ＧＭＴコーディネーターを招き 

学生会員のクラブ支部設立に関する話も頂き、増員に役立てる参考になりました。 

第３Ｒは参加率が非常に高く、８クラブ２３名の参加でほぼ各クラブ３名参加で 

行っております。 

③ 複合 ZC研修会を受講した感想を記載ください 

特になし 

④ これまでの ZC活動結果と今後の活動予定を記載ください 

先日、１２月９日 須藤前ガバナーを議長として、リジョンコーカス会議を開催 

致しました。本会は次期ゾーンチェアパーソンを推薦する会ではありますが 
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当番 Lとしては１Z室蘭北斗 LC ２Z室蘭東 LC でした。２Zについては室蘭東 LC 

次の候補はすぐに発表されましたが、北斗 LC会長より話があり現在のクラブの状況 

は 45 周年終了後、極端にクラブの士気が下がり前期で２名、今季終了時点で５、６名

の退会したいとの要望が出てきている。その点を踏まえて全体協議で存続か解散か 

アンケートを取り今後の動向を検討することになり、行った結果正会員１６名中１２名

が解散を希望するとの結果となった。このような状況下では当クラブからは ZC 出すこ

とは無理である。中嶋元地区ガバナーからの発言で、会長からの発言通りであるが自分

としては今後２，３人になったとしても存続を希望している。会費とかが問題あるので

あれば、改定して新たな形であらたな会員も加入させていきたいと思う。なので今回の

ZC 選出は北斗 LC 無しで、出せるときになったら北斗 LC を加えてほしいとの話があ

りました。事前に庄司 ZC は話を聞いていたので、事前に須藤前ガバナーには連絡して

おりました。今まで３Rについては全てのクラブで順番通り ZCを選出しておりました

ので北斗 LC としては申し訳ない気持ちで一杯だったと思います。伊達 LC が次期 ZC 

選出して頂く動きになりましたが、年内決定は難しいかもしれません 

今後の活動予定としては、北斗 LCとは存続のための力添えをできる範囲でやっていき

たいと思いますし、他クラブについては支部クラブの新設互いに協力しながら行なって

いきたいと考えております。 
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■■第第３３回回 ZZCC 活活動動報報告告書書（（諮諮問問会会議議・・ZZCC 公公式式訪訪問問・・研研修修会会参参加加実実施施状状況況ななどど） 

■■第第 33    RR//第第 22      ZZCC    ■■LL 大大島島秀秀雄雄  

  

① 担当クラブの活動報告・例会訪問等を踏まえて特色ある活動例を記載ください 

コロナ禍の中ではありますが、４クラブの例会訪問を終了致しました。各クラブに於い

ては、予定をしていたアクティビティの実施や今後チャリティーパーティー開催・障が

い者と保護者のためのボーリング大会・ゴルフ部会のコンペ開催・家族例会の忘年会・

周年事業など、計画が多岐にわたっております。会員増強に関しては新入会員増強委員

会を作り新規事業者のリストアップし声掛けをしているようです。 

② 諮問会議の内容を簡単に記載ください 

講師Ｌ奥山幸一様を招いて【会員増強・退会防止について】リジョンセミナーの開催・

キャビネット会議報告事項・審議事項の重点箇所の報告・各クラブ会長より現状報告・

会員増強の取り組み方についての報告の中では、まずは退会防止に重点を置き現状維持

をして、あわよくば 1 名増員出来れば良いなとの結論で終了致しました。任期残り半年

ではありますが、各クラブの会員増強・退会防止の一助となるよう努めたいと思います。 

③ 複合 ZC研修会を受講した感想を記載ください 

色々と役割があり大変参考になりました。 

④ これまでの ZC活動結果と今後の活動予定を記載ください 
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2022  10月 19日 室蘭東 LC   例会訪問  出席 

10 月 20 日 登別中央 LC 例会訪問  出席 

10 月 22 日 第２回キャビネット会議 出席 

11 月 8 日  登別 LC  例会訪問   出席 

11 月 12 日 第 2回諮問委員会    開催 

11 月 17 日 白老 LC  例会訪問    出席 

12 月 9 日  リジョンコーカス会議   出席 

2023 1 月 28 日 第 3回キャビネット会議 出席予定 

   2月 18日 第 3 回諮問委員会     開催予定 
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【ゾンーンチェアパーソン活動方針及び報告】 

 

第４Ｒ第１Ｚ Ｌ白石 勝士（上磯ＬＣ） 

 

この度、諸般の事情によりゾーンチェアパーソン L 鐙谷朝詩よりその任期の半ばか

ら職務を引継ぎました L 白石勝士と申します。 

今年度のゾーンチェアパーソン活動方針につきましては、前任者の方針を引き継ぎ

活動してまいります。 

まずは、早期のクラブ訪問を行うつもりでありましたが、年末年始に重なるため各

クラブとも都合がつきにくく、また新型コロナウイルス感染症の状況もなかなか好転し

ないこともあり、年内に訪問できたのは１２月２２日の函館海峡 LC のみとなりました。

他のクラブにつきましては、函館東 LC（１月２４日）、函館元町 LC（２月７日）、函館臥

牛 LC（４月）の予定となっております。 

また、第１・２地区ガバナー諮問委員会を１１月 1 日にグリーンピア大沼にて開催致

しましたが、交代してまもなくの開催でありましたので、第２Z のゾーンチェアパーソン

L 三品孝浩と同ゾーン委員の L 作並真一に準備と運営のほとんどを負うこととなりま

した。この場をお借りいたしまして御礼申し上げます。 
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■■第第３３回回 ZZCC 活活動動報報告告書書（（諮諮問問会会議議・・ZZCC 公公式式訪訪問問・・研研修修会会参参加加実実施施状状況況） 

■■第第  44RR//第第  22ＺＺ  ＺＺCC  LL 三三品品  孝孝浩浩  

① 担当クラブの活動報告・例会訪問等を踏まえて特色ある活動例を記載ください 

各クラブコロナの影響はありましたが、出来るＡＣＴは活発的に実施していただいてお

ります。八雲ＬＣ・森ＬＣは特色のある地域密着型のＡＣＴを多く実施しており、函館

は在館 9クラブでの合同ＡＣＴを開催いたしました。 

 

② 諮問委員会の内容を簡単に記載ください 

コロナ感染拡大のため、第 1 回諮問委員会が延期となりましたので、第 1・2 回諮問会

議という形で 11 月 1 日に開催致しました。内容といたしましては、ガバナーの基本方

針を各クラブに伝えました。 

 

③ 複合 ZC研修会を受講した感想を記載ください 

今回初めて ZCとして複合ＺＣ研修を受講させていただき、一連の流れや進行方法など

色々と勉強になりました。私自身で思い描いていたものもありましたが、今後のＺＣと

してやるべきことや先のことを見据えて活動していこうという意識が高まりました。 

 

④これまでの ZC 活動結果と今後の活動予定を記載ください 

諮問委員会の際、ＧＭＴコーディネーターのＬ奥山に参加していただき、各クラブ会員

増強について意見交換を致しました。会員の増減につきましては、4Ｒ2Ｚ 5 クラブで

6 名の増員、5名の減員という事で結果 1 名の会員増強になりました。 

この結果を踏まえ継続して会員増強をお願いし、ＡＣＴの方も特色のある有意義な活動

を増やしていきたいと思っております。 
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【 ゾーンチェアパーソン活動方針 】 

 

第５Ｒ 第１Ｚ Ｌ橋本 正美（新冠ＬＣ所属） 

 

クラブ例会訪問もコロナ感染が拡大してきているため実施できておりません。今後の様

子を見ながら実施。 
 

 １１月５日、第５Ｒ・第１Ｚ 第２回地区ガバナー諮問委員会を新冠町にて開催いたしました。 

 第２回キャビネット会議報告及び質疑応答終了後、各クラブより活動報告をしていただき

ました。 
 

各クラブより会員増強についての現状報告  

〇 苫小牧ＬＣ：期首２４名 １名死亡のため現在２３名 

   会員増強対象者を退会したＬのご子息や会社関係にアタックしている。４０名位対象

者がいるので、一人ずつしっかりと勧誘。賛助会員や家族会員のことも、しっかり勉

強し会員増強に努める。 

〇 静内ＬＣ：期首５５名 現在５５名 

   声掛けは地道にしているが、良い返事が得られない状況が続いている。 

   当町は、ロータリークラブもあるので、そちらにも流れないようにしている。コロナ禍の

中、感染を防ぐことに注意を払い会運営を実施。大きなＡＣＴであるバスケット大会

やサッカー大会も中止となり全体的に沈みがちである。 

   全員での声掛けを実施している。 

 〇 苫小牧ハスカップＬＣ：期首３２名 ５名加入 現在３７名 

   今後、１名～２名の加入させるつもりである。 

   ＡＣＴも例会も中止しないで実施している。 

   友紘会支部クラブについて説明して頂く。 

 〇 新冠ＬＣ：期首４０名 １名死亡 現在３９名 

   ＡＣＴ、例会は計画どおりに実施。近々、会員増強・退会防止チームを開催し１名減な

ので、２名の会員増強を目指す。 
 

その他 

  家族会員について、内規を改正し加入をさせていると言う話を聞くが、 

  もっと詳しく知りたいので、キャビネットに詳細を聞く。 

  また、ヘアードネーションについて静内ＬＣが実施しているので、活動内 

  容を説明してもらう。 
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【第３回 ZC 活動報告書】 

 
第５Ｒ第２Ｚ ＺＣ Ｌ鈴木 秀作（苫小牧白鳥ＬＣ） 

 

 

各クラブ共、コロナの影響で１２月いっぱい例会等が中止の所が多かった

ようです。 

胆振は今でも５００人を超える日が毎日あり、各クラブは非常に苦労して

いるようです。 

ガバナー公式訪問も２度の中止で、正月明けの４クラブ合同の新年合同

ライガーでの出席にお願いし、出席になるそうです。 

その中でも皆様は、会員増強に取り組んで頂きまして年明けには目標達

成に向けて頑張っている所でございます。 
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１１RR11ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL前前側側　　進進 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　       名 ①　足るを知り、そしてみんなで力を合わせ助け合う A新規： 活動目標

(家族会員　　　名) ②  ２３名 会員増強

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③　家族会員１名入会 ・献血ACT…実施

　　　　　     　　名 ・ホタル観賞会…実施

クラブ支部新設目標 ④　 ・ワンニャンパトロール支援…実施

家族会員新規
増員目標

⑤　例会にてその都度呼びかけ ・南北海道施設合同リクリエーション…実施

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ ・道南フードバンクお菓子寄贈ACT

期　 首　　９     名 ①地域に貢献！感謝の気持ちでWe　Serve A新規： 無し

(家族会員　３　名) ②

(女性会員　４  名) B継続：

新会員増強目標 ③ 盲導犬ミーナ募金回収

　　　　　 １　　名 町内小学校新1年生にノートと鉛筆寄贈

クラブ支部新設目標 ④無し 町内クリーン作戦

家族会員新規
増員目標

⑤無し

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥無し

期　 首　２４      名 ①Act with enthusiasm　《熱意を持って行動を！》 A新規：　地域行事への積極参加 例年の協賛事業等に

(家族会員　４　名) ②　２５名→11/1家族会員１名入会 町内こども園・保育所への物資支援 ついては昨年と同様

(女性会員　５  名) →要望品手配中、２月頃贈呈予定 の実施予定。

新会員増強目標 ③　正会員１名→変動なし

　　　　　     ２　名 B継続：

クラブ支部新設目標 ④検討中→12/11クリスマス家族会体験参加３名 老人ホームきたひやま荘　訪問→12/7実施

家族会員新規
増員目標

⑤　１名→１名（達成） 町内新一年生防犯グッズ贈呈→4月

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥無し→予定なし コロナ禍での中止・延期協賛事業の再開

期　 首　　     12名 ①　　地域社会へ奉仕活動にて貢献する A新規：　地域振興への奉仕活動（継続中）

(家族会員　　0名) ②

(女性会員　　 0名) BB継継続続：：＊＊青青少少年年育育成成活活動動支支援援（（参参加加費費助助成成））

新会員増強目標 ③　　加入勧奨中 　　　　　　　　＊＊高高齢齢者者施施設設へへのの奉奉仕仕活活動動（（１１２２月月２２３３日日予予定定））

　　　　　     　1名 　　　　　　　　＊＊交交通通安安全全のの啓啓蒙蒙活活動動（（悪悪天天候候中中止止１１００月月））

クラブ支部新設目標 ④　無し

家族会員新規
増員目標

⑤　無し

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　無し

期　 首　　       名 ①「ウィズコロナ　新時代の幕開け　We  serve」 A新規：生活困窮学生支援活動

(家族会員　　　名) ②　３９名

(女性会員　　  名) B継続

新会員増強目標 ③　３名 ・献血ＡＣＴ

　　　　　     　　名 ・コスモスロード整備事業（種植え・草取り）

クラブ支部新設目標 ④ ・函館ジュニア水泳競技大会

家族会員新規
増員目標

⑤ ・少年武道大会

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ ・高丘寮ＡＣＴ

奥尻

函館北
斗

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

函館

江差

北桧山
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１１RR11ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL前前側側　　進進 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　３５     名 ①　動きだそう❕新しい未来に向かって A新規：

(家族会員　１　名) ②　会員数　　　　１９人　うち女性２名 ・ゼロカーボンに向けた取組

(女性会員　６  名) 　　※若獅子会　　１７人　うち女性４名 B継続：

新会員増強目標 ③　会員全員で協力し、会員増強を図る。 ・交通安全該当啓発：年２回 9月26日1回目実施済み

２名 ・献血

クラブ支部新設目標 ④　若獅子会設置済み。他検討中 ・少年野球大会 9月10日・11日実施済み

家族会員新規
増員目標

⑤　１名 ・介護施設へのケーキ・タオル寄贈 １２月２３日　予定

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　検討中 ・社会福祉協議会との災害協定 １２月１４日　締結済み

期　 首　３６    名 ①  心を一つに、We　Seave  キーワード　「 未 来 へ 」 A新規： 鋭意検討します。

(家族会員　１　名) ②②　　　　３３８８名名

(女性会員　６  名) B継続： 年3回の献血推進運動

新会員増強目標 ③ 会員増強に努める   交通安全運動の実施

　　　　　     　２名 ２２名名入入会会   町内保育園児へクリスマスケーキの贈答

クラブ支部新設目標 ④ 新設予定無し   桜の育成支援事業（松前花の会に助成）

家族会員新規
増員目標

⑤ 例会で要審議

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ 新設予定無し

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

木古内
知内

松前
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２R1Z　ゾーンチェアパーソン　L山塙　武 　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ（進捗状況） 備考（質問）

期 首 ５ ８ 名 ①平和を願い　未来繫栄にウィサーブ A新規：相愛の里（母子生活支援施設）に

(家族会員 13 名) ②58名　（７月末家族会員－１，11月＋1名） クリスマスプレゼント

(女性会員 12 名) B継続：公園、公共設備の清掃

新会員増強状況 ③1名 小樽地区少年少女空手道選手権大会

 名 小樽少年少女合唱団定期演奏会

クラブ支部新設目標 ④1支部　進捗無し 小樽少年少女合唱団定期演奏会

家族会員新規
増員目標

⑤1名　進捗無し 少年の船

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥1支部　進捗無し 数回交通安全運動を行っています。

期 首 ５ ５ 名 ①　『WE SERVE !  今出来ることを！』 A新規：　例会でﾁｬﾘﾃｨーｽｸﾗｯﾁ募金

(家族会員  1 名) ②　　1名 を行い事業資金54,000円獲得。

(女性会員  4 名) 　　　　4名 　　全額ACTに提供できた。

新会員増強状況 ③　　無し B継続：

 名 　　　7月　3名 二年中止していた、19回目少年野球大会

クラブ支部新設目標 ④　　無し を開催できました。豚汁も例年通り提供

家族会員新規
増員目標

⑤　　無し でき応援の父兄家族にも好評だった。

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥　　無し

期 首 ３ ３ 名 ①「ウィサーブを合言葉に、クラブの新たな一歩を踏み出そう！！」 A新規：

(家族会員  8 名) ②1名増　9名

(女性会員 8名) 女性会員10名（正会員2名）（家族会員8名） B継続：

新会員増強状況 ③目標4名　達成 11月献血協力3回

4名 7月正会員4名（男L3女L1）達成プラス家族会員1名 11月ＳＬテント掛け・時計塔清掃

クラブ支部新設目標 ④なし 11月薬物乱用防止教室2回

家族会員新規
増員目標

⑤なし…上記に記載　今期1名増 12月リングプル泊中学校へ贈呈

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥なし

期 首 ５ ２ 名 ①  地域に根差せ　Joy of Service A新規：

(家族会員 14 名) ②　△２名（内家族会員　△１名） ・未実施

(女性会員  2 名) B継続：

新会員増強状況 ③ １名 ・ライオンズ一座→未実施

 1名 ・クリーンボックス修繕→未実施

クラブ支部新設目標 ④　なし ・除草作業→７月２１日実施

家族会員新規
増員目標

⑤　１名 ・交通安全→１０月２０日実施

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥　検討中 ・災害支援タオル→未実施

期 首 名 ① A新規：

(家族会員    名) ②

(女性会員    名) B継続：

新会員増強状況 ③

 名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥

第第３３回回　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書

①会長スローガン　　②会員数の増減　　③新会員　　④～⑥各目標　　⑦アクティビティ　　各進捗状況をご記入ください

小
樽

余
市

岩
内

黒
松
内

153



２R２Z　ゾーンチェアパーソン　L小川　哲司 　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期 首 ２ ６ 名 ①恵まれない人々に愛を　そして世界の平和にウイサーブ A新規：1

(家族会員  1 名) ②正会員-1、家族-1、女性-1 小樽市博物館自由研究作品展へ協賛

(女性会員  3 名) B継続：3

新会員増強状況 ③目標2名 小樽少年野球夏季大会

 名 現在在籍23名 七夕交通安全キャンペーン

クラブ支部新設目標 ④0 クリスマス交通安全キャンペーン

家族会員新規
増員目標

⑤0

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥0

期 首 ５ ０ 名 ①　みんなのココロが豊かになれる奉仕を　笑顔でWe　Serve A新規：　

(家族会員  3 名) ②会員数　減少なし

(女性会員  4 名) B継続：

(賛助会員  5 名) 10/3　赤い羽根共同募金

新会員増強状況 ③新会員　なし

 名 11/10　新入会員セミナー

クラブ支部新設目標 ④検討中 12/3　クリスマス家族例会　中止

家族会員新規
増員目標

⑤１名　目標 ※例会は、12月3日のクリスマス家族例会以外開催

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標 ⑥なし

期 首 ４ ０ 名 ① 未来へつなげ「みなとスピリッツ」みんなで仲良くWe Serve！ A新規：①小樽中央ＪＢＣ全国大会支援

(家族会員   0 名) ②なし ②全道中学校アルペンスキー大会広告支援

(女性会員   0 名) ③小樽市立菁園中学校吹奏楽部へ全国大会

新会員増強状況 ③２名 出場支援として管楽器輸送費代を贈呈

 名 B継続：

クラブ支部新設目標 ④今のところ正会員獲得に力をいれております ①高齢者施設「育成院」へ盆菓子贈呈

家族会員新規
増員目標

⑤特になし ②金婚式記念無料撮影会

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥特になし ③高サ住高齢者施設入居者・利用者へ「お餅」贈呈

期 首 ３ ７ 名 ①「明るいニセコの未来へ　誠実に謙虚に感謝の奉仕」 A新規：ヘアドネーション　4件実施

(家族会員  14 名) ② 3名減（家族会員12名）

(女性会員   0 名) 　　①：図書購入助成金　実施済み

新会員増強状況 ③　L佐藤圭一　L林　知己（再入会）　2名加入 ②：花火大会お菓子まき　実施済み

 名 ③：ラジオ体操参加賞　実施済み

クラブ支部新設目標 ④　なし ④：献血奉仕事業　実施済み

家族会員新規
増員目標

⑤　なし

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥　なし

期 首 ２ ２ 名 ①情熱を持ち　絆で結ぶ　社会奉仕 A新規：小樽中央JBC全国大会出場支援

(家族会員   1 名) ②２名減、２名増　±ゼロ

(女性会員     名) B継続：

新会員増強状況 ③今年度目標２名増員クリア。

 名

クラブ支部新設目標 ④
家族会員新規
増員目標

⑤
スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥

ニ
セ
コ

小
樽
う
し
お

小学生親善バレーボール大会がコロナ
感染拡大により中止となりました。

第第３３回回　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書

①会長スローガン　　②会員数の増減　　③新会員　　④～⑥各目標　　⑦アクティビティ　　各進捗状況をご記入ください

小
樽
中
央

俱
知
安

　　10/12　ガバナー公式訪問並びに４クラブ合同例会

小
樽
み
な
と
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３３RR11ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL庄庄司司　　典典弘弘 　

　 ①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　　２３名 ① A新規：　なし

(家族会員　　５名) ②現会員数２1名　家族会員４名　会員１名逝去に伴い

(女性会員　５ 名) 　会員１名家族会員１名減少 B継続：児童絵画展テーマ「室蘭だいすき」

新会員増強目標 ③　まだ会員増強に至ってないが、正会員増強今期中 　　　　開催し、応募作品数２６４点入場者

　　　　　     　２名 　　２名は成し遂げたい。 　　　　３７１名

クラブ支部新設目標 ④　なし

家族会員新規
増員目標

⑤　０名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし

期　 首　　　９２ 名 ① A新規：　なし

(家族会員　２２名) ②現会員数９２名　家族会員２３名　

(女性会員　　７名) 　　前回より変化なし B継続：洞爺湖町社会福祉協議会へ

新会員増強目標 ③前回に引き続き正会員増強目標１名　 現金５万円、タオル１００枚、古切手１２４０枚

　　　　　     　１名 　　退会者防止に力を入れている 寄付

クラブ支部新設目標 ④なし

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし

期　 首　　    ５２名 ① A新規：なし

(家族会員　　１０名 ②現会員数５１名　家族会員１１名

(女性会員　　２ 名) 　　正会員１名減 B継続：伊達社会福祉協議会へ１０万円

新会員増強目標 ③正会員増強目標１名　退会者防止に力を入れている 　　　　寄付を行った。

　　　　　     　１名 　　　　１０月は献血の呼び掛けも引き続き

クラブ支部新設目標 ④なし 　　　　行った

家族会員新規
増員目標

⑤　０名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし

期　 首　　   ２０ 名 ① A新規：　なし

(家族会員　　４名) ②現会員数２１名　家族会員６名　　

(女性会員　　 ４名) 　 B継続：　室蘭生涯学習センター「きらん」へ

新会員増強目標 ③現正会員の引き留めに大変苦労している 　　　　１０万円相当の空気清浄機２台贈呈

　　　　　     　１名 　　 　　　　　室蘭市へ２０万円寄付

クラブ支部新設目標 ④　なし

家族会員新規
増員目標

⑤　０名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥
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３３RR２２ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL大大島島　　秀秀雄雄 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　       名 ① 心を紡(つむ)ぎ、思いを絆(つな)ぎ(ぎ)、 We  Serve  ‼ A新規： 有り

(家族会員　　　名) ② 14名　　家族会員　　3名　　女性会員　　2名 　障がい者施設等お祭り

(女性会員　　  名) B継続： 有り

新会員増強目標 ③　　2名 ②タオルボランティア　③少年の主張大会

　　　　　     　　名 ④　障がい者施設等餅つき

クラブ支部新設目標 ④　なし ⑤　海岸清掃　⑥　こどもみらい本募金

家族会員新規
増員目標

⑤　なし ⑦　ヘアードネーション　⑧　クリーン作戦

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし ⑨　図書費寄贈　⑩　新入学児童交通安全啓発

期　 首　　       名 ①　『 ｗｉｔｈ　コロナで　ＷＥ　ＳＥＲＶＥ 』 A新規： 無し

(家族会員　　　名) ②　48名 ・チャリティーパーティー（予定）

(女性会員　　  名) B継続： 有り

新会員増強目標 ③　3名　　　来月１名入会予定 ・室蘭市交通安全人と旗の波運動

　　　　　     　　名 ・室蘭東LC杯青少年育成弓道大会

クラブ支部新設目標 ④　未定 ・イタンキ浜清掃　・言泉学園への寄贈

家族会員新規
増員目標

⑤　1名 ・JR東室蘭駅東口花壇整備・清掃活動

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　未定 ・室蘭市障がい者と保護者のためのボウリング大会　等

期　 首　　       名 ①組織強化でWe serve の「架け橋」を A新規：白老駅前に花壇設置 有り

(家族会員　　　名) ②３５

(女性会員　　  名) B継続：ヘアドネーション 有り

新会員増強目標 ③２　 献血

　　　　　     　　名 交通安全人の波　旗の波　運動

クラブ支部新設目標 ④１ 薬物乱用防止教室の開催

家族会員新規
増員目標

⑤ 2 こぐまクラブワッペンの寄贈

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥１

期　 首　　       名 ① 躍動の40年更なる躍進へ　We Serve　！ A新規： :計画中 有り

(家族会員　　　名) ② 20名　　家族会員　　9名　　女性会員　　5名

(女性会員　　  名) B継続　①　中古眼鏡回収 有り

新会員増強目標 ③　　3名 ②タオルボランティア　③少年の主張大会

　　　　　     　　名 ④　ヘアードネーション

クラブ支部新設目標 ④　なし ⑤　海岸清掃　　⑥　古切手回収

家族会員新規
増員目標

⑤　なし ⑦　クリーン作戦

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　なし ⑧　新入学児童交通安全啓発

期　 首　　       名 ① A新規：

(家族会員　　　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥
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４４RR11ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL白白石石　　勝勝士士 　　　　　　　　　　　　2022年　12　月　23　日　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 　　　　備　考

期　 首　　     49 名①当たり前に当たり前をウィ・サーブ　キーワード自然 A新規：10月18日大森浜清掃ACT ・1月２４日クラブ訪問予定

(家族会員　　0名) ②会員数50名(支部13名)・女性会員17名(支部12名) 　　　　　　　　　　　　

(女性会員　 17名) B継続：12月1日ジュニアサッカー大会実施

新会員増強目標 ③活動目標=地区に根ざしたアクト・会員増強

　　　　　     1　名 ・7月1名入会　更に努力していきたい。

クラブ支部新設目標 ④現在2つの支部があり、その充実に力を入れる。

家族会員新規
増員目標

⑤検討中。

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標 ⑥分かりません。

期　 首　　    5  名 ①未来に向け笑顔でWeSevre A新規：なし ・12/22(木)　クラブ訪問

(家族会員　　　名) ② ・少人数ながら着実に活動を継続してい

(女性会員　　 1 名) B継続：献血奉仕企業への粗品提供 る。

新会員増強目標 ③

　　　　　     　　名

クラブ支部新設目標 ④大学生(はこだて未来大学)による支部を検討中。

家族会員新規
増員目標

⑤3名を目標にしています。

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標 ⑥特にありません。

期　 首　　    28 名 ①広げよう愛の輪を　ウィ・サーブ　キーワード「愛と和」 A新規：新規事業の計画はない。

(家族会員　6　名) ②期首28名が会員1名減となり現在27名。(正会員減)

(女性会員　2  名) B継続：継続事業の実施はその時々の状況で判断

新会員増強目標 ③3名目標として努力している。 　する。現在までの支援金は北斗市夏まつり1件。

　　　　　     　3名

クラブ支部新設目標 ④　0

家族会員新規
増員目標

⑤　0

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標 ⑥　0

期　 首　　   31  名 ①受け継ぐ歩む、その先へ A新規：(CN24周年記念事業) ・5年2/7（火）クラブ訪問予定

(家族会員　　0名) ②　33名 ・函館スーイ・スイ・スイミングクラブへ(スイムキャップ・Tシャツ、シ

(女性会員　　 4名) ールドマスク)18万円相当を寄贈。

新会員増強目標 ③　目標の2名は達成 ・函館市消防本部へ「オキシブィル946ml×600本・オキシブィル

　　　　　    2　　名 ワイプ160枚×300個」200万円相当を寄贈。

クラブ支部新設目標 ④　　0 B継続:車いすバスケットボール協議。

家族会員新規
増員目標

⑤　　0 ・献血ACT。

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標

⑥　　0 ・チャリティービアパーティーによるミーナ募金実施。

今年度の活動目標 8月にチャリティービアパーティーを開催し、更に10月ワイン例会と以前のクラブ運営に戻しつつあります。

今年度の改革目標 ACTファーストを目標として活動の第1弾「チャリティービアパーティーの募金を北海道盲導犬協会へ寄贈」

期　 首　　  9   名 ①時代に沿った活動で先を切り開く A新規：なし ・5年4月クラブ訪問予定

(家族会員　1　名) ②9名

(女性会員　2  名) B継続：

新会員増強目標 ③増員1名目標 ・11月30日第1回全国特別支援学校フットサル(札幌大会)支援。

　　　　　     1　名 ・CN18周年記念ACTとしてミーナ基金実施。

クラブ支部新設目標 ④そこまでの余裕なし。 ・ヘアードネーション(45件)

家族会員新規
増員目標

⑤逆に減らした。 ・献血ACT(ノベルティー贈与による対応)

スペシャリティ―クラ
ブ支部新設目標 ⑥そこまでの余裕なし。

函館臥
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４４RR２２ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL三三品品　　孝孝浩浩 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 新会員の増員・減員　名簿 ⑥アクティビティ 備考（質問）

期　 首　34    名 ①　現在を乗り越え、明るい未来へ　We　Serve！ A新規：

(家族会員　８　名) ②　34

(女性会員　　  名) B継続：

新会員増強目標 ③　 11月 9日・・・献血呼びかけ運動

　　　　　２   　　名 11月17日・・・冬の交通安全運動

クラブ支部新設目標 ④　ありません 12月16日・・・ライオンズ文庫寄贈　図書館

家族会員新規
増員目標

⑤　１名 　1月12日・・・献血呼びかけ運動

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　ありません

期　 首　３４      名 ①地元への感謝　We　Serve未来へ届け笑顔の街づくり A新規：

(家族会員　８　名) ②

(女性会員　　  名) B継続：　１１月１日剣道大会コロナのため

新会員増強目標 ③ 　　　　　延期　変更日２月５日

　　　　　 １   　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　２６      名 ①　ひとりひとりを尊重し、未来にむけてウィ・サーブ A新規：在函９LC合同ACT子供の貧困支援

(家族会員　７　名) ②　２６名

(女性会員　１０  名) B継続：　五稜郭公園花壇の植花ACT

新会員増強目標 ③　 　　　　　北斗市中央IC植樹・草刈り

　　　　　１    　　名 　　　　　献血ACT

クラブ支部新設目標 ④　０

家族会員新規
増員目標

⑤　０

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　０

期　 首　　 １８   名 ①ライオンズに誇りを　We　Serve A新規：

(家族会員　　９　名) ②

(女性会員　　７ 名) B継続：ヘアードネーション

新会員増強目標 ③ 　　　　小児がん子供の為のﾍｱｰｷｬｯﾌﾟ

　　　　　   １ 　　名

クラブ支部新設目標 ④

家族会員新規
増員目標

⑤

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　　 31  名 ①　奉仕の力～未来への架け橋 A新規：献血活動　今期２回　実施済み

(家族会員１４　名) ②　３１

(女性会員１３  名) B継続：ビーチクリーン

新会員増強目標 ③　L高橋　幸子 　　　　函館市児童館卓球台一式贈呈

　　　　　3  　　名  　　L浅田　浩司

クラブ支部新設目標 ④　１

家族会員新規
増員目標

⑤　２名

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　１

函館み
なと

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

八雲

森

函館中
央

函館グ
リーン

158



５５RR１１ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL橋橋本本　　正正美美 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　２４  名 ① 意志ありて道あり、そして夢をもとう A新規：

　　　キーワード　《 思いやり・感謝 》

(家族会員　２ 名) ②　２３名 B継続：

(女性会員　６  名) 　献血の呼びかけ　使用済み切手収集～随時実施

　赤い羽根共同募金　歳末助け合い募金～実施

　「田んぼのオーナー」ＡＣＴ収穫米で支援～実施

　苫小牧少年剣道大会後援

新会員増強目標 ③ 　新入学児童へ交通安全ＡＣＴ

　　　　　     ３　名 　ふみの会へハガキ支援

クラブ支部新設目標 ④　正会員増強が目標です。 　タオルボランティア収集

家族会員新規
増員目標

⑤　　　　　　　〃 　苫小牧市美術博物館へ寄付

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥　　　　　　　〃 　クラブ看板周辺草刈り・清掃

期　 首　　 ５５ 名 ① 心を一つに　笑顔の奉仕　　キーワード《持続》 A新規：

(家族会員　 ３ 名) ➁　５５名 青少年健全育成事業.　ボールパーク見学ツアー

(女性会員　 ０ 名) B継続：　献血推進ＡＣＴ～随時実施

新会員増強目標 ③　４名 　中学校バスケットボール大会～コロナ感染予防のため中止

　　　　　     　　名 　ヘアードネーション～随時実施

クラブ支部新設目標 ④ 　こども未来古本募金.～随時実施

家族会員新規
増員目標

⑤　２名 　少年サッカー大会～グラウンドの状態が悪いため中止

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ 　奨学基金・図書購入資金寄贈 他

期　 首 　  ４０ 名 ① 「新たな一歩へ、みんなで築く奉仕の輪」 A新規：　検討中

(家族会員　５ 名) ②３９名

(女性会員　４ 名) B継続：

新会員増強目標 ③　２名 ・ 単身老人「会食会」参加者の送迎～実施

　　　　　     　　名 ・ 小・中学校皆勤卒業生表彰

クラブ支部新設目標 ④　 ・ 「いこいの広場」草刈り作業

家族会員新規
増員目標

⑤ ・ 道営門別競馬協賛Ｒ「新冠ＬＣ特別」～実施

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ・ 交通安全運動他～随時実施

期　 首　　 ３２ 名 ①誠実な心と健康な身体で 未来に繋げＷｅ　Ｓｅｒｖｅ A新規：少年野球アクティビティ

(家族会員　 ５ 名) ②　３５名

(女性会員　 ６ 名) B継続：①手をつなぐ育成会支援～実施

新会員増強目標 ③　２名 ②ウトナイ湖サンクチュアリ支援

　　　　　     　　名  　　　 ◎　5名の会員増強達成 ③子供食堂～コロナ感染予防のため中止

クラブ支部新設目標 ④　友絆会支部存続 ④海岸ゴミ拾い～終了

家族会員新規
増員目標

⑤　２名 ➄中学校卓球大会支援～実施

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥ ⑥廃品回収アクト～実施

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書((改改訂訂版版））

苫小牧

静内

新冠

苫小牧
ハスカッ

プ
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５５RR２２ZZ　　ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン　　LL鈴鈴木木　　秀秀作作 　

①①会会長長ススロローーガガンン　　　　②②会会員員数数　　　　③③～～⑥⑥新新会会員員目目標標　　　　⑦⑦アアククテティィビビテティィーーのの予予定定　　　　　　　　

クラブ名 会員動向 今年度の活動目標・改革目標 ⑦アクティビティ 備考（質問）

期　 首　　   31  名
①人を敬い･人を助け･和(なごみ)の心でウィサーブ
　　　キーワード：人生を楽しむ

A新規：検討中

(家族会員　7　名) ②8月1日　新入会員1名入会　計32名 B継続：10月～12月実施分

(女性会員　2  名) 　花壇整備（1回)、献血呼びかけ(1回)、

新会員増強目標 ③2名（正会員1名、家族会員1名）　目標達成まで1名 　地域保育所無料歯科検診(10/1)

　　　　　     2　　名 　8月1日　新入会員1名入会 　読書感想文コンクール協賛(12/3）

クラブ支部新設目標 ④ 　鵡川慶寿苑もちつき支援金寄付（12/7）

家族会員新規
増員目標

⑤1名 　歳末たすけあい義援金寄付（12/19予定）

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥

期　 首　　45    名 ①時は今　希望の　ウィサーブ A新規：

(家族会員　0　名) ②44名

(女性会員　0  名)
B継続：7/16.17第43回苫小牧中央LCサッカー
中学生大会を無事に実施

新会員増強目標 ③3名
11/4　特別支援学級合同見学会の中止に伴い図書カード
のプレゼントを実施（＠2000×165名＝330,000円）

　　　　　     3　　名
11/29　チャリティーゴルフ大会の益金￥66,400を苫小牧市へ寄付
（市では児童センターで使う遊具の整備へ使う考えとのこと）

クラブ支部新設目標 ④検討します

家族会員新規
増員目標

⑤検討します

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥検討します

期　 首　　 ２8  名 ①明るい未来と平和を願い、笑顔で奉仕活動を！ A新規：携帯電話教室（中学生対象）予定

(家族会員　２　名) ②7.1付け　1名入会　　計29名 うまかまつり出店（収益事業）　7/2実施済

(女性会員　０  名)
※認証50周年記念として12月完成、早来学園（小中
一貫校）へ舞台幕一式寄贈　11月

新会員増強目標 ③理事会、例会を通し、情報交換を行っています。 B継続ACTについて：7～12月末実施報告

　　　　　    3 　名 献血呼び掛け（2回実施）

クラブ支部新設目標 ④なし 環境整備ボランティア参加（5回参加）

家族会員新規
増員目標

⑤なし 青少年育成費拠出・歳末たすけあい募金拠出

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし ライオンズデー事業（交通安全街頭啓発・環境整備）

LCIF拠出（正会員各10,000円）

全国特別支援学校フットサル大会札幌大会支援金拠出

結成式に於てライオニズム大賞表彰（2名）

期　 首　　 35     名① ”We Serve”　みんなの和で奉仕の輪を広げよう！ A新規： 古本回収 (町内無線でPR）

(家族会員　5　名) ②　7月新入会員1名、現在会員数36名 B継続:・新入学児童へスケッチセット贈呈

(女性会員　0　  名) ・浜厚真地区公園清掃作業（8/27実施済み）

新会員増強目標 ③ 会員増強対策委員会を実施し会員増強に努める ・鯉のぼり掲揚（青少年健全育成ACT）

　　　　　 3    　　名  新入会員1名入会予定（（例例会会休休止止ののたためめ入入会会式式1122～～11月月予予定定）） ・中高生意見発表会主催

④ ・読書感想文コンクール後援

家族会員新規
増員目標

⑤　2名 ・厚真町スピードスケート記録会後援

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし ・タオルボランティア（（1111//2255町町内内施施設設へへ寄寄贈贈済済みみ））

期　 首　　52    名 ①明るく　楽しい　みらいへ A新規：

(家族会員　　　名) ②５４名 B継続：アイスホッケーサマーリーグ（８月）実施済

(女性会員　5  名) 第８回小学校陸上競技大会（９月）実施済

新会員増強目標 ③７月２名　今期中にあと３名 第４３回アイスホッケー大会（１０月）実施済

　　　５ 　　名 子ども食堂支援（１２月）実施済

クラブ支部新設目標 ④なし（クラブ正会員増強に力を入れます） 赤い羽根共同募金・歳末助け合い募金　実施済

家族会員新規
増員目標

⑤なし タオル寄贈・苫小牧市へ福祉用具寄贈準備中

スペシャリティ―クラブ
支部新設目標 ⑥なし 桜の木育成・新入学児童交通安全（４月）

苫小牧
白鳥

ゾゾーーンンチチェェアアパパーーソソンン報報告告書書

むかわ

苫小牧
中央

安平

厚真
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【活動報告】 
 

視力障害・糖尿病・献眼献血委員会委員長 
 L 佐々木 亮（上磯 LC） 

  

第２回キャビネット会議でご報告した通り、コロナ禍でも継続的に
実施可能なアクトとして献血活動を推進して参ります。 
 
北海道赤十字血液センター様のご協力のもと、「ライオンズクラ

ブ 331-C 地区献血強化月間（仮）」と銘打ち、クラブ単位、個人単
位での献血活動のご協力をお願いしたく存じます。開催時期は現在
赤十字およびキャビネット事務局と協議中ですが、３月 1 日から４
月末までの開催予定です。 
また実施にあたっての詳細につきましても協議中ですが、近日中

に事務局を通して各クラブにご案内致します。 
これまで献血アクトを実施されてきております各クラブの皆様に

おかれましては、今回の運営方法は以前の形式と多少異なる面もあ
ろうかと存じますが、コロナ禍に配慮した内容である事、また地区
全体を挙げての奉仕活動である事をご理解頂き、一人でも多くの関
係者が献血活動にご参加頂けますようお声がけ頂ければ幸いと存じ
ます。 
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「「ラライイオオンンズズククララブブ 333311--CC 地地区区献献血血強強化化月月間間（（仮仮））」」実実施施要要項項  

  

開催趣旨 
 ・コロナ禍および少子高齢化の影響から、管内においては血液製剤が慢性的に不足傾向にある。 
  なかでも輸血用血液製剤は有効期限が比較的短いため、継続的な献血活動が必要である。 
 
 ・コロナ禍で大人数が集まりにくい環境であり、個人個人での献血率の向上に期待する。 
 
開催時期 
  202３年３月１日から 2023 年４月 30 日までの２ヵ月間 
 
実施詳細 
 ・赤十字血液センターと協議した上で開催月を決定。 
・開催月前月の第２～３週までに管内での献血車運行スケジュールが決定する。 
 スケジュール表はキャビネット事務局を通じて各クラブに伝達（3 月分および４月分） 
・各クラブ会員は、近隣地域で行われる献血に参加する。 
・開催期間中の献血人数を各クラブで集計し、キャビネットに報告。 
 クラブ会員の家族・友人・知人の参加も可能、人数集計への加算も可。 
 （人数集計方法は各クラブの任意とし、厳密な集計は求めない。） 
・クラブ単位での献血補助活動（呼び込み、旗持ち、記念品の進呈等）の同時開催も可。 
 
 
 

ラライイオオンンズズククララブブ 333311--CC 地地区区献献血血強強化化月月間間  実実績績報報告告（（ククララブブ名名          ラライイオオンンズズククララブブ）） 

 会員   
参加数 

関係者       
参加数 

クラブ単位      
アクト実施の有無 

合計アクト時間 

３月（１日～31 日）     名     名 月  日  名        時間 

４月（１日～30 日     名     名   月  日  名        時間 
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【活動報告】 
 

次世代リーダー研究・環境保全 
・社会福祉委員会 委員長 
函館中央 LC L 堀野 明 

       
 

【次世代リーダー研究・環境保全・社会福祉委員会 活動報告】 
 
地区内の一斉清掃事業は、日本ライオンズクラブ７０周年記念事業の T２プロ
ジェクト（Tutaeru-Tunagu）の一貫であります。 
各リジョンのゾーンチェアパーソンの理解と協力のもと、ゾーン内クラブをま
とめて頂き日時、場所、規模の策定を行って実行に移して頂きたいと考えてい
ます。 
 実行する際にキャビネットからの応援の要望がありましたらお申し出くださ
い。 
また些少ながら参加クラブへの費用負担の補填も準備しておりますので、合わ
せてお願い申し上げます。 
管内のライオンズクラブが一同に集いこの清掃活動に労力奉仕をするという姿
はスケールメリットを生かせること、連帯感を共有できること等その意義は大
きいと思います。ぜひ成功させたいと考えております。 
 
ご協力お願い申し上げます。 
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２０２3年〇月〇日 
ライオンズクラブ国際協会３３１－C 地区  
ライオンズクラブ会長 各位 

ライオンズクラブ国際協会３３１－C 地区 
地区ガバナー         馬場哲也  
地区 GSTコーディネーター  玉井大輔 
環境保全社会福祉会委員会 委員長 堀野 明  

 

「地区内一斉清掃事業」共催のご協力のお願い 
謹啓 早春の候、貴職におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
平素より、地区キャビネット運営に対しご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、2022～2023年度のガバナースローガンである「地域からの再起動！待ったなし���

の改革！ ・温故知新～古い教えを学び 新しい解釈を得る」を掲げ船出した函館キャビネ
ットも、残すところ３ヶ月足らずとなりました。 
前期須藤ガバナーが掲げておりました、様々な環境問題に対して問題提起をさせていた

だき「SDGｓ17 の目標」の重要性について、折に触れお話をさせていいただいてまいりま
したが、今期も函館キャビネットの集大成事業といたしまして、雪解けでプラごみ等が目立
つこの時期に、各クラブの地元の河川・海岸等の清掃活動を地区内一斉開催することで、地
域におけるライオンズクラブの活動をアピールする機会にもなるため下記のとおり企画さ
せていただきました。 
また、少額ではありますが、函館キャビネット予算より、開催頂いたクラブに対して消耗

品等の購入にお使いいただけるよう助成金を出す事と致しました。 
つきましては、時節柄何かとご多用の折とは存じますが、クラブ内にてご協議の上趣旨に

ご賛同いただき開催いただければ幸いです。 
謹白 

記 
テーマ  「環境に奉仕する日」 
主 催  ライオンズクラブ国際協会３３１－C地区 
共 催  ライオンズクラブ（実施主体） 
日 時  ２０２３年５月８日（月）～２２日（月）の間で設定 
場 所  各クラブで設定（地元） 
参加者  ライオンズクラブ会員・地域住民等 
助成金  1クラブ 5,000 円（開催計画書提出後キャビネット事務局よりクラブ口座へ振込） 
広 報  各クラブが日時や清掃場所を設定し、地元自治体や地元新聞等へ積極的に働き

かけていただき、多くの地域住民とともに奉仕活動ができれば幸いです 

165



※ 事業にご参加いただけるクラブにつきましては、お手数ですが別添計画書にご記入
の上〇月〇日（〇）までに函館キャビネット事務局まで提出後、開催後に活動中の
写真もお送りくださいますようお願い致します。 
 

返信先 ライオンズクラブ国際協会３３１－C 地区函館キャビネット事務局 

F A X  ０１３８－８３－２８６１ 

メール hokkaidolions331ccab@gmail.com 

 

「地区内一斉清掃事業」開催計画書 

 

クラブ名                ライオンズクラブ 

 

日  時    ２０２３年 ５月   日 （  曜日）  

        時   分   ～    時   分 

 

場  所                         

 

実施内容                                
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【活動報告】 
 

アラート委員会・会則委員会 委員長 
函館みなと LC L 作並 真一 

       

【アラート委員会活動報告】 
現状函館市内 9 クラブでの社会福祉協議会との締結への進行中でございます。 
そのほかのクラブも締結のお願いをしているところでございます。 
 
 

【会則委員会活動報告】 
会則の変更等ございましたら 随時報告してまいります。 
 
 
 

【活動報告】 
 

LCIF 委員会委員長 
 L 佐藤 洋（函館臥牛 LC） 

  

皆様、あけましておめでとうございます。 
今期も残り半分、宜しくお願い致します。献金状況としては、10 万
ドル目標のところ半分の 5 万ドルまで集まりました。 
残り期間も半分、目標までも半分。 
MJF 等の献金も是非お願いしたいと思っております。 
皆様のご協力をよろしくお願い致します。 
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【活動報告】 

 

エクステンション委員会委員長 

 L 佐藤 洋（函館臥牛 LC） 

 
皆様、明けましておめでとうございます。 

今期半分が過ぎまして新規クラブの創設１件。 

目標純増５０名が今現在ですが達成されております。 

このまま人数を減らすことなく維持していきたいと思います。 

今期残り半分宜しくお願いします。 

 

 

【地区委員長活動報告】 

 
ライオンズクエスト・ＹＣＥ・薬物乱用防止委員会 

            第４Ｒ第２Ｚ 委員長 Ｌ末永玲子 

 

【ライオンズクエスト】 

   現在青山副委員長を中心に動いていますが、LCIF の申請交付金の承認がまだキャ

ビネット事務局に届いていません。承認申請が届き次第オ－プンにしてジャイドに連絡

して諸準備に入ります。 詳しい内容が決まり次第、ご案内しますので、ご協力よろしく

お願いします。 

 

【ＹＣＥ （ユースキャンプ及び交換）青少年交換】 

・または現在在日している留学生の 1 日受け入れ経験をする機会をつくる 

上記について検討し、コロナの状況みながら開催時期を検討しご案内したいと思い

ます。 

 

【薬物乱用防止】 

    これから検討していきたいと考えています。 
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【活動報告】 

 
第６９回地区年次大会 大会委員長 

L 吉田 功（函館東 LC） 

 

 

12 月 15 日 2 回目の大会委員会を各部会長の皆様にご参集頂いて予備登録をもとに作

成した一次予算の確認と部会の担当内容打ち合わせました。 

会員の減少により地区大会の予算にも厳しさが顕著に現れていることを感じますが、別紙

の通り第 69 回地区年次大会の一次予算案をご報告致します。 
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